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一図97 大溝1出土磨梨石器(1)
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東側のI区と違って大がかりな印象は感じられない。

検出された部分は、汲大で延長約40m、I罰1~5m、深さ0.4......,0.8mを測る。戸部から底にかけて妬、

黄褐色粘質シルト を主体とする I竹•'i であり、底付近には礫を含む。その上は、褐灰色砂浪じりシルトや賠

オリーブ褐色砂まじり粘上府で、径5cm以下の小礫を含む。上II]は、四褐色粘質シルトが主体で、 iこぶ

い黄褐色シルトが混じる。 人為的に埋められた府であり、礫や土甘甘を多く含んでいる。底部付近で主に
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図98 大溝1出土土器(5)
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粘土が堆積しており、当初は流れの弱い水たまり状態であったといえる。砂を含む/1!Jiも見られることか

ら、ある程度の流れがあった時期も存在したということができる。このため、この部分での土｝叫i観察でも、

G区南端部や I区の見解と同様に、大溝 1は当初流れの弱い状況であったが、その後ある程）北の流れを

もった流路であったという ことができる。

上層から、 多くの弥生土器をはじめとする追物が出上している。ここでも、追物位のわり には` ダ祠形

になるものが少ない。この部分で出土した弥生土器を図98---100に示す。主に中 ・下屈から出土した

ものであるが、上屈には後世の整地がおよんでいる部分があるため、ここからは除外している。

図98-415は、 壺の口縁1}15である。口縁部は大きく外反する。 口縁端部は肥肛しており、外面に凹線

が巡る。416は、壺の口緑部である。 口縁船部をほぽ直角に下方向に広げており、外面に凹線が巡る。

凹線の上には、円形浮文が迎続して付けられている。口縁部内而には、斜め方向0)刺突文が施されてい

る。頸部には簾状文が巡っている。 417は、匝の口紐部である。こl緑端部を下方向に広げており、外面

に凹線が巡る。凹線のJ:.には、円形浮文が圃隔をあけて迎続して付けられている。 口緑部内面には、斜
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め方向の刺突文が施されている。 418は、匝の口縁部である。口緑端部をほぼ直角に下方向に広げており

外面に凹線が巡る。凹線の上には、 竹四文を付した円形浮文が辿続して付けられている。 419は、 而の

口縁部である。口緑端部をほぼ直角に下方向しこ広げており、外面に凹線が巡る。 凹線のI::には、竹四文

を付した円形浮文が3点1組で付けられている。口緑部内面には、斜め方向の刺突文が施されている。

頸部には、凹線が巡る。420は、壺の口緑部である。口縁部外而の上部には、凹線が巡っている。その

下には波状文と直線文が交互しこ巡っている。 421は、直口四の口緑部である。 n緑は、斜め上方に向かっ
て広がり、 外面には、口緑端部からやや下がった位1i:1に炎幣が2条巡っている。口緑部上端には波状文

が巡る。口縁端部を肥厚させておりやや内洲気味である。 422は、秤状上錘である。確尖に弥生時代

のものとは断定できないが、出土迫物の中に後世の泣入品は見られないため、弥生時代の迫物と考える。

423は、 壺の口緑部である。口緑端部をほぽ直角に下方向に広げており、外面に凹線が巡る。凹線の」、

には、竹管文を付した円形浮文が2点1組で付けられている。勁部には波状文が巡る。胎土の特徴から、

紀伊産と考えられる。424は、 血O)n緑部である。旦緑端部を下）3向に広げており、外而に凹線が巡る。

口縁部内面には、斜め方向の刺突文が旅されている。口緑部の下には、波状文が巡る。 425は、 mのロ
縁部である。口緑端部をほぼ直代に下方向に広げており、外面に凹線が巡る。凹線の上には，縦方向の

ヘラ描き沈線のまとまりが付けられている。口縁部内而には、斜め方向の刺突文が施されているほか

紐孔があけられている。426は、f:'i"!の口緑部である。 n緑端部をIJMき気味にド方向に広げており、外而

に凹線が巡る。凹線のヒには、枠状浮文が付けられている。口紘部内而には、斜め方向の刺突文が施.... 

れている。427は、り門の口緑部である。口緑端部は断面T字状につまみあげており、外面に凹線が巡る。
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図100 大溝1出土土器(7)
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凹線の上には、枠状浮文が付けられている。428は、血の口緑部である。口縁端部を下方向に広げており、

外面に凹線が巡る。凹線の上には、竹符文を付した円形浮文が辿続して付けられている。 429は、卯．の

口縁部である。口緑端部を下方向に広げており、口縁部内面には紐孔があけられている。 430は、ミニチュ

ア土器の壺で、底部を欠担している。体部の内外而に指即圧痕が見られる。 431は、 小型の壺で、口斎

部を欠損している。432は、廊で、 口縁部を欠担している。顆部に凹線が巡っている。胴部最大径付近

の外面には、 横方向のヘラミガキ罰整が施されている。さらに下半部には、縦方向の密なヘラミガキ製

整が見られる。内面0)下半部には、縦方向のハケ鯛賂が見られる。433は、 ii'u(J)Iコ縁部である。口縁端

部をやや上方向に広げている。434は、附の口緑部である。口縁端部をやや下方向に広げている。

図99-435は、甕の口紐部である。「I緑部は、くの字状にほぽ直角に外反する。口緑端部は肥阿（して

おり、上方につまみあげられている。 436は、梨の祗である。 J_J緑端部のすぐ上の外面に「り線が巡る。

つまみ部の上端はへこんでいる。437は、隈0)益である。つまみ部のみ残存しており、外面には指顕圧

痕が見られる。438は、慧駁の上半部である。 n緑部はゆる＜外反しており、口縁餡陥は丸くおさめられ
ている。外面に煤が付消している。一部、熱を受けて赤く変色している。胎土の特徴から、紀伊産と考

えられる。439は、煎の1」縁部である。くの字状にほぼ亡魚に外反する。 胎土の特徴から、紀伊産と

えられる。440は、真蛸血形土器の上半部である。「l緑は内洲しており、「I縁端部は而をなしている。

外面には斜め月向のタタキ間勝が見られる。 441は、附0)底部である。外面には、縦方向のヘラミガ-・

調整が見られる 。 442は、別の底部と老えられる。外面には指頭圧痕が見られる 。 内面は黒く焼けて v ·•"" o

443は、 壺の底部である。胎七の特徴から、紀伊産と抒えられる。 444は、梨の底部と考えられる。外

面には指頭圧痕が見られる。外而に煤が付粕しているほか、一部、熱を受けて赤く 変色している。445は、

甕の底部と考えられる。外面には相頭｝モ振が見られる。｝底部内而に粘土を継ぎ足している。胎 Kの特徴

から、紀伊産と考えられる。446は、製の底部と考えられる。内外而には指頭圧痕が見られる。 447は、

壺の底部である。内外而には指叩圧痕が見られる。448は、迎の底部である。表而が剥離しているため、

調整は不明である。 449は、甑の底部である。底部の中心部を焼成後に穿孔している。 450は、隕の底

部である 。 底部の中心l~ISを焼成前に穿孔している。 45 1 は、以蛸四形土器の下半/'113である 。 外面には指

頭圧痕が見られる。452は、真蛸壼形土器の底部である。外而には桁頑圧痕が見られる。外面の一部に

煤が付善している。453は、哀蛸壺形土器0)底部である。 表面が剥離しているため、訓整は不明である。

図100-454は、高杯杯部である。 脚部が欠狙しており、杯部の底も失われている。受け口状の口緑

部であり、外面のド端に凹線が巡る。口緑端部を肥序させており、やや内而につまみあげられている。

455は、複合鉢の鉢部である。乱本部の端陥分にあたり、外面に水平方向の凹線が巡っている上に、竹和

文を付した円形瑶文が縦に3点一組で付けられている。456は、訂杯杯部である。脚部が欠担しており、

杯部の底も失われている。口緑端部を肥}¥させて而を形成しており、やや外側につまみあげられている。

457は、高杯杯部である。受け門状の旦緑部であり、口緑部O)外面に凹線が施されている。 一部、熱を

受けて赤く変色している。胎土の特徴から、紀伊産に類似するが、片岩は含まれていない。458は、 [l./J

杯脚部である。脚邪はまっすぐ立ちヒがっており、 脚台部で胴曲して広がっている。脚台部には、透か

し孔が一列に巡っている。 459は、芥杯脚部である。端部が大きく外反する。外面の一部に煤が付珀し

ている。熱を受けたためか、表面が荒れており、間整は不明である。 460は、高杯脚台部である。端部

を上方と下方に広げており、面を形成している。外面には、縦方向のヘラミガキ脳挫が施されており

透かし孔を持つ。欠担後、器に転用されたも0)と考えられ、内面に煤が付粁している。 461は、高杯脚
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台部である。 端部を上方に広げており、而を形成している。外而には、縦方向のヘラミガキ間整が施さ

れており、 透かし孔を持つ。 462は、窃杯脚台部である。端部を上方に広げており、面を形成している。

透かし孔を持つ。 463は、裔杯脚台部である。端部をやや丸くおさめている。 464は、高杯脚台部である。

口縁端部を肥印させて而を形成している。外面には、縦方向のヘラケズリ『屑敷が見られる。 465は、訂

杯脚部である。脚部はまっすぐ立ち上がっており、 fltdl台部で屈曲して広がっている。口縁端部を肥原さ

せて面を形成している。外前の一部に煤が付沿しているほか、熱を受けて赤く変色している。胎土の特

徴から、紀伊産と考えられる。

このほかしこ、石悩類も出」：している。区1126-874は、スクレーパーである。刃部の一部が欠如して

いるほか、エッジの一部が版滅している。875は、 石柏である。石剣の可能性もある。先端部を欠如し

ており、基部の両側縁をすり蕗としている。品版部に自然面が残る。 876は、 凸店且式の石鏃である。

下部を欠損しており、先端部の両側緑が靡滅している。

k区南半部 （図92、101,.,_, 111、114、115、図版17、43~ 51、77)
k区南半部では、1周杏区を横断するかたちで大溝 1を検出することができた。大溝 lが東に同りこん

でいく部分にあたり、南西から北采方向にのびている。 r • J区で重複していた、近世から続く現代の

水路は、約12m離れた部分につくられており、ここでは重複はなかった。このため、制約なく大溝 1を

横断するかたちで間杏することができ、他の地区でなかなか全容がつかめなかったのに対し、ある程度

のまとまった成米を上げることができた。

また、検出時には判別できなかったが、断而の土屈観祭により、南東郁で人溝 lの上部から掘り込ん

でいる別の追棉の存在が閤められた。全体の形状ははっきりしないが、土｝叫乱朕で(i餡足にイf在すること

がわかるため、人ri'i'J2と呼称することとする。部分的に中屈まで掘り込んでいるが、大溝 1の下/f'iまで

影響を及ぼすものではない。辟細は後述する。

J区と同様に削平や樅乱が消し<、 I区に比べて追4闘面のレベルが約 Im低い状況で、 J区とほぽ同

じレベルである。ここでも、戦地に伴う削平の規校が大きく、大洲ll O)上部はかなり失われているもの

といえる。検出而までの）は物包含l~i(!)堆租は比較的膊く、 中也以降に大掛かりな整地がおこなわれたこ

とがわかる。この部分では、締まった礫屈の地山であることから、両訂部は比較的容易に検出するこ

ができた。検出状況からは、自然流路の形状をある程度残したまま、両'iii部付近で人為的な成形をおこ

ない、つく られたものと考えられる。 Jrj部は急な傾斜をつくっており、 G区や I区の形状に似ている。

撹乱や未調査部分がないため、横断而で埋七の堆禎状況を観察することができた。大杓'I内から見ると、

両側の検出面のレベルが下がっているため、比利泣はあまり感じられず、京側の 1区と違ってあまり大

がかりな印象は感じられない。

k区の成果から兄ると、弥生集落の追村り密集部と人r.i'i'い の1州に約l8m0)距雌があり、その部分では）,, 

構が検出されていない。衷た、大溝 1をはさんで北側には迫構の密集はなく、様相が呉なっている。た

だし、竪穴住居 lがみられることから、完全に集落を区切るものとはいえない。大洲 1の全休形状は不

明であるが、集落を南北方向に濶査したなかで、調杏lざを横切ることがないため、平而形が環状で集蕗

を囲うことはないといえる。 このため、大滞 1を集落の環脳と考えることはできなし。

k区で検出された部分は、位大で延此約13m、軋罰約8m、深さ0.7mを測る。戸部から底にかけては、

にぶい褐色粘質シルドで、砂が浪じる。中央部の底部は、褐灰色細砂を主体とする府であり、明設褐色

砂混じりシルトが部分的に堆柏している。この砂/f'lの上には、しこぶい黄褐色砂混じりシル ト／如iが厚く堆
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積している。 人為的に地められたWiであり、径8cm租）比の礫や土器を多く含んでいる。ここでは、 G区
やI• J区で検出されている、底部付近の粘：：K府はあまり確黎されていない。中央部の底部付近で、砂

を主体とする屈が/L,lく堆租していることから、ある程邸の流れがあり、粘土府をえぐったものと呼えら

れる。このため、この部分での土）凶観察でも、 G 区や I•J区の見解と同様に、大渦 1は当初流れの弱
い状況であったが、その後ある粗嵐の流れをもった流路であったということができる。

中層から下／凶にかけて、多くの弥生土器をはじめとする追物が出土している。火溝 1でもっとも辿物

の出土量が多い部分であり、骰種も多岐にわたることから、迫物の1瑣向を示しているといえる。追物
のわり には、 完形になるものが少ない。追物は雑多に垣まっている状況であり、日営生活で単純に廃斑

された土器群とはゼえられない。大溝 1を埋める際に双識的に：I:: 器の破片を埋土に多くrl心ぜて、固めた

様相を呈している。土器をそのまま地めたというよりは、あえて破片を小さくしていることが推定され

る。下層で、 辿物のIII土「しが比較[I勺少ない屈が厚くないことから、大溝 1の仔続時期はあまり長くはな

かったものと抒えられる。虎絶時に」～．．器の破片を入れて埋めていることから、究全に大溝 lの機維をな

くし、平地をつくろうとしたことがうかがわれる。大h11~ I を埋めた部分が軟詞で、沈やすることを防ぐ

目的があったといえる。』,'J杏の過程で、北＇因と南半を分割して掘 削したが、特に追物の中で偏った出土

状況を示すものはなく、全体を一気に遥めたものと考えることができる。

大溝 l 北半で山 I~した弥生土器を、図101,..._, 103に示す。 1又1101-466は、受け「I状n緑四の口緑部
である。受けnmiの屈曲は強く、断而は逆 1く」の字状を基しており、口緑は内約する。「！緑部外而しこ
は波状文が巡っている。即部上半紆Bでは、外面に縦方向のハケ間堕が見られる。 467は、 受け「I状白緑

壺の口縁部である。受けII部の屈曲は弱く、門緑はやや広がる。日緑部外而には波状文が巡っており、

内面には横方向のハケ濶盟が見られる。頸部上半部では、外面に縦方向のハケ調戦が兄られる。 468は、

直口壺の口縁部である。 □緑は、斜め上方に向かって広がり、外而には、 1-1緑端陥からやや下がった位
置に突帯が2条巡っている。突常の上には刻み目が付けられている。は緑端部を肥)TJ.させており、やや

内湾している。頸部に簾状文が巡る。 469は、細頸荊の「I緑部である。 fI縁祁外而の上部には凹線が巡っ

ている。その下には波状文と胴線文が交互に巡っている。口緑端部は、やや内洞している。470は、細

頸壺の口縁部である。口紐部外面の上端と i:::端には凹線が、その間には波状文が巡る。口緑端陥は、や

や内湾している。頸部から訂部には雌状文が巡っている。 ）伯土の特徴から、紀伊産と培えられる。471は、

壺の口縁部である。口紺部が大きく外反しており、口絃端部内面には、斜め方向の刺突文が施されている。

口縁端部を肥厚させており、下方向にやや）広げている。472は、 1蘭の口緑部である。口緑部は大きく外

反する。口縁瑞部は肥匝しており、外面に凹線が巡る。胎土の特徴から、紀伊殴と考えられる。 473は、

壺の口縁部である。口縁饂部を下方向に広げており、外而に簾状文が巡る。その上に凹線が 1条巡って

いる。口縁端部内而には、端部に円形罪文が辿続して付けられている。

474は、高杯杯部である。脚部が欠担しており、杯部の底も失われている。「l縁端部を肥厚させて而

を形成しており、やや内側につまみあげられている。口縁端部外而には、立11,l部に円形坪文が辿続して付

けられている。475は、莉杯杯部である。脚部が欠拍しており、杯部の底も失われている。「l縁端部カ

肥厚させて面を形成しており、やや内側につまみあげられている。口緑部外而の上饂と下端に1口線が巡っ

ている。476・477は、複合鉢の鉢部である。鉢剖立）端部分にあたり、外而に水平方向の凹線が巡っている。

477は、 外面に煤が付約しており、熱を受けて赤く坐色している。 478は、並の益である。上部のつま

み部分を欠損している。 479は、台形土洲の上部である。台部の上面は平坦で、丁i照しこ訓挫されている。
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480は、壺の口緑部である。口緑端部をほぼ『サりに下方向に広げており、外面に凹線が巡る。凹線のヒ

には、竹管文を付した円形蒋文が3点 1組で付けられている。即部には、凹線が数条巡る。 一部、熱を

受けている。481は鉢で、底部を欠投している。口緑饂部をやや広げている。482は鉢で、底部を欠拍

している。口緑部はほぽ直立しており、 n緑端部を肥厚させて而を形成している。口緑部外而下端には、

凹線が巡っている。その下の体部上半には横方向、体部下半には縦方向のヘラミガキ間整が見られる。

483は、高杯脚部である。端部を肥厚させて面を形成している。 484は、裔杯脚部である。 II却部下半に

擬凹線を巡らしている。485は、台付鉢の脚陥である。下半部の外面には凹線が巡っている。中央部に

円孔があけられている。 486は、台付鉢の脚部である。端部は広がっており、肥印させて面を形成して

いる。下半部の外而には凹線が巡っている。中央部に円孔があけられている。

図102-487は、甕の蓋である。内而に指頒）宅痕が残る。488は、大型別の口緑部である。口緑は、

くの字状にほぽ直角に外反する。胎土の特徴から、紀伊胚と抒えられる。 489~ 507は、甕の口緑部

である。489は口緑が、くの字状にほぽ訳角しこ外反する。胎土の特徴から、紀伊府と4和えられる。490

は、やや大型晶である。口緑端部が肥｝阜しており、やや下方に広げている。 191は口縁が、くの字状に

ほぼ直角に外反する。口緑端部を肥）話させて而を形成している。体部の I::半部の外而には、縦方向のI

ケ調整が施されている。内而は指函巴振がみられ、その下剖りこは横方向0)ヘラケズリ閥堅が施されてい

る。外面に煤の痕跡が残る。492は、やや大型品である。口緑が強く外反する。口縁端部が肥肛してお

り、やや上方につまみあげられている。493は、靱下で1コ縁が、くの字状にほぼ直角に外反する。口縁

端部の内側がへこんでいる。494は、やや大型品である。II緑の外反は比較的弱い。l-1緑端部をII凹肛さ

せて面を形成している。495は、 「l緑が強く外反する。II緑端部に面を形成しており、凹線気味のへこ

みが巡る。体部外而の上部には、縦方向0)ヘラケズリ間堅が見られる。外而しこ煤が付約している。496は、

やや大型品である。口縁は、くの字状にほぽ直角に外反する。 n緑饂部を肥）駐させて而を形成しており、

外面に凹線を巡らしている。n緑部の下端にも凹線を巡らしている。体l'111外而には、横方向0)タタキII 
が残っている。内而には相碩）ー［魂痕がみられる。497は、胴部の張りがり狽いものである。口緑は、くの字

状にほぼ直角に外反する。「I縁端部を）j即厚させて而を形成しており、外而に凹線を巡らしている。休部

外面の上部には、縦方向のヘラケズリ調挫が旦られる。498は、やや大型品である。口紺0)外反は比較

的弱い。口絃瑞部をn且原させて面を形成している。 499は、 Rり手でLl係成が強く外反する。くの字状にほ

ぼ直角に外反する。 500は、やや大製品である。「！緑は、くの字状にほぼ『uりに外反する。LI緑端部を

肥厚させて而を形成している。頸陥に判i捺突帯をもつ。イ本部外而の上部には、縦方向のハケ池l幣が施さ

れている。502は、胴部の張りが強いものである。n緑は、くの字状にゆる＜外反する。熱を受けて赤

く変色している。 503は、やや大型品である。n緑は、くの字状にほぼ直角に強く外反する。n縁躙部

を肥厚させて、やや上方につまみあげられている。体部外而のヒ部には、斜め方向のハケ9彫性が施され

ている。外而に煤が付粋している。 504は、やや小型品である。「I緑は大きく広がる。505は、やや大

型品である。口縁が強く外反する。口緑端部をI]巳厄させて而を形成している。506は、やや小型品である。

口縁は、く の字状にほぼ直角に外反する。口縁端部を肥）J,lさせて面を形成しており、外面に凹線を巡ら

している。外面0)一部しこ煤が付府しているほか、熱を受けて赤く変色している。 507は、 胴部の張りが

やや強いものである。口緑は、くの字状にほぼ血角に外反する。「！緑端部を肥胚させて面を形成している。

体部外面の上部には、縦方向のハケ閻撒が見られる。

図103-508-...517は、飯蛸礎である。いずれも完形品であり、出上位巴も近いため、衷とめて廃し●
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された可能性もある。今回の罰杏では、飯蛸四は随所に見られるが、いずれも単発であり、飯蛸狐がu-

とまって出土した例はない。大洲 1の出上辿物の中で完形品が多いことは珍しく、 他の遺物のように雑

多に埋められたものとは様相が異なっている。やや形状に巡いはあるものの、ほぽ同様O)大きさである。

いずれも口縁からやや下がった位凶に、外側から1孔があけられている。手づくねで成形されており

指頭によるナデ即整や圧痕が全而に兄られる 。 5 10· 511 · 513 • 514• 517などのように、口緑から下

がった孔の位四付近をへこませているものも見られる。紐ずれの痕跡は確膀できなかった。 518妬、

蛸壺形土器の下半部である。底部は1塁くつくられている。外面に煤の痕跡が残る。

519~526は、殿のにl緑部である。 5 1 9は、口縁の外反が弱く、薄手のものである。胎七の特徴力．‘ ‘

紀伊産と考え られる。 520も,n緑の外反が弱いもので、熱を受けて赤く父色している。胎七の特徴か、、
紀伊産と考え られる。 521は、薄手でn緑が強く外反する。胎土の特徴から、紀伊旅と考えられる。 522は、
口縁が強く外反する。523は、「l縁が、くの字状にほぼ訳角に外反する。口縁端部を肥／ばさせて面を形

成している。524は、煎手で17緑が、くの字状にほぼ肛角に外反する。口総饂部を肥厄させて面を形成

しており、外而に1川線を巡らしている。外面に煤が付約している。525は、口籍が、くの字状にほぼ直

角に外反する 。 胎土の特徴から、紀伊商と考えられる。 526は、口緑が強く外反する。胎土の特徴か•­

紀伊産と考えられる。 527は、煎手で「！縁が、くの字状にほぼ訳角に外反する。口絃部すぐ下の口部に、

横方向のタタキ澗悲名が残る。外而に煤が付沼している。

このほかに、石湘類も111土している＂図 114-730,....,733は、 ..ti面から出土したもので、緑色片岩製

の石庖丁である。730は、 1/3{且／且欠如している。片凡で、紐孔が1ヶ所残存している。紐孔の閻隔が

広いため、大型品のII」能性がある。731は、 1/3程幽欠拍している。片刃で、紐孔が2ヶ所残存している。

紐擦れ痕が認められ、光沢がある。 732は、大型品であるが、両端を欠拍しており、紐孔は胚められない。

両刃で表裏面共に研府痕が残っている。火を受けた可tr旨性もある。733は、大型晶であるが、両端を欠
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損している。刃部が欠批しており、板而が剥落している。火を受けた可能性もある。

一方、大溝 l南半で出土した弥生土器を区1104~111に示す。 図104-528は、いわゆる日明山型壺

の口縁部である。大型の土器であり、口緑部がゆるやかに外反する。529は、砥のn緑部である。口，
端部をほぼ直角に下方向に広げており、外而に波状文が巡る。波状文の上には、円形坪文が迎続して付

けられている。釦部には、縦方向のハケ胴幣が見られる。530は、匝のにI緑部である。口緑端部をほI

直角に下方向に広げており、外而に凹線が巡る。凹線の上には、 竹官文を付した円形浮文が迎続して付

けられている。 531は、壺の口緑部である。口縁端部をほぼ匝角に下方向に広げており、外而に凹線が
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巡る。凹線の上には、縦に 2点1組の円形浮文と 8本1組の縦方向のヘラ描き沈線が交互に付けられて

いる。口縁部内面には、斜め方向の刺突文が綾杉状に施されている。532は、壺の口縁部である。外面

の上端と下端に凹線が巡っており、その間に斜め方向の刺突文が綾杉状に2列に配凶されている。 533は、

壺の口縁部である。全体に歴耗が若しく、細かいf屑整や文様は不明である。 口緑端部をほぽ直角に下方

向に広げており、外而に 2列の円形浮文が迎続して付けられている。口緑部内而にも、円形浮文が並ん

でいる。熱を受けて赤く変色している。534は、水足形土恭の上半部である。把手は欠批している。 _,_

体に磨耗が著しく、 細かい闊幣や文様ははっ送 りしないが、 「l緑部から口部外面には、細かい斜め方向

の櫛描列点文が巡ってお り` 一部綾杉状を塁している。その下には簾状文が巡る。内面には、指顕圧痕

が見られる。胎土の特微から、生駒匝麓産と考えられる。 535は、：複合鉢0)鉢部である。鉢部の端部分

にあたり、外而に水平方向0)凹線が巡っている上に円形浮文が辿続して付けられている。 536は、壺の

蓋のつまみ部である。 537は、商杯脚部である。外而しこ縦方向のヘラミガキ閻戦が施されている。内面

には、横方向のケズリ調撒が見られる。538は、高杯脚部である。 脚柱部のみであり、脚台部も欠机し

ている。外面に凹線が密に施されている。

539は、甕の上半l~ISである。口緑が強く外反する。口緑端部が肥）駐しており、やや上方につまみあげ

られている。戸部外而には、斜め方向0)ハケ調整が施されている。内而は、 口緑部のすぐ下は横方向

その下は縦方向のハケ聞堅が見られる 。 外面に煤が付邪している。 540は、甕の上半l~IIである。 口緑が、
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くの字状にほぼ直角に外反する。口緑端部が肥厚しており、やや上方につまみあげられている。訂部外

面には、横方向のタタキ調賂が施された後、縦方向のナデ閻整をおこなっているが、タタキ目が明瞭に

残っている。内面は、斜め方向のハケ訓盟が施されている。胎土の特徴から、生駒西麓産と考えられる。

541~547 しま、殿の口縁部である。 54 1 は、口緑0)外反が強く、｝しり手のものである。｛本部外面にタタキ

目が明瞭に残っている。外而tこ煤が付粁している。 542は、口緑の外反が弱く、靱手のものである。胎

土の特徴から、生駒西麓産と考えられる。 543は、口縁の外反が強く、靱手のものである。外面に煤が

付着している。544は、口緑の外反が弱く、｝罰手のものである。 胎上の特徴から、紀伊胚と考えられる。

545は、口縁が、くの字状にほぼ肛角に外反する。口縁端部が肥mしており、やや上方につまみあげら

れている。546は、やや大型品である。口縁の外反は比較的弱い。口緑端部を肥厄させて面を形成して

いる。 547は、やや大型品である。口緑の外反は比較的弱い。外而の即部は斜め方向、体部は横方向の

ハケ調整が施されている。

調査の過租で、 下）日のうち上）1:::iの確定している）以物を別にまとめて表ボすることとする。 噌半部のう

ち、礫層上而である、大汁11l3 I凶からの出土辿物を図105・106しこ示す。

図 105 - 5 48は、受け口状口緑壺のコ緑部である。受け口部の屈間は強く、口緑はほぼ町立する。 •I

体に磨耗が秤しく、細かい前」戦や文様ははっきりしないが、口緑部外音i,~. 半には縦方向の刺突文が辿続

して見られる。簾状文0)可ti胚性もある。 549は、礎0)口緑部である。「l緑端部をほぼ11'(角に下方向に広

げており、 外而に叫線が巡る。凹線の ヒには、縦方向のヘラ1背き沈線のまとまりが付けられている。仁l

縁部内側には、斜め方向の刺突文が綾杉状に施されている。 550は、利杯杯部である。口緑はほぼ直山

する。 口縁端部を肥厚させて而を形成しており、やや内側につまみあげられている。 「l縁部外面o)l端

と下端に凹線が巡っている。1..::1縁部に煤が付沿している。 551は、料杯で、 脚部 JC.:半を欠机している。

口縁端部を肥mさせて而を形成しており、やや内側につまみあげられている。 552は、甜杯杯部の口絃

部である。口紐饂部をほぼ『T角に下）り向に広げている。胎 Lの特徴から、紀伊迎と考えられる。553は、

台付鉢の脚部である。全体に表面0)剥離が呼しく、細かい閻戦や文様ははっきり しないが、端部に細か

い斜め方向の櫛描列点文が巡っている。中央紆IHこ5点円孔があけられている。胎 上の特徴から、生駒四

麓産と考え られる。 554は、闘杯脚部である。台付鉢の脚部0)可湘性もある。脚柱部のみであり、 IIW1

部も欠損している。3ヶ所に擬凹線が巡っている。555は、複合鉢で、脚部以下を欠如している。「ぽ

の外反が強く、口縁端部を肥印させて而を形成している。口縁部から（木部にかけて0)外而は横方向、底

部外面は縦方向のヘラミガキ訓戦が丁睾に施されている。内而は、体部ヒ半は柏訣if(1」、下半は縦方向の

ヘラミガキ閻盟が密に施されている。556は、把手付鉢で、脚台縁辺部を欠肌している。口緑部外面には、

細かい斜め方向の櫛描列点文が巡っており、 一部綾杉状を呈している。外面には、体部中央部は横方向、

下半部は縦方向のヘラミガキ調整が密に施されている。把手は 1ケ所残存しているが、複数付くものか

どうかは不明である。脚部から脚台部までは、縦方向のヘラミガキ閻胞が1寧に施されている。 557は

真蛸壺形土器の下半邪である。外而には指屈荘E痕が残る。熱を受けて赤く蛭色している。 558は、以蛸

壺形土器の下半部である。外而には、斜め方向のタタキ胴盟が残る。内而には、ヘラ状工具による伽1晋各

痕が見られる。外而に煤が付竹している。 559は、以蛸血）杉土恭である。外而には、斜めガ向のタタ中

調整が明瞭に残る。底は）旱くつくられている。外而に煤が付粉している。

図106は、甕の口縁部付近を集めたものである。 560は、下半部を欠担しているが、口緑の外反が強い。

外面に煤が付沿している。 561は、やや大型品である。口紘の外反は比較的弱い。口緑拙部を肥）りiさせ
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て面を形成している。体部内而には、斜め方向のハケ罰撒が見られる。外面に煤が付粁している。 562

は、口縁が、 くの字状にほぼ町角に外反する。にl緑端部が肥厚しており、やや上方につまみあげられて

いる。肩部外面には、横方向のタタキ訓堅が施されている。外而に煤が付沿している。胎土の特徴から、

生駒西麓産と考えられる。 563は、やや大型品である。口緑が、くの＊状にほぽ町角に外反する。口緑

端部を肥厚ざせて而を形成している。外而に煤が付灼している。564は、口緑が、やや丸みを常びて外

反する。口縁饂部が肥厄しており、ややJ::.方につまみあげられている。門部外面には、梱方向のタタキ

調整が施されている。565は、煎手でやや大製品である。 n緑が、くの字状にほぼ直角に外反する。ロ

縁端部を肥厚させて面を形成している。内面には指頭庄痕が残る。胎土の特徴から、紀伊産と考えられる。

566は、口縁が、くの字状に弥く外反する。口緑船部がfl叫厄しており、やや上方につまみあげられている。

外面に煤が付粕している。胎土の特微から、紀伊産と考えられる。 567は、やや人型品である。口緑が、

くの字状にほぼ直角に外反する。口緑端部を肥厚させて面を形成している 。 568は、山緑が、くの-~状

にほぼ直角に外反する。口緑端部を肥厄させて而を形成している。 569は、口緑が、くの字状にほぽ古

角に外反する。 I―l緑端部を肥原させて面を形成している。 570は、口緑の外反は比較的弱い。口縁端部

を肥厚させて面を形成している。571は、やや大型品である。口緑が、くの字状にほぼ町角に外反する。

口縁端部を肥mさせて而を形成しており、外而に凹線がめぐる。「I縁部下半には、斜め方向0)刻目が巡っ

ている。572は、やや人型晶である。口縁が、くの字状にほぼII冗角に外反する。口緑端部が肥厄しておハ

やや上方につまみあげられている。 573は、やや大型品である。 17緑が、くの字状にほぼ直角に外反_,_

る。口縁端部を1把厚させて面を形成しており、外面にI'「I線がめぐる。『f部外而には、横方向のタタキ闊

整が施されている。体部内面には、斜め方向のハケ調整が見られる。 574は、やや大型品である。口縁が

くの字状にほぽ直角に外反する。口緑端部を肥Nさ辻て而を形成しており、外面に凹線がめぐる。口部

外面には、 梱方向のタタキ郡i)戦が施されている。体部内1n1には、斜め方向のハケ閻撒が兄られる。外回

に煤が付着している。575は、 Y¥り手でやや大製品である。 II緑が、くの字状にほぽ直角に外反する。全

体に磨耗が著しく、細かい;l/,'J幣や文様は不明である。 fl台上の特徴から、紀伊府と労えられるが、岩H-1町

などの紀ノ川流城の出土土湘の胎七に類似するとの教ボを得ている。

大溝 1南半のうち、土器の多く含まれる礫／凶である、大溝4/日からの出 I:)且物を1図107~111に示す。

図107-576は、殿の口縁部である。りけの可俺性もある。 口緑饂部外面に刻目を施している。577t.,.ヽ

受け口状口縁洲の口緑部である。受け口部の屈r1肱は強く、断而は逆「く」の字状を旦しており、口緑は

内湾する。口緑部外而には波状文が巡っている。内面には指函I王痕が残る。 578は、受け口状口緑壺の

口縁部である。受け口部の屈曲は強く、断而は逆「く」 0ジJt.:状を旦しており、口縁は内約する。口紐部

外面には波状文が巡っている。内面には横方向のハケ閻携名が見られる。頸邪外而には、 直線文が巡って

おり、内面には指頑圧痕が残る。579・580は、いわゆる日明山型血の「l籍部である。大型の土器であり、

口縁部がゆるやかに外反する。 581は、壺の口緑部である。日縁端部をほぽ血角に下方向に広げており、

外面に波状文が巡る。口縁部内側には、斜め方向の刺突文が施されている。 582は、無即四の上半部で

ある。口縁端部を肥厄させており、内柄している。口緑端部のすぐ下の外而には、斜め方向の櫛描列点

文が巡り、 その上に竹管文を付した円JI祈平文が迎続して付けられている。その下には、簾状文が巡る。

口縁端部には、縦2列、横2列で1組となる円形浮文が複数組付けられている。 583は、壺の口縁部である。

口縁部が大きく 外反している。口緑端部を肥厚させており、下方向にやや広げている。口縁端部内側には、

2点 1組の孔があけられている。口緑部下糾椙こ煤が付店している。 584は、短頸府で、底部を欠狽している。
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口縁の外反しま弱い。 585 • 586は、受け口状に1緑壺の口緑部である。いずれも、受け口部の屈曲は強く、

口縁はやや払祁対する。口緑部外而には格子文が巡っており、 586は、さらに下~i/,l しこ刻 目を入れている 。

585の内面には、梱方向のハケ聞整が見られる。587は、訳口韮のn縁部である。口緑は、斜め I::方に向かっ
て広がり、 外面には、口緑端部からやや下がった位区に突帯が2条巡っている。口緑部ヒ端には波状文

が巡る。口縁餡部を肥肛させており、やや内柄気味である。 588は、壺の口縁部である。口縁端部を下

方向に広げており、外而に簾状文が巡る。胎土の特微から、生駒西麓産と考えられる。589は、鉢の

縁部である。匝口壺のn緑部の可能性もある。口縁は、斜め上方に向かって広がり、外而には、口緑端
部からやや下がった位四に突湘が巡っている。突1特より上には凹線、下には波状文が巡っている。口庶

端部を肥厚させており、やや内洲気味である。 590は、 fillの口縁部である。口縁端部をほぽ直角に―lツ］

向に広げており、外面に凹線が巡る。凹線の I:::には、縦方向のヘラ描き沈線のまとまりと円形浮文が付

けられている。口緑部内側には、斜め方向の刺突文が綾杉状に施されている。 591は、短熙壺のn緑部
である。口緑はやや開き気味である。門縁端部を肥肛さ辻ており、やや内洲気味である。焼成後にn縁

部を打ち欠いている。592は、把手付血の上半部である。口縁部は大きく外反する。口緑端部は肥rr;r.し

ており、外面に凹線が巡る。即部に町線文、その下には斜め方向の櫛描き列点文が巡る。訂の I::端部に

把手を挿入法で取り付けてし，む0

図108-593は、無類壺の日緑部である。口緑部外而の上端に突常が4条巡っており、その 1こに3点1

組の棒状浮文が付けられている。突常0)下側には、直綜文や波状文が巡るが、全体に表面の剥淵；が苦しく、

細かい調整や文様ははっきり しない。594は、鉢の口緑部である。口緑端部を折り曲げて玉緑状に成形

している。拙l査灰内では、 他に類例がなく、 1:vJ鮮系無文 1:BSの可ti胚性も培えられる。595は、甕のIコ緑

部である。口緑が、くの字状に外反する。口緑端部が肥原しており、やや上方につまみあげられている。

頸部に押捺炎仰をもつ。 596は、鉢0)上半部である。 n緑端部を/J~脳させており、やや内洲気味である。

597は、高杯杯部である。I―l籍端邪を水平に）ムげた後に、下方向しこ広げている。 598は、台付鉢のオじ手

状の張り出しである。 2点 l組の紐孔をもっており、口縁部に 4ケ1:ifrつけられているものである。 599は、

把手付鉢の口緑部である。把手の貼り付け痕跡が残る。口紺船部が）］且屈しており、やや上方につまみあ

げられている。端部は面をなしており、凹線が巡る。やや内湾気味である。 600は、把下付鉢の口緑部

である。口緑部外面には、細かい斜め方向の櫛描き列点文が巡っており、 一部綾杉状を旦している。把

手は1ケ所残存しているが、複数付くものかどうかは不町である。胎土の特徴から、生駒西麓政と考えられる。

601は、 芯杯脚部である。外而は、縦方向0)丁欲なヘラミガキ潤幣が施されている。端部は肥界して

おり、面をなしている。602は、同杯で、脚台部を欠似している。杯部外面には、凹線が巡っている。

内面に煤が付沿しており、甕の益として丙利用されていたことが考えられる。603は、合付鉢の脚柱部

である。高杯の可能性もある。脚柱部のみであり、 fl却台部も欠祖している。3ヶ所に擬凹線が巡ってい

る。604は、邸杯杯部である。底部は欠如している。口縁端部を肥f?させており、やや内慾気味である。

605は、高杯杯部である。底部は欠担している。口縁端部を肥）ワさせており、やや内慾気味である。外

面に凹線が巡っており、に1緑端部には刻目が付けられている。 606は、甜杯脚部である。外而は、縦方

向の丁寧なヘラミガキ閏撒が施されている。端部は肥）ワしており、而をなしている。 2段の円チしがあけ

られている。607は、把手付鉢の1嵐1部である。 全体にと雑面の剥離が著しく、細かい閻救や文様ははっ=

りしない。把手の貼り付け痕跡が残る。608は、 t且伽':l形土恭の上半部である。にl緑饂部を肥）サさせて

おり、やや内湾気味である。内而には指即／古痕が残る。外而しこ煤が付牙'1している。609は、猥の点であ
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る。つまみ部のみで、端部は欠担している。610は、甜杯脚部である。端部は肥厚しており、面をなし

ている。脚台部に円孔があけられている。 611は、邸杯脚部である。外面は、縦方向の丁寧なヘラミガ

キ調整が施されている。脚台部に円孔があけられている。 612は、真蛸壷形土器の下半部である。外面は、

縦方向のヘラケズリ間整が施されている 。 内而には縦方向のナデ開撒が見られる 。 6 1 3は、四蛸描形—

器の上半部である。 n緑端部を肥厚さ辻ており、やや内慾気味である。外而は、縦方向のナデ調整が施
されている。内而には指即圧痕が残っており、斜め方向のハケ！鳴をがみられる。 外面に煤が付沿してし

る。614は、訂杯脚台部である。端部は肥）Uしており、面をなしている。外而には凹線が複数巡っており、

円孔があけられている。615は、問杯脚台部である。叫賠肱は肥/!}.しており、面をなしている。 外而には

凹線が複数巡っている。616は、以蛸血形土器の下半部である。底部付近の外面には、縦方向のナデ桐

整が見られる。内而には、ヘラ状工具による闊戦痕が残る。熱を受けて赤く武色している。外面に煤が

付着している。 617は、 以蛸韮形 I::器の下半部である。外而に斜め方向のタタキ閥堅が残っており、底

部にまで及ぶ。内而には、縦方向のナデ調戦が見られる。 618は、台形土器の上部である。イ1部の 1・」且I

は、丁寧に調撒されている。 外面は、縦方向のヘラケズリ閻墜が施されている。内而には指頭陀痕が残

ている。619は、四l肖壺形七謀の底部である。底部は)!,!く仕ヒげられている。トリベの可能性もあるが、

金属生産に閲する追物はほとんど出上していない。

図109-620~ 640は、糾の「l緑部付近を集めたものである。 620は、 口縁端部を ,~・一方向に広げている。

621は、やや大型品である。口綽鉗lt'113の而に1日線を巡ら している。体邪内而には、横方向のハケ訓戦が

見られる。胎土の特徴から、紀伊産と抒えられるが、結晶片岩を多く含んでおり、和歌山市太旧黒川辿

跡などの出土±樅の胎上に類似するとの教示を得ている。 622は、口緑端部を I::カ向につまみあげてい

る。肩部外面にはヘラケズリ製堅が見られる。胎上の特徽から、紀伊迎と考えられる。外而しこ煤が付粕

している。623は、口緑糾賠13をあまり）把似させていない。 胎土の特徴から、紀伊府と考えられる。 624

は、やや大型品である。口緑端部を上方向につまみあげている。訂部外面には上部で縦方向、 その ドで

斜め方向のハケ潤戦が施されている。イ本部内面には、横方向のハケ閻整が見られる。 625は、口緑端部

をあまり肥序させておらず、口縁の外反が弱い。626は、やや大型品である。口緑端部を上方向にー ，.,ー

みあげており、而に凹線を巡らしている。体部内面に指頒圧痕が残る。627は、口緑端部をやや 1こ方向

につまみあげている。イ本部外而に縦月向のヘラケズリ伽澄が施されているが、斜め方向のタタキ目が残っ

ている。628は、やや大型品である。口緑端部の肥彫の偏りは見られない。外而に煤が付約している。

629は、薄手0)もので、口緑端部をやや下方J{J」に広げている。 イ本部外而に横方向のヘラケズリnJlil戦が見

られる。胎土の特徴から、紀伊照と考えられる。 630は、 やや大型品である。口縁端部をやや上方向に

つまみあげている。訂部外面には、 枇方向のハケ郎］整が見られる。体邪内而に指敗1モ痕が残る。 631は、

口縁端部をやや上方向につまみあげている。体部外面に縦方向0)ハケ澗堅が見られる。 632は、やや大

型品である。口総端部を両側に広げており。断面T字］［クを呈している。 lコ緑端部の下端には、刻目が付

けられている。｛本部外面に縦方向のハケ刷整が施されているが、秋方向のタタキ目が残っている。633tq,,

口縁端部をやや切方向につまみあげている。 口緑端部の面に凹線を巡らしている。体部外而に縦方向の

ヘラケズリ罰整が施されている。体部内面には、斜め方向のハケ間整が見られる。 634は、やや大型品

である。口縁端部をやや上方向につまみあげている。 体部外而に縦方向のヘラケズリ訓賂が施されてお

り、体部内面には、斜め方向のハケ間整が見られる。635は、 II緑部の外反が丸みを常びている。口緑

端部をやや上方向につまみあげている。 636は、 やや大型品である。口緑端部の肥/!}.の偏りは見られな
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い。体部内面に梱方向のナデ調整が見られる。637は、口緑部の外反が弱い。口総端部の肥厄の偏りは

見られない。 体部外而に横方向のヘラケズリ製挫が施されている。体部内面には、斜め方向のハケ閥

や指頭圧痕が見られる。 外面に煤が付沿している。 胎七の特徴から、紀伊産と考えられる。638は、や

や大型品である。口緑端部をやや上方向につまみあげている。体邪外而にヘラケズリ間盤が施されてい

る。胎土の特徴から、紀伊産と考えられる。 639は、口緑端部をやや上方向につまみあげている。口，

端部の面に凹線を巡らしている。体部外而に縦方向のナデ胴敷が施されているが、梱方「如1のタタキ目が

残っている。640は、やや人型品である。 n緑端部をやや上方向につまみあげている。
図110-641は、やや大型品の甕で底部を欠拍している。口緑端部をやや上）罪向につまみあげている。

体部外面の上半部に縦方向のハケ訓墜が見られ、 下半部には縦方向のヘラケズリRIM戦が施されている。

体部内面には、縦方向のハケ間整が見られる。 642-647は、甕の口緑部付近を集めたものである。 い

ずれも口縁が、くの字状に外反しており、口緑饂部を肥／品させて而を形成するものが多い。口緑端部の

仕上げの違いが此られる。642は、「l緑端部をあまり肥瞑させていない。胎土の特徴から、紀伊崩と考

えられる。643は、口緑端部を両側に広げて而を形成している。 644は、口緑端部をあまり肥／双させて

いない。口縁端1'11Hこ、刻目が付けられている。645は、 n緑端部をやや上方向につまみあげている。 lib
土の特徴から、紀伊眩と考えられる。 646は、口縁端部をヒ方向につまみあげている。 休部外面に、横

方向のタタキ「Iが残っている。体部内而には、 指頒1玉痕が見られる。 647は、 1-1緑端部をあぼ り肥厚さ

せていない。胎土の特微から、生駒西麓産と抒えられる。648は、鉢の上平部である。口緑端邪の仕 ，→

げが甕と類似しており、 n縁端部を上方向につまみあげている。

649 ~ 660は、可度，殿の口緑lりrs付近を集めたものである 。 いずれも I I緑が、くの字状に外反してお

り、口縁端部をII四印させて而を形成するものが多い。仁l綽端部の仕上げの追いが見られる。 649は、

縁端部を両側に広げており、やや断而T字形を旦している。 ｛本部外而にヘラケズリ閻戦が施されている。

胎土の特徴から、紀伊睦とて烙えられる。650は、やや大型品である。 U縁端部を両側に広げており。断

面T字形を呈している。体部外而に、横方向のタタキ同が残っている。 651は、口緑船部をあまりIIじ原

させておらず、丸くおさめている。 ｛本部外面にヘラケズリ閻盟が施されているQ 外而に煤が付約してい

る。胎土の特徴から、紀伊渥と考えられる。652は、受け,_,状の口緑をもつもので、 ,_,縁端部を丸く¢

さめている。体部外而にヘラケズリ胴整が施されている。 胎土の特徴から、紀伊産と考えられる。653

は、口縁端部を上方向につまみあげている。イ本部内而には、桁煩庄痕が見られる。胎土の特徴から、紀

伊産と考え られる。 654は、やや大型品である。口緑端部を両側に広げており。断而T字形を呈してい

る。体部外面に縦方向のハケ調整が施されているが、横方向のタタキ目が残っている。体部内面に松訪i

向のヘラケズリ間堅が見られる。 655は、口縁饂部をあまり肥原させていない。 休部外面にヘラケズリ

調整が施されている。胎-J_:の特徴から、紀伊産と与えられる。 656は、口絃の外反が弱いもので、口縁

端部を丸く おさめている。体部外面にヘラケズリ即堅が施されている。外而しこ煤が付釈「している。657は、

やや大型品である。 n緑端部をやや上方向につまみあげている。 体部内而には、斜め方向のハケ閻堅が
見られる。胎土の特徴から、紀伊産と抒えられる。658は、口縁端部をやや上方向につまみあげている。

659は、口縁の外反が弱いもので、 1以手である。口緑端部を両側に広げて面を形成している。 イ本部外而

に縦方向のハケ胴整が施されているが、横方向のタタキ目が残っている。休部内而には、斜め方向のハ

ケ調整が見られる。 660は、口縁端部をやや上方向につまみあげている。 外面に煤が付貯した痕跡が！忍

められる。
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図111-661は、やや大型品の別で底部を欠拍している。口縁の外反が弱いもので、屈手である。 ロ

縁端部を両側に広げて而を形成している。体部外面は、上部に縦方向のハケ間撒、中央に斜め方向0)ハ

ケ調整、下部に縦方向のヘラケズリ閣戦が施されている。体部内而は、斜め方向のハケ！周整が見られる。

662は、 甕の上半部である。 n緑端部を上方向につまみあげている。体部外而に、斜め方向のタタキLZL

が残っている。663...... 672は、 殿の口緑部付近を集めたものである。 いずれも口緑が、くの字状に外反

しており、 口緑端部を肥厄させて而を形成するものが多い。口緑端部0)仕上げの辿いが見られる。663

は、口縁の外反が弱いもので、厚手である。口緑端部をやや上方向につまみあげており、面に凹線を巡

らしている。664は、やや長｝州のもので、口緑の外反が弱い。口緑饂部を丸く●，
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は、縦方向のヘラケズリ調整が施されている。体部内而には、指面圧痕が見られる。 665は、口縁端部

をやや上方向につまみあげており、面に凹線を巡らしている。｛本部外而に、横方向のタタキ目が残って

いる。体部内而は、斜め方向のハケ間整が見られる。外而に煤が付珀している。 666は、口縁0)外反が

弱いもので、）以手である。口縁端部はあまり肥后していない。休部外而は、横方向のヘラケズリ閣盤が

施されている。667は、やや此胴のもので、口緑の外反が弱い。口緑端部をやや肥店させて而を形成し

ている。体部内面には、斜め方向のハケ閻敷が兄られる。胎上の特徴から、生駒四麓産と巧えられる。

668は、口縁の外皮が弱いもので、昭手である。口緑端部はあまり肥肛していない。 ｛本部外面は、縦方

向のヘラケズリ調整が施されてし'<>'゚ は、即部の袂りが強いもので、口緑端部をやや上方向につ

みあげている。体部内面には、縦方向のヘラケズリ削,1,J患名が兄られる。胎土の特微から、紀伊煎と考え

れる。外面に煤が付莉している。 670は、受け口状口縁のものである。口縁端部を」：：方向につまみあげ

ている。熱を受けて赤く変色しているほか、外而しこ煤が付沿している。671は、口縁端部をやや上方向

につまみあげている。体部外面は、縦方向のハケ胴堅が施されている。体部内面は、斜め方向のハケ調

整が見られる。外面に煤が付i咋している。胎土の特徴から、生翡腕四麓産と抒えられる0 672は、口緑端

部を両側に広げて而を形成しており、凹線を巡らしている。LI緑部内而には、柚方向のハケ閻整が見.-

れる。体部内而は、縦方向0)ヘラケズリ調整が見られる。外l箭に煤が付沿している。673は、甕の口緑

部である 。 口緑の外反は剥い。口縁端部をやや)II~[';{させている。外而に煤が付沿している。 674は、鉢

の口縁部である。口縁の外反は弱い。口縁0)すぐ下の外而には、簾状文が巡っている。胎土の特徴か-

紀伊産と考え られる。

675~693は、甕の口緑部破片を集めたものである。 n縁が、くの字状に外反するものが多い。 口縁

端部の仕上げの追いが見られる。675は、口緑端部を丸くおさめている。胎 Kの特徴から、紀伊産と抒

えられる。676は、 l-1緑端部をややjj且／厚させて而を形成している。677は、「l緑端部を両側に広げて而

を形成しており、凹線を巡らしている。外而に煤が付芯している。 678は、門緑端部をやや肥厄させて

面を形成している。 !I合Kの特徴から、紀伊産と杓えられるo679は、 n緑端部をやや切方向につまみあ
げている。胎」1の特徴から、紀伊瓶と抒えられる。680は、口緑釧部を丸くおさめている。 681は、 LI

縁の外反は弱い。「l緑端部をやや肥屈させている。682は、口縁端部を両側に広げて面を形成しており、

凹線を巡らしている。683は、口緑端部を上方向につまみあげている。外面に煤が付許している。胎1

の特徴から、 紀伊庇と考えられる。 684は、口緑の外反は弱い。口紺饂部をやや肥叩させている。685

は口縁端部を丸くおさめている。外而に煤が付沿している。 686は、口絲饂部はあまり肥印していな1,,。
687は、口縁端部を上J"J向につまみあげている。688は、 1二l縁餡部を上方向につまみあげている。胎上
の特徴から、 紀伊産と考えられるが、結品片岩が含まれていない。 689は、口紐の外反は弱い。口緑期

部を両側に広げて而を形成している。体部外面に、横方向のタタキ同が残っている。690は、口緑端部

を両側に広げて而を形成しており、巴l線を巡らしている。 691は、柑り手で、口緑の外反は弱い。口縁端

部はあまり肥彫していない。外面に煤の痕跡が残る。胎上の特徴から、紀伊産と抒えられる。692は

口縁端部はあまり肥｝騒していない。 693は、咄手で、 n縁の外反は弱い。口縁端部はあまり肥／尊してい
ない。694は、猥の即部である。斜め方向の列点文が巡っており、瀬戸内系の影戦をうけたものと考え

られる。
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大溝2 (図92、112、113、115、図牒17、52、53)

検出時には判別できなかったが、 K区において断面の土）i直観察しこよ り、南束部で大滞 1の上部から掘

り込んでいる別の辿棉の存在が1忍められた。平面形状ははっき りしないが、確胞された埋土の広がりか

ら推定する と、束方向からのびる溝状を旦しており、 11J旺査区の中央部で途切れている。罰査区西腿の土

層観察では確籾されていないことから、胴杏区の西側まではのびないようである。全体の形状は不明で

あるが、土屈観察で確実に存在することがわかるため、大洲2と呼称することとする。

k区の東側のL区では、大溝に脚わるような遮構や辿物の集中も検出しておらず、東側の状況も不明

である。ただ、 I区とL区の間に未『屑杏部分があり、硯在の水路が流れていることから、東側からのび

てくる自然流路の存在が想定され、 この部分に大滞がつくられていたことも存えられる。

k区の東醗断而の土府観京では、大溝 1の面半部の口部にかかる位凶で、上から掘り込まれている大

溝を確認することができた。＇岡杏区 117央部で大溝 1を横断するかたちで土屈観察用畦を残したが、ここ

でも大溝2を確閤することができた。訓査区四盈断面の土）噌視察では、確防できていない。これらの確

認された部分を総合すると、束西方向の延良が約8m、南北方向の幅約7m、検出面からの深さ10--

40cmを測る。上部はかなり削平をうけており、底部付近の lJ侶が残存するのみである。にぶい黄褐色礫

混じりシル トを主体とする）団である。径5~10cmの礫を多く含んでおり、）嵐物も多い。大溝 lと同様に、

廃絶時に人為的に埋められたものと抒えられ、迫物は雑多に地められている状況である。底付近には

大溝 1と異なり、粘」こWIや砂屈などの自然堆租府は防められない。水路としてイ史われていたかどうかは

はっきりしないが、存続期間はあまり艮くなかったものとvJえられる。また、人溝1の廃絶後につくら

れたものであるが、同様の迎め方をしていることや、辿物の時期迫がほとんどないことからも、あまり

時期差なく廃絶したものといえる。

掘削時の初期段階では、大怜'12の存在を認諜していなかったため、出土辿物を明確に選別していなかっ

た。このため、 一粁BO)辿物は大溝 1と混同したかたちになっており、大rm1の辿物としている。大溝2

の認識後は、選別して取り上げており、明確に分けているが、全体に時期羞はあまりn忍められない。大

溝 lと同様に大型の破片は多いものの、完形に復元できるものはほとんどなく、日常生活における不叫

品を廃棄したという状況ではない。埋める際に土料片を多く厖ぜて、地盤が沈まないように固めた状況

である。

多 くの弥生土器をはじめとする追物が出土している。大溝 2 から出土した弥生七器を図 112 • 113に

示す。図112-695は、血のn緑部である。口緑端部をほぼ直角に下方向に広げており、外而しこ簾状文
が巡る。簾状文の上には、 3点1組0)円形浮文が辿続して付けられている。顆部には凹線が巡る。696

は、壺の口緑部である。に1縁端部をほぼ直角に下方向に広げており、外而に凹線が巡る。凹線の上には、

縦方向のヘラ描き沈線のまとま りが付けられている。この沈線は、半裁竹↑v,¥を使用した可能性がある。

口縁部内側には、斜め方向の刺炎文が綾杉状に施されている。697は、町口血0)口縁部である。 D緑は、

斜め上方に向かって広がり、外而には、口緑端部とやや下がった位四に突堺が2条巡っている。突常に

は刻目が付いている。口縁端部を肥）I出させており、やや内洲気味である。頸部には、ヘラ状工具による

刺突文が巡る。 698は、受け口状口縁血の口縁部である。受け口部の屈曲は弱く、口緑はやや広がる。

口縁部外面には凹線が巡っている。体部内面には指副圧振が見られる。699は、 壺の口縁部である。に

縁端部を下お向に広げており、外面に凹線が巡る。口緑部内側には、斜め方向の刺突文が施されている。

頸部には凹線が巡る。 700は、鉢で、底部を欠如している。に1緑部はほぽ匝立しており、口緑端部を肥
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厚させて面を形成している。口縁部外而下能には、凹船が巡っている。胎土の特徴から、紀伊産と考え

られる。 701は、四の口緑部である。口緑端部を下方向に広げており、外而に凹線が巡る。凹線の上には、

縦方向のヘラ描き沈線のまとまりが付けられている。口緑部内側には、斜め方向の刺突文が施されてし

る。頸部には凹線が巡る。 702は、鉢で、底部を欠如している。口縁部はほぼ直立しており、口縁端部

を肥厚させて面を形成している。口録部外面には、簾状文が巡っている。イ本部の屈曲部には、斜め方向

の刺突文が巡る。体蹄下半の外而は、縦方向0)ヘラケズリ罰墜が施される。口縁部内而には、横方向の

ヘラミガキ調整が兄える。 703は、 台付鉢の脚部である。厄手であり、端部は広がっており、 肥厄させ

て面を形成している。 704は、把手付鉢0)脚部である。把手は欠祖している。 脚台の端部付近に突常が

2条巡っている。外而には、縦方向のヘラミガキ鯛整が施されている。胎土の特徴から、紀伊府と考え

られる。

705 ~ 707は、甕の口縁部である＂いずれも口緑が、くの字状にほぼ直角に外反しており、口総錨暉

を肥厚させて而を形成している。胎土の特徴から、紀伊陀と考えられる。口緑端部の仕上げの迎いが此

られる。705は口緑端部をやや上方向につまみあげている。706は、口緑端部をやや下方向に広げている。

707は、 薄手のもので、 n緑端部を肥/:!,/.させて面を形成している。外而に煤が付約している。 709しよ、

甕の口縁部である。口紐が、くの字状にほぼ訳角に外反している。 fしり手のもので、口緑端部をあまり肥

厚させていない。休部外面に梱方向のヘラケズリF凋戦が見られる。胎土の特徴から、紀伊産と抒えられる。

710は、甕の「I緑部である。口緑が、くの字状にほぽ直角に外反している。口緑端部を肥／以させて而を

形成している。胎土の特徴から、紀伊煎と考えられる。 71lは、やや大型の殿の口縁部である。 U緑端

部をあまり肥阿させていない。 ｛本部外面の上半邪に縦方向のハケ間整が施されている。 体部内面には、

縦方向のハケ調戦が見られる。外曲に煤が付沿している。 712は、 以蛸附形土器の口緑部である。「l船

端部を肥厚させており、やや内湾気味である。外而には、斜め方向のタタキ別雌名が明瞭に残る。 713は

小型壺の口縁部付近である。口緑は強く外反する。口縁端部をやや」：：方向につまみあげている。外面に

煤が付着している。 胎土の特徴から、生駒西麓産と特えられる。714は、甕の上平部である。 □緑は強
く外反する。口縁饂部をやや I::方向につまみあげている。体部外面の上半部には、斜め方向0)タタキ訓I

整が残る。

図113は、 甕のにl縁部付近を集めたものである。いずれもn緑が、くの字状にほぼ肛角に外反してお

り、口縁端部を肥/1-i!させて面を形成している。 715は、口緑端部をやや上方向につまみあげている。体

部外面の上部には、横方向のタタキ濶整が残る。その下にヘラ状1砂ぶこよる刺突文が巡る。瀬戸内系の

影響をうけたものと考えられる。 716は、口緑端部を I:.方向につまみあげている。外面に煤が付沿して

いる。 717は、 fI緑端部を上方向につまみあげて面を形成しており、凹線を巡ら している。｛本部内而に

は指頭圧痕が見られる。外而に煤が付珀している。718は、口縁端部を肥厚させて而を形成している。

体部外面の上部には、横方向のタタキ間整が残る。 719は、口緑端部を両側に広げて而を形成しており、

凹線を巡ら している。体部外而には、横方向のタタキ訓整が残る。休部内面には、柚方向のハケ調整が

見られる。 720は、口緑饂部をやや上方向につまみあげている。口緑は強く外反する。胎土の特微か-

紀伊産と考えられるが、糸胃品片岩が含まれていない。 721は、口緑端部をJJ匹厄させて而を形成している。

体部外面の上半部に縦方向のハケ間整が施されている。 722は、 n緑端部を上方向につまみあげて面を
形成しており、凹線を巡らしている。体部外而には、横方向のタタキ開整が残る。 723は、大型品である。

口縁端部を両側に広げて而を形成しており、凹線を巡らしている。体部外而の上半部に斜め方向のハケ
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調整が施されている。体部内而には、斜め方向のハケ閥戦が見られる。 724は、口縁端部を上方向につ

まみあげて面を形成しており、凹線を巡らしている。体部外面の上半部に斜め方向のハケ閻幣が施され

ている。725は、口緑端部をn即厄させて而を形成している。体部外面には、横方向のタタキ罰賂が残る。
726は、口縁端部をやや上方向につまみあげている。外而に煤が付沿している。727は、 にl緑端部をや

や上方向につまみあげている。外面に煤が付粕している。 728は、口縁端部をやや」：：方向につまみあげ

ている。口縁は強く外反する。口緑部に熱を受けて赤く変色している。

大溝 1出土のものも含めて、 Iく区南半部で出 I:した石器を、腐Ill5に示す。734は、大溝 1の中）団か

ら出土したもので、緑色片岩製の石庖丁である。半分以 1-:欠担しており、かろうじて紐孔が確i忍できる

ほどである。刃部と苦部に打繋痕がわずかに残っている。735は、大溝 lの4屈から出土したもので、

緑色片岩製の大型石庖丁である。刃部全体に光沢がある。かなり欠担しており、紐孔も確認できない。

火を受けた可熊性がある。 736は、人洲jl/2から1-H土したものであるが、大泄 1のロrn腔性もある。緑色片
岩製の石庖Tである。緑辺部が欠拍しており、両刃と必面が剥蕗している。737は、大溝2から出土し

たもので、砂岩製の砥石であるが、台石の可能性もある。直方体の礫を利用している。表面のみに打限
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痕や線条痕が見られる。全体に火を受けている。 738は、大洲 1の4)日から出土したもので、砂岩製0

叩き石である。両側而と 1:-.下両端部に叩打賑が見られる。中央部を一部研幽している。 739は、大洲11

の3層から出土したもので、砂岩製の砥石である。表裏而共に浅く紐んでいる。 1側面に断面V字状の

溝がみられる。矢柄を研郎したものと考えられる。

0区西端部 （図116、図版51)

k区南半部でほぼ束西方向にのびる大溝 lは、欄壺区の西側でほぽ直角に屈曲し、南方向に向かうも

のと考えられる。 0区の北側縁辺部に沿って通るかたちであり、 0区の両端部で割杏区の西側に下がる

落ち込みを検出している。ちょうど大溝 1の東訂部分を検出したことになり、形状ははっきりしないが、

大溝 lが調査区の外側を通っていることがわかる。地｝［多から兄ても、関査区の災界に水路が流れている

ことや区画0)地界となっていることから、この位府に流路が存在したといえる。閻杏時には、大杓'11'7

存在を認識していなかったが、弥生土器をはじめとする追物が多く出七している。

検出された部分は、扇大で延長約8m、111韻約3m、深さ約40cmを測る。同部のみの検出で、底の状況

は不明であるが、埋土の状況を傾察することができた。自然流路を利用したものと抒えられるが、訂罹S

の落ちはゆるやかであり、他の地区で見られるような急な斜而ではない。訂陥から底にかけては、 fli]オ

リーブ褐色粘t'!シルトを中休とする肘で、炭化物を含む。人為的に埋められた府であり、辿物を多fぶこ

含む。上層は、にぶい黄褐色粘質シルト／団である 。 地山は粘質シルト）［りであり、この調査区の翌穴住 I—’

がつくられていた部分での締まった礫）日は見られない。この部分では、）くrm,の底部までは閻杏が及ん

でいないため、作続していた時期の状況は不明である。

ここでも、辿物団のわりには、完形になるものは少ない。この部分で111土した弥生 I::路を図116しこ示す。

740は、 壺のに1縁部である。口緑は強く外反する。口緑端部をやや）l即肛させて面を形成している。熱を

受けて赤く変色している。741しよ、血の「l縁部である。日縁端部を下方向に広げており、外而に凹線が

巡る。凹線のヒには、円形浮文が3点 l倫l=lで付けられているほか、縦方向のヘラ描き沈線も見られる。

742は、 壺のn緑部である。口緑端部をやや）他）以させて而を形成しており、外面に凹線が巡る。743は

受け口状口縁洲OJ口紐剖5である。受け口部の屈曲は弱く、 n倫代はやや）ムがる。 n緑端部には刻目が付け

られている。頻部には押捺突術が巡っている。744は、血の口紬・11sである。「l緑の外反は弱い。「l緑端

部は肥厚させていないが、而を形成している。745は、 殿の口総部である。「l緑鉗，ll'11Sを強く外皮させて

おり、やや肥厚さ辻て而を形成している。746は、 台付鉢0)脚部である。 端部付近に凹線を2条巡らす。

中央部に円孔を辿続してあけている。747は、猥の口縁部である。に1縁の外反は弱い。口緑端部は丸く

おさめている。胎土の特徴から、紀伊産と者えられる。748は、底部であるが、別か孤の判別はできな

い。底は平坦である。749は、低杯のII却台部である。flt/,HりISは広がっており、 肥厚させて面を形成してい

る。中央部に円孔をあけている。750は、別の揺のつまみ部である。砂岩の円礫を含む。 751は、甕の

底部である。底は平i』である。752は、血の底部である。体部と底部外面にヘラケズリ胴挫が見られる。

破損部を一部擦って両加工している可能性がある。753は、梨の底部である。胎 Kの特徴から、紀伊tが

と考えられる。754は、兵舶珈形土盛の底部である。イ本部外而には、横方向のタタキ間整が残る。 755は、

壺の底部である。底は平坦である。 756は、府の底部である。底は平坦である。 757はぷ問の1底部である。

底部の貼付け部外而に指顕圧板が見られる。胎土の特徴から、 紀伊産と考えられる。758は、以蛸屈形

土器の底部である。雑なつくりで、底部外而中火がへこんでいる。759は、 血の底部である。 底は平坦

である。胎土の特徴から、生駒西麓産と封えられる。 760は、§団の底部である。 }~は平坦である。 761は
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真蛸壺形土器の底部である。 1底は平坦である。 762は、四の底部である。 1民は平坦である。底部の貼付

け部外面にオ11頭庄痕が見られる 。 763~ま、殿0)底部である。一部、熱を受けて赤く変色している。胎

の特徴から、 紀伊産と考えられる。

s区 （図117、118、図版51、69)

s区は、市追0)付け替え部分にあたる間杏区である。 地山面が、地表而より 2m以 I:下がることから、

全体の掘削をそこで止め、中央部に術 3mのトレンチをいれたのみで、罰登を終了している。このft(l;' -.J.~

区では、ピットや遇穴住屈などの辿桐は検出されていない。印い盛土屈の下に中世以降の耕作土屈が堆

積しており、 遺物包含肘が見られるのみである。具休的な迫柚を示す土肘は見られないが、下部で粘：：K

層や砂層が確諮されており、 土器などの辿物が多く含まれる屈も見られる。また、大滞 1が0区の西端

部で南方向しこのびることが想定されることから、ちょうどS区｝狼分を大溝 lが通っているといえる。上

層の観察からも追梱することができる。 地形的に見ても、この方向は旧阿追に沿っており、現在の水路

もほぼこの部分を流れており、区両の院界にもなっている。まとめると、 S区で検HIされた粘七屈や砂）\'•'i 、

遺物の集中する包含府などは、大溝 1の内部ということがで送、大rNl1がこの部分を流れているものと

考えられる。トレンチ郁I杏のため、具体的な形状は不明であるが、粘上）r·•i のレベルは、 K 区南半部で検

出された大溝 1の底部のレベルよりやや布い。全体の地形から見ると、南から北方向へ流れる流路とい

っことができる。

完形になる I_:器はないが、 Ji,<J化できた弥生土器を図

J 18に宗す。 765は、礎の口緑部から口部である。 ロ

緑端部をほぼ直角に下方向に広げており、外而にI'.!]線

が巡る。凹船0)上には、 竹管文を付した円形浮文と 4

本1組の縦方向のヘラ描色沈線が交互に付けられてい

る。 1ゴ緑部内側には、斜め方向の扇状又が施されてい

一
76~ 
る。釦部には凹線が巡る。訂部には、直線文と波状文

5cm 

が巡っている。 外而に煤が付芯している。 766は、蕊

図117 大溝1出土陪製石器(4)
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図118 大溝1出土土器(20)
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け口状口縁壺の口紘部である。いずれも、受け口部の屈曲は弱いが、口緑はやや内湾する。口緑部の下

端には、凹線が巡る。767は、真虻1珈形土器の底部である。内面には縦方向のナデ閻挫が見られる。図

117-764は、 粘土屈から出土したもので、砂岩製0)叩き石である。投弾の可熊性もある。球状の礫を

利用しており、上下両端と片而に叩打痕が残っている。

小結

大溝 1・2の成果は、以上であるが、ここで箇単にまとめておきたい。

まずは、流路の形状および位四についてであるが、繰り返して述べているように、もともとあった自

然流路を利用 したものと考えられる。ほぼ男単川の旧河迎の棗端しこあたる段丘/1村に沿って流れており

地形の制約を受けている。国道26号線との交差点付近から北両方向にほぼまっすぐ流れているが、 0区

の西端部をかすめながら、東側に屈曲し円弧を描きながら、ふたたび四方向に向かっている。これは

人為的な改変ではなく、自然流路をそのまま利用したものである。特にこの屈曲に剥しては、地山の締

まった礫層によるものと抒えられ、流路が比較的軟らかいシルト）日を追った結呆、このような形状を'―

するようになったものといえる。

大溝 1として利用するにあたって、 日部を成形している状況が見られる。自然流路のまま利用してい

るのではなく 、成形によって似斜を急にしており、 大洲 1を明確にしている。検出された部分のうち、

北半部ではこの頻向が見られ、 特に集落側である東口部でこの領向が強い。集落との1淵係を見る上で、

意味のある点だと考えられる。埋土の下）日で、粘土形や砂／立'.iOJ堆柏が確胞された部分が多く、流路とし

て流れていた時期やほとんど流れがなく、堀のような状況であった時期も存在したことがわかる。環状

を呈していないことから、眼禄とはいえないが、推諭として、日'/り＇生活における不要品の廃菜施設、 防

御的な意味も考えることができ、環磁集落における囮設と,,り様の邸味をもっていたことも考えられる。

具体的な利用の状況ははっきりしないが、集落にとっては重殴なものであったということができる。

埋土には、 多訊0)弥生土器を含んでいる。特に中）日から上屈にかけては多く Ill土しており、人為的に

一気に埋められた状況である。それもただ埋めているだけではなく、沈下を防ぐために、土恭片を入れ

て固めている。これらの土猫は，完形のものはほとんどなく、大送な破片でも接合するものは少なかった。

集落内からの辿物のHI土！代は極端に少ないため、大rmの廃細の際にかき集めてすべて投入したかのよう
である。K区l卓j半部では、火洲/l OJ上につくられた大溝2の存在も確胞されたが、全体形状がはつきり

しないため、 どのような性格のも0)かは不明である。また、大洲 1の出±追物との閻しこは時期追はあ dー

り顕著ではなく、あまり存続しないうちに）紺絶したものと考えられる。

ここでは、 あまり出土辿物については触れないが、大溝1の出上）出物が弥生集落しこおける辿物の大部

分を占めるこ とから、ある和l.![全体の飯向を示しているものといえる。出士追物の内訳を見ると、慧仕；

壺が大半で、 而杯や鉢、以蛸壺形土器などが多い。雑多に埋められている ことから、大型品の破片が多

く見られ、小型品は小破片のものが多い。表而が床滅しているものも多い。在地のものと考えている土

器は、やや白っぽい胎上で、 全体に焼きがあまく、軟質であり、 表而が剥雌しているものが多い。その

ため、 表面調整がわからないものも多く、 個体数が多いわりには文様棉成をあまり確聡することはでき

なかった。その中で、隣接地である紀伊煎と考えられる土根が比較的多く見られる。いわゆる結品片

を胎土に含むもOJである。これに対し、生駒直闘迎とされる土栂は撼端に少なく、数えるほどにすぎない。

また、瀬戸内系の土器もみつかっており、他地域との交流を見ることができる。
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(2)大溝3

大溝 lが東へ回り込む部分の手前（南側）の東側で検出された。束円から四へ向かう落ち込みが、 P

区の大部分とN区の一部に及んでいる。憫杏時には、大溝lも製戯していなかったことから、自然流路

の一部とされていたものである。その後、大洲 l0)全容が判明するにつれて、大溝 1の流路との梱識も

された時期がある。刷登終了後の大社＇いの流路の検証により、この落ち込みが流路からややずれている

ことがわかったため、別の大溝と判断し、大洲3と呼称することとした。大溝3は、単に流路がずれて

いるだけではなく、隣接地は未馴杏であるが、 l卓］側の延只部分は存在せず、集落の内部に食い込むかた

ちを呈しているといえる。最終的な？忍職としては、刷低区からやや離れた西側を走る大溝 1に接続する

別の大溝と考えている。ただし、大溝3も新たに人為的に掘削されたものとは考えられず、自然地形を

利用したものといえる。

大溝 1の様相とは異なり、検出された哀阿から底にかけての煩斜はゆるやかである。翌穴住居の節で

も述べたが、 口部が、大製の竪穴住居22 • 23と翌穴住居250)すぐ西側まで及んでおり、広場のように

使われていたと椎定される空間地に而している。また、竪穴住居20奮 21や掘立柱辿物49も水際近くに

つくられており、集落とは密接な関係があるものと考えられる。人rW1のような口部の急な傾斜はなく、

水際は浅く なっている。大溝 1との合流部分は、 0区の南側と抒えられるが、未間杏部分であるため、

詳細は不明である。また、南側に恨lしても隣接地が未刷杏陥分であることから、広がりを知ることはで

きない。肩部の延長線から見ると、そのまま集烙内に入りこむが、この先にあたる閻杏区では検出され

ていない。このため、両側は、大溝 1に合流するか、そのまま途中で途切れる形状といえる。大構 1に

合流する形状とすれば、大溝1がこの部分で流路の1IQ1Iを広げていることになり、それを利川したものと

考えられる。また、途切れる形状とずれば、人為的に成形されている可能性があり、集落に隣接する部

分で、大溝3をつくるための大規松な上木-,-.事をおこなったものと考えることがで送る。現状では、岡

側が未調査であるため、確定はできない。いずれにしても、集落に隣扱する場所にn部がゆるい傾斜を
もった大溝をつくっていることになるため、集落にとって印要なものであったことが考えられる。

検出された部分は、最大で延長約40m、輻約lOm、最深部で深さ約1.2mを測る。口部から底部にか

けての埋土の堆租状況を硯察することがで送る（圏119)。検出された部分の落ち込みは大規枇なもの

であるが、 底部の形状から、本来の流路は棗nに沿った部分を流れており、 一段低くなっている。P区
の南端部はやや浅くなっていることから、流路の底部は約3m0)1j1研をもっていることがわかる。Ti.f111切

ら底にかけては、褐色粘質シル トを主体とする屈であり、礫を含む。下屈には粘~I::/けの堆禎は確認でr..:

ないが、粗砂屈が見られる。砂や礫を含む屈が堆秘していることから、常時ある程底の流れがあったと

いうことができる。また、逆に糾著な粘十屈が見られないことから、流れの弱い水たまり状限であった

とはいえない。大溝 lとは異なった状況であったことがわかる。中屈とド屈は、いずれも褐色粘費シル

トを主体とする1凶であり、多出の弥生七器をはじめとする遺物が出土している。大洲 1の埋土と同様に、

人為的に埋められたものであり、雑多に放り込まれたかたちで辿物が出上している。人渦 1とほぼ同時

期に廃絶した可t1腔性があり、集落の炒も絶時に一気に大汁りを埋めて整地したことも考えられる。上府は、

黄褐色シルトJ凶であるが、大溝3}梵絶以降の辿物包含）日であり、人為的に浬められたものではなし。

中・下層から、多くの弥生上器をはじめとする辿物が出土している。追物伍のわりには、完形になる

ものが少ない。この部分で出土した弥生土挫をl忍]120.._, 122に示す。図120-768は、烈のn縁部と体

部下半であるが、区II:: で1il元できたものである。口縁端部を下方向に広げており、外面に凹線が巡る。
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a' 

14. Om 

13.0m 

I. IOYR 5/6黄褐色 シルト
2. 2. SY 5/4策褐色 シルト

3. !OYR 3/2黒褐色 粘土混じりシルト炭化物含む
4. IOYR 5/4にぶい黄褐色 シルト
5. IOYR 3/3暗褐色 粘土混じりシルト小礫・炭化物含む

6. IOYR 4/4褐色 シルト 小礫含む
7. IOYR 4/4褐色 粗砂混じりシルト小礫含む
8. IOYR 4/3にぶい黄褐色 シルト
9. 2. SY 5/1黄灰色 シルト
10. 2. SY 5/4設褐色 シルト

b
 

b' 

旦

14.0m 

麟

L IOYR 6/4にぷい黄橙色 シルト 6. IOYR 3/3 I陪褐色 シルト 礫少位含む 11. IOYR 5/3にぶい黄褐色 シルト
2. 礫屈 7. IOYR 5/4にぶい黄褐色シルト 12. IOYR 4/2灰黄褐色 粘士混じりシルト
3. 2. SY 5/3黄褐色 シルト 8. IOYR 3/3 Jrit褐色 粘土混じりシルト 礫多屈に含む 13. IOYR 3/2黒褐色 粘土混じりシルト
4 lOYR 4/4褐色 シルト 9. IOYR 3/3 I陪褐色 粘土混じりシルト 礫少品含む 14. IOYR 4/1褐灰色 粘土
5. !OYR 5/3にぶい黄褐色 シルト 礫多鼠に含む IO. IOYR 3/2黒褐色 粘土混じりシルト 礫少臥含む
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図119 大溝3・4断面図
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口縁部内側には、斜め方向の剌突文が施されている。体部最大径付近には波状文が巡っている。その下

の外面には、 横方向のヘラミガキ調整、さらにその下の底部にかけては、縦方向のヘラミガキ闊悩が丁

寧に施されている。体部内面には、縦方向のハケ『屑悩が見られる。 769は、 小型匝0)口縁部である。 11

縁は強く外反する。口縁饂部をやや肥厄させて面を形成しており、外而tこ波状文が巡る。口緑邪内側に

は、斜め方向の剌突文が施されている。即部の外面には波状文が巡っており、その下しこ皿線文が見られる。

胎土の特徴から、紀伊政と考えられる。 770は、［加の口緑部である。厄手で口緑端部を下方向に広げて

おり、外面に波状文が巡る。波状文の上には、円形浮文と縦力向のヘラ描き沈線のまとまりが交互に付

けられている。口縁部内側には、斜め方向の刺突文が施されている。口縁部内面には横方向のハケ閻

が見られる。771は、内の「l緑部から阿部である。口総鉛部を下方向に広げており、外而に凹線が巡る。

凹線の上には、円形呼文が辿続して付けられている。口縁陥内側には、斜め方向の刺突文が施されてし

る。頸部の外而には、縦方向のハケ調盟が見られる。即部から），「部にかけては、簾状文と列点文が巡っ

ている。772は、受け口状口織i'11のn緑部である。 U緑部外而の上半には凹線、下半には波状文が巡っ
ている 。 773は、 ~:10)口緑部である 。 似手でn緑端部をド方向に広げており、外而に凹線が巡る 。 774 は、

壺の口縁部である。口紐端部をややJI巳叩させて面を形成しており、外而に凹線が巡る。口緑部内側には

波状文が巡っている。顆部の外面には波状文が巡っており、そのドに直線文が見られる。口緑部内面に

は横方向のナデ刷型が見られる。 775は、器台の1可縁部であるが、四の可俺性もある。口緑此暉を下）5
向に広げており、外而しこ凹線が巡る。凹線の上には、円形浮文が追続して付けられている。即邪0)外面

には、凹線が巡っている。 776は、府の口紘部である。 1―l緑端部をド方向に広げており、外而に凹線カ

巡る。凹線のJ::には、竹行文を付した円形浮文と縦）切郎のヘラ描き沈線のまとまりが交互に付けられて

いる。口縁部内側には、斜め方向の刺突文が綾杉状に施されている。 に、 3瓜1組のイしがあけられ

ている。777は、小型の無別幽である。口緑部付近が欠如している。内外面ともヘラケズリ閻盟が施.... 

れている。口緑部付近に円孔があけられている。胎土の特徴から、紀伊荊と考えられる。 778は、迎の

底部である。体部下方に焼成後の窃孔が見られる。779は、無顆珈0)上半部である。門縁端部の外而にtQ,ヽ

斜め方向の刺突文が巡っている。そのドには、簾状文と斜め方向0)刺突文が施されている。「l緑部に 2

点 1組の孔があけられている。

図121-780は、小型f他の益で、完形品である。781は、壺の蓋で、端部に2点 1組の紐孔があけら

れている。胎土の特徴から、紀伊府と考えられる。 782は、壺の益で、つ衷み部がへこんでいる。端部

をやや肥厚さ辻て而を形成している。外面には、縦方向のハケ調竪が見られる。内而に煤0)付沿が署しし。

783は、受け口状口絲礎の口縁部である。受けn部の屈曲は強く、断而は逆「く」の字状を呈しており、
口縁は内湾する。口縁部外而には凹線が巡っている。784は、受け口状口緑迎の口緑部である。受けにl

部の屈曲は弱いが、 1-l緑はやや内洲する。口縁部の I::端と下端には、凹線が巡る。785は、直口叩0、,_

縁部である。受け1-1状口緑四の受け口部が辿化したような形状で、口緑付近の外而しこ凹線が巡っている。

口縁はやや内湾気味である。 786は、広口壺0)口緑部である。 17緑は外反する。U縁付近の外而に凹線

が巡っている。「I緑端部は丸くおさめられている。

787は、真蛸狐形士器で、底部を欠拍している。体部下半0)外而には、斜め方向のナデ濶墜が函著しこ

見られる。内面には縦刀向のナデ間幣が施されている。 788は、 /1;r手で、やや大きい飯蛸血である。体

部外面には、 斜め方「!-iJのナデ閻堅が如祁に見られる。789は、飯鮒面である。口縁部からやや下がった

部分に円孔をあけている。ナデ調整で成形されている。 790は、台形土梱の上邪である。台部の上面は
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丁寧に調整ざれている。外面は、縦方向のヘラケズリ調整が施されている。一部、熱を受けて赤く変

している。79lは、台付鉢である。口緑が、くの字状にほぼ皿角に外反しており、口緑餡部をn即）双させ

て面を形成している。体部外而には、縦方向のヘラケズリ閤戦が凡られる。 脚台部の端部付近には、凹

線が巡る。脚台部の一部を切り欠いているものと考えられる。 792は、？凋杯脚部である。円板充哄が2ヶ

所見られる。793は、同杯脚部である。端部を肥厄させて而を形成している。 ）I却蔀中央には、突常が巡っ

ている。胎土の特徴から、生駒西麗廂と考えられる。794は、把手付鉢の脚部である。把手は欠拍している。

外面には、 縦方向のヘラミガキ閻撒が施されている。 795は、台付鉢の脚部の破片である。 ）脚部の円孔

部分を再加工したものである。 796は、窃杯脚部である。外而には、縦方向のヘラミガキ調整が施され

ている。797は、翡杯脚部である。 脚往部外面には、縦方向のヘラミガキ製整が施されている。脚合部

には、円孔が巡っている。研陪認を肥）l出させて面を形成している。胎土の特徴から、紀伊府とオクえられる。

798は、台付鉢の下部である。体部上平を欠拍している。休部外面の中央部には凹線が巡っている。体

部の底部付近には、横方向O)タタキ目が残る。台部には円孔があけられている。台部の端には凹線が巡

る。外面には煤が付約している。胎七の特微から、紀伊殴と考えられる。 799は、利杯杯部で、底部以

下を欠損している。杯部は深めである。 n紘は内洞しており、 I祈団はやや逆 Iく」 0)字状を旦している。

D縁端部は、 丸くおさめられている。 800は、邸杯杯部で、底部以下を欠狙している。口緑はやや内約

気味である。n緑端部は、丸くおさめられている。外面には、縦方向のヘラケズリ』i'1l軋名が一部見られる。

胎土の特徴から、生駒西閻瓶と考えられる。

図122-801は、罰の上半部である。口緑がやや外J又している。顆部以下の体部外而には、斜め方向

のヘラケズリ調撒が施されている。内而にはナデ潤整が見られる。外面に煤が付汎している。外而の糾

整から紀伊旅の特徴をもっているが、胎土に角IXJ、日が含まれることから、生駒四麓政の可能性もある。

802は、鉢0)上半部である。,-,緑は内柄しており、端部をJIビ}~させて面を形成している。休部外而には、

横方向のヘラケズリ濶挫が施されている。内面にはナデ訓整が見られる。

803は、 甕0)上半部である。口緑端部を上方向につまみあげて面を形成しており、凹線を巡らしてい

る。体部外而には、 ヒ部は横方向、その Fは斜めh向のタタキ澗幣が残る。内而には指即圧痕が見られ

る。外面に煤が付沿している。胎土の特徴から紀伊産と者えられる。804は、商杯杯部の口緑部である。

口縁端部をほぼ町角に下方向に広げている。 1コ緑糾部に左 ドがりの鋸歯文が迎続して付けられている。

口縁上部のり均帯に赤味がかる呉種の粘 I.:を使用している。 805は、甕の口緑部である。口緑部の外）丈は

弱い。端部を肥屈させて面を形成している。胎土の特徴から、生駒西閲産と考えられる。806は、梨0

口縁部である。口緑が、くの字状にほぼ直角に外反しており、口縁饂部を両側に広げて而を形成してい

る。体部外面には縦方向、内而には横方向のハケ調整が見られる。807は、猥の口緑部である。「I緑が、

くの字状にほぼ直角に外反しており、口縁拙部を両側に広げて面を形成している。 808は、猥の I::半部

である。口緑部の外反は弱い。体部外面には、横方向のヘラケズリ調賂が施されている。809は、甕の

口縁部である。口縁が、くの字状にほぼ直角に外反しており、口縁端部を両側に広げて而を形成している。

頸部には押捺突附が巡っている。半故竹笞状のエ具で突常およびその下部に押圧が見られる。一部、外

面に煤が付沼している。 810は、大型の猥の口緑部である。口緑が、くの字状にほぼ直角に外反してお

り、口縁端1113を両側に広げて面を形成している。体部外而に縦方向のハケ調盤が施されているが、横方

向のタタキ目が残っている。 811 • 8 1 2は、炭の口緑部である。いずれも、口縁が、くの字状にほぼ『L

角に外反しておりJゴ縁端部を両側に広げて面を形成している。釦部には押捺突鞘が巡っている。 811は
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半裁竹管状の工兵で突常に押圧が見られる。

なお、大溝3出：1::::1:: 謡の中には、 I図版58-1417・14180)ように、底部に穿孔のあるものも見られる。

いずれも、焼成前穿孔であり、底部の中央に位凶する。1417は、径約1.1cm、1418は、径約0,7cmを測'<,}゚

1417は、内部の状況を示している。

また、検出された大溝3のうち、南東端部にあたるN区両端部では、 Ji1部であるが、まとまって沿物

が出土している。同囲が未濶杏であるため、状況ははっきりしないが、特にこの部分になんらかの施設

が設けられている可湘性はないものと考えられる。訂部でやや大送な破片の遺物が集中して検出された

ため、人為的に並べられた可t胆性も考えたが、完形になるものはなく 、雑多に埋められており、他の部

分での遺物の出土状況と基本的には蛭わらない。 この部分で出七した弥生土根を図1123~125に示す。
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図123-813は、研0)口緑部である。口緑端部をやや肥11/4させて面を形成しており、外面に波状文が

巡る。口縁部内側には、斜め方向の刺突文が施されている。即部の外面には匝線文が巡っている。 814

は、壺の口縁部である。口緑端部を両側に広げており、外而に凹線が巡る。凹線の上には、縦方向のヘ

ラ描き沈線のまとまりが付けられている。口緑部内側には、斜め）罪向の）叫形文が施されている。さらに、

2点 1組の孔があけられている。 815は、皿口壺の口縁部である。口緑は、斜め上方に向かって広がり、

外面には、 口緑饂部からやや下がった位凶に突帯が 1条巡っている。口緑部上端と突常の下には波状文

が巡る。口緑端部を肥厄させており、やや内淀気味である。 816は、『［口血の口緑部である。口縁は、

斜め上方に向かって広がり、外面には、口緑端部からやや下がった位巴に突帯が2条巡っている。「l脩

端部を肥厚させており、やや内洒気味である。「l緑端部外而しこ凹線が巡る。 817は、壺の体部である。

外面の上半は町線文が巡るが、文様帯を 1条のヘラミガキで区岡している。下半は梱方向、底部付近は

縦方向のヘラミガキ調幣が施されている。内面には、縦方向のハケ調整が見られる。底は平坦である。

818は、細顆血の口緑部である。口緑部外面の上部と下部には凹線が巡っている。その問には波状..J..• 

が巡っている。 17緑端部は、やや内湾している。内而には、指碩庄痕が見られる。819は、細顆附0)口

縁部である。"緑部外面の上部には、凹線が巡っている。その ドには、摩滅のためはっきりしないが、

簾状文が巡るも0)と考えられる。「l縁端部は、やや内洲している。 820は、小型の受け「l状17縁hけのロ

縁部である。n緑部外而には、簾状文が巡る。 胎土の特徴から、生駒西麓産と抒えられる。821は、 1r
口壺の口縁部である。口縁は、斜め l:.;5・に向かって広がり、外面には、口緑端部からやや下がった位杓

に突帯が2条巡る。炎mの上には刻目が付けられている。門緑端部をやや内側に肥原させている。822t..,.,

鉢の口縁部である。端部をJI即厄させて面を形成している。体部外面には、麻滅のためはっきりしないが、

直線文か簾状又が巡るものと考えられる"823は、鉢の口緑邪である。刈祉部をfl且后させて而を形成して

いる。外面には、口緑端部からやや下がった位皿に直線文が 1条巡っている。その下には、波状文が巡る。

824は、 受け口状u緑血0)「l緑部である。受け1/部の屈曲は弱いが、 ,_,縁はやや内洲する。日緑部

外面に凹線が巡っている。17緑はやや内涜気味である。頸部外而には、縦方向のハケ閥整が見られる。

825は、受け口状,_,緑叫の「l絃部である。受け「1部の屈曲は強く、/_]縁はやや内洲する。類部には押捺

突帯が巡っている。顆部外面には、縦方向のハケ郡l戦が見られる。 826は、受け口状口縁壺の口緑部で

ある。受け口部の凪曲は強く、口緑はやや内慾する。）恐滅のためはっきりしないが、口緑部外面には波

状文が巡っている。同部には直線文が巡る。 827は、府の口縁部である。口縁は外反しており、頚部は

ほぼ直立する。熱を受けて赤く変色している。胎土の特徴から、生駒西麗産と抒えられる。828は、無

頸壺の上半部である。外面には、口緑端部から直線文と波状文が交百に施されている。附面には指顕），→

痕が見られる。熱を受けて赤く変色している。 829は、無虹圏の「l緑部である。鉢の可熊‘『J;_もある，， 1こl

縁端部の外面には、凹線が巡る。830は、以蛸煕形土根のI噴 I緑部である。口縁はやや内湾する。口緑端

部を肥厚させて面を形成している。831は、鉢の上半部である。口緑はやや外反しており、端部を肥）1/.. 

させて面を形成している。 1-1緑部の外面下鉗，｝には、凹線が巡る。 832は、壺の益と考えられるが、甕の

蓋の可能性もある。 端部を欠祖している。 833は、布孔円板である。土器片を再）~11工したもので、小即

であるが、 紡錘II―iの可能性がある。 834は、右孔円板である。土甜片を再加工したものであるが、穿孔

の途中であり、 n通していない。
図124-835は、台付鉢の脚部である。熱を受けて赤く変色している。 836は、高杯肱1部である。端

部をややつまみあげて面を形成している。外面には、縦方向のヘラミガキf屑敷が施されている。内面に
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は、ヘラケズリ閻幣が兄られる。 837は、芥杯の）脚部である。 端部をややつまみあげて四を形成している。

円孔が連続して付けられている。 内而には、横方向のヘラケズリ胴墜が見られる。 838は、器台の脚台

部である。端部付近には、凹線がめぐる。中央部には、円孔が辿続して付けられている。 839は、以蛸

壺形土器の口緑部である。口緑は内洲しており、口緑端部は而をなしている。 外而には、斜め方向のタ

タキ調整が見られる。内而には、縦方向のハケ罰賂が見られる。 840は、完形に複売するこ とができた

真蛸壺形土器である。 r,緑は内洲しており、口縁端部は面をなしている。 外而には斜め方向0)ナデ制
が施されており、内面には縦方向のハケ間整が見られる。841-844は、真蛸壺形ヒ器の下半部である。

841は、外面に：WI頭圧痕が見られる。内而には、縦方向0)ヘラケズリ閻賂が施されている。熱を受けて

変色しているほか、外面に煤が付沿している。 842は、 外而にヘラ状T』しの調整痕が残っている。内叩

には縦方向のハケ間戦が見られる。843は、熱を受けて赤く変色している。 844は、外而に指頭圧痕が

見られる。内面には縦方向のハケ潤賂が見られる。熱を受けて赤く変色 しているほか、外而に煤が付~[

している。甕0)可能性も岩えられる。

845 ~ 852は、甕の口緑部付近である。いずれも口緑が、くの字状にほぼ直fりに外反しており、「l

縁端部を肥叩させて而を形成している。 845は、外而しこ縦方向のタタキ澗戦が残る。外而に煤が付約し

ている。846は、口縁の外反がやや強い。休部上半部の外而には縦/Ji如りのハケ閥堅が見られる。 847は

胎土の特徴か ら、紀伊産と考えられる。 848は、口縁端部をややつまみあげている。 体部 ,~.半部の外面

には斜め方向のハケ間照が見られる。849は、やや大型晶である。口緑の外反が強く、ほぼ水平になっ

ている。胎土の特徴から、紀伊荊と考えられる。 850は、 n緑端部をややつまみあげている。体部外而

に横方向のタタキ11が残っている。)](J土の特徴から、紀伊『fと考えられる。851は、器墨が煎く、表血

が剥落しているため、潤整は不明である。852は、「l縁端部をややつまみあげている。853は、以蛸壺

形士器の底部である。胎」この特徴から、紀伊政と考えられる。底はややへこんでいる。

図125-854~ 862は、烈0)口絲陥付近である。いずれも口緑が、くの字状にほぼ直角に外反してお

り、口縁端部をfl四印させて而を形成している。 854は、n紐饂部を少しつまみあげている。体部外而には、
縦方向の強いハケ閲幣が兄られる。 外 1前に煤が付沿している。 855は、 l~I緑端部を少しつまみあげてし

る。体部外面には、縦方向の強いハケ間盤が見られる。内而には、斜め方向のハケ潤撒が見られる。 外

面に煤が付粁している。 胎土に角関石を含んでおり、生駒西麗旅の可能性がある。 856は、 IJ緑端部を

少しつまみあげており、刻口が付けられている。体部外而には、縦方向の強いハケ；！胤幣が施されている。

体部中央部にヘラ状エ呉による綾杉文が巡っている。 内而には、斜め方向のハケ泄挫名が見られる。「l倫

部と体部外面に煤が付沿している。胎七に命祖母が多く、角閃石の微粒を含んでいる。 他地域政の可徘

性があり、 施文の特徴などから、源戸内系と堵えられる。 857は、門緑部の外半は弱い。 休部外面には

縦方向のヘラミガキ閥幣が施されている。内而には縦方向のナデ潤整が見られる。858は、門緑端部を

ややつまみあげており、 而を形成している。 859は、大型晶である。口緑饂部を両側に広げて面を形成

しており、 門線を巡らしている。熱を受けて赤く変色している。 860は、 口緑端部を少しつまみあげて

いる。内面には、斜め方向のハケ闇戦が見られる。 861は、口緑端部をややつまみあげており、而を形

成している。胎土の特徴から、紀伊涯と考えられる。 862は、口緑饂部を両側に広げて面を形成している。

体部外面には、斜め方向のヘラケズリ閲斃が施されている。体部外而に煤が付約している。

863 ~ 865は、血の底部である。 863の底部内面には、縦方向のナデ間整が見 られる。 864 • 8650) 

底部外面には、縦方向のナデ調挫が施されている。866,..,868は、 甕の「I縁部である。いずれも口緑が、
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くの字状にほぼ肛角に外反しており、口緑端部を肥煎させて面を形成している。 は、外面に煤が付

羞している。869は、甕の底部である。底はへこんでいる。 870は、甕の下半部である。外而には、縦

方向のヘラミガキ憫整が施されている。 871・872は、底部であるが、殿か血かははっきりしない。 872は

外面に縦方向のナデ闊幣が施されている。

大溝 3 からは、弥生土器のほかにも多くの石器が出土している。そのうち、打製石器を固 1 26•1 27tこ 、

磨製石器を図128...... 132にホ3。

図126-877は、細封の有某式の石鰍である。先端部と茎部を欠糾している。 878は、凸品 I式のそ

鏃である。完形品であり、欠すいや麻滅が見られない。 879は、有茎式の石鏃である。先端部を欠狽して

いる。880は、平品式の石鏃である。一部欠担している。 881は、石鏃の未成品である。先端部を欠t
している。882は、細身の有釜式の石鏃である。坐部を欠：l且している。 側辺部の仕上げがT寧におこな

われており、 細かい鋸歯状を呈している。883は、細身のイ］茎式の石厳を転用した石錐である。上下向

端に使用痕が！忍められる。884は、細且の有坐式の石銑である。先端部を欠拍している。茎部のエッジ

がわずかに摩滅している。885は、有茎式の石鏃である。先端部を欠担している。茎部のエッジがわす

かに摩滅している。 886は、 II類の右錐である。錐部に使用痕が梱められる。 J!tみのある側而に自然面

が残る。887は、 II類の石鉗である。錐部に使用痕がり炸どに認められる。艮軸中央に一部自然而が残る。

図127-888は、イ」棺である。抽部が残存している。左側緑からの剥離を除いて、風化が著しい。

面の一部に自然面を残している。 889は、右柏である。砧部が残存している。 890は、石鏃の未成品と

考えられるが、スクレイパーの可能性もある。 先端部を除いて周縁部が闊い。891は、凹柚式の石鏃で

ある。基端部の一方が欠狽している。小型のもので、重似は 1gにも満たない。 892は、凸抽Il式の石

鏃である。茎部を火祖している。893は、スクレイバーである",tt部に自然面が残っている。両面共に
大剥離面が大きく残る。 894は、細身のイ［坐式の石鏃である。先端邪を欠如している。坐部のエッジが

わずかに摩滅している。 895は、 ll類の石錐である。錐部に使）1」痕が認められる。 896は、 1ll類の石鉗

である。錐部に使m痕が腔められる。頭部のエッジがわずかに限滅している。 897は、石倣の未成品で
ある 。 両面共に中央に大剥雌面が残る。金山照の可能性がある。 898は、凸品 II 式の石厳を転用した~·

錐である。茎部に使）IJ痕がf忍められる。 899は、石槍である。基部が残存している。両側緑と姑底部のエッ

ジが鋭い。900は、石柏である。先錨1部が残存している。 901は、凹晶式の石鏃である。完形品であり

欠損や摩滅が見られない。902は、スクレイパーである。秤部に門然而が残っている。903は、石鏃0)

未成品である。

図 128-904• 905は、緑色片岩製の柱状片刃石斧である。 904は、刃部が欠似しており、破如した下

端部に叩打痕が梱められる。 905は、基郎と刃先が欠拍している。刃先と破担した上端部に叩打痕が認

められる。906は、砂料製の應石である。卵形0)礫を使用しており、）ヤ側面中央に擦った痕跡が見られる。

火を受けている。 907は、｛沙柑製の叩さ石である。棒状の礫を使用しており、一端が折れて欠拍している。

他方の端部の叩打痕はわずかである。両側緑に線条痕がR忍められる。礫節の可能性がある。908は、緑

色片岩製の石庖丁である。内柄刃のタイプで、大きな欠如はない。片刃で、紐擦れ痕が防められる。片

刃の裏面の使用艇は頓料である。函129-909......,9t4は、緑色片岩製の石庖「である。909は、内湾刃

のタイプで、 一部欠拍している。片刃で、両而に呼方向の紐擦れ痕が認められる。奸部に線条打繋痕が

見られる。910は、内洲刈のタイプで、 一部欠：l且している。片刃で、紐擦れ駁が9忍められる。刃面側に

研磨痕が残る。911は、 一邪欠如している。片刃で、刃而側に酋方向の紐擦れ痕がf忍められる。廿部に
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線条打撃痕が見られる。 912は、外泡刃のタイプで、半分以上欠：f且している。片刃で、紐擦れ痕が！忍め

られる。刃部に線条打慇痕が見られる。 913は、外柄刃のタイプで、半分以上欠釦している。両刃である。

全体に火を受けており、表而が減れている。 一部、赤く変色している。 914は、大型品で、秤部の ・部

が残存するのみである。刃部は欠拍している。紐孔が 1ケ所，穿孔途中の小孔が3ヶ所籾められる。図

130-915は、紅簾石片岩製の石庖丁未成品である。一部のみ残存している。片而は自然面が残っており、

他方の面は剥離面である。ガ先は郎滅している。 916は、緑色片岩製の石庖丁である。外湾刃のタイプで、

半分以上欠狽している。片刃である。紐孔は『忍められない。917は、緑色片岩製の石庖丁未成品である。

一部のみ残存している。両而共剥離而である。酋部の一部に打慇痕が残る。 918は、緑色片岩製の石疱

丁である。外納刃のタイプで、半分以上欠担している。両刃である。紐孔は認められない。 919は、緑

色片岩製の石庖丁である。外湾刃のタイプで、 半分程）迂欠担している。使用により、 一部内洲刃となっ

ている。片刃で、紐擦れ痕が梱められる。920は、緑色片店製の石厄丁である。外涛刃のタイプで、半

分以上欠損している。両刃し己近い片刃である。紐孔が大送く、 紐孔間が広いことから、大型晶の転用品

の可能性がある。

図131-921は、ヒン岩製の叩き石である。刃部が折担した仁斧を転用している可能性もある。両側

面と、平而しこ線条打繋痕が見られ

る。 922は、砂岩製の叩き石であ

る。やや細艮い礫を使用して

り、両端部と片面に打撃痕が見ら

れる。923は、砂岩製0)砥石であ
I
¥
¥
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る。台石の11J熊Itもある。表必血

共に平坦で、船条痕と打購痕がわ

ずかに見られる。 924は、砂岩11_11

の叩き心である。細長くl胃平であ

る。両面の中央と下部に、打撃加

が見られる。上端裕りの片而と町

側面に、わずかに細い線条痕が§

る。図132-925は、 砂岩製の仁j

皿である。円板状で、片而がわず

かに邪む。926は、砂岩製の叩き

である。半分以上欠担している。

扁平な礫を仙用しており、周緑と

表而巾央に打撃振が見られる。

面は砥石として使用された可俺性

がある。

。
10cm 

図132 大溝3出土閉製石器(5)
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(3)大溝4

弥生集落の南端部にあたる、 T区とU区で検出された。本来は、W区を起点として、 T区のl剖端部を

通り、 U区を横断して、鯛査区西側で大溝 lに合流するものと考えられる。 W区では、上而の削平がも

しいことから、かろうじて北端滞で痕跡を検出したのみであった。このため、大濶の起点の状況は明ら

かではない。また、 W区では弥生時代の以降や辿物がほとんど検出されておらず、集落の居住域の範ml

もこの部分までは及んでいないと考えられることから、人為的な敷形などはおこなわれていないものと

いえる。

T区の南端部では、下流にあたる西側に向かって底のレベルが急激に下がっており、西端部では落ち

込み状を呈している。閻杏時には大糀｝との梱間がなく、この部分のみ自然流路0)一部を掘り下げて落ち

込み状とし、 そこに上器が集中する」こ怨湘まりとの兄解をしていた。しかし、その後のU区0)澗杏で

調査区を横断し西側に向かう流路を確認したことから、 T区のみでおさまる辿構ではなく、調究区をま

たいで延びる大洲との認職となった。ただし、 U区では流路の確懃はしたものの、罰査の上捏上、完掘

することができず、 トレンチ割杏による上）［り断面の観祟のみで間査を終了している。また、大溝 1との

合流部分と考えられる部分は閥杏区外であり、不明な部分は多い。流路の一部は、 S 区の悼J~llilにかか

ているものと考えられるが、前述したようにトレンチ？凋杏のみであることから、ここでも詳細は不明で

ある。大溝3との1剥係もはっさりしなし・o

このように、全容ははっきりしないものの、 W区を起点として北西方向にほぼまっすぐに向かい、 T

区の南端部を通り、 U区でやや屈曲して西方向へO)びる流路を検出することができた。また、 Tl区の南

西端からU区にかけて、底のレベルが下がっていることから、こO)J'j向に流れがあり、大怜'I1に合流し

ていることがわかる。

検出された規枇は、 W区からU区の確9忍された部分で延以約60mを測る。 111乱は、起点付近のW区で2.5

~ 3.0m 、 T 区で5.o- 10.om、U区では約12mとなり、下流に向かうほど、広くなっている。検出而

からの深さは、W区で約10cm、T区で50-80cm、落ち込み部分ではさらに約70cm下がっており、 U

区では約1.5mを測る。自然流路を利用したものと名えられ、 T区の蕗ち込み部分からU区にかけては、

人為的に掘削や整形がおこなわれたものといえる。この部分で特に辿物が集巾して/::LI上しており、その

上流にあたる部分では、ほとんどみられない。用途は不明であるが、取水のために掘削された可能性が

考えられる。

T区の西端における落ち込み部分での上屈観梨では、 ド屈は灰英褐色粘土屈を主体としており、礫が

多 く含まれている。砂l~iはあまりみられないが、地山が締まった礫屈であることから、自然流路の流れ

によって礫が流されているものといえる。粘上府の堆租が確認できることから、あまり弥い流れはなく、

流れの弱い水たまり状態であったとゼえられる。粘上屈の I:'.には、にぶい黄褐色シルト脳や暗灰此色シ

ルト層などが見られ、いずれも礫と共に多くの迫物が出上している。人為的に埋められた屈と労えられ、

大溝 lや3と同様に廃絶時に一気に埋められた様相を示している（図119)。

特に T区西端部の落ち込み部分で、多くの弥生土梱をはじめとする遺物が出土している。ここでも、

遺物量のわり には、完形になるものが少ない。この部分で出土した弥生土器を図 133 • 134に来す。

図133-927は、ii'1Jのn縁部である。 □緑端部を両側に広げており、外面に凹線が巡る。凹線の上には、
縦方向のヘラ描き沈線のまとまりが付けられている。口縁部内側には、斜め方向の刺突文が施されてい

る。928は、 五？の口緑部である。「l緑端部を 1ウ方向に広げており、府滅のためはっきりしないが、外面

223-



一戸―二《937

20cm 

~.~. ....,;.-:;. —」
図133 大溝4出土土器(1)

-224-



に鋸歯文と考えられる文様が巡る。口緑部内側には、斜め方向の刺突文が施されている。929は、血の

口縁部である。口緑端部をやや肥駆させて面を形成している。 930は、『［口壺の口縁部である。口緑は、

斜め上方に向かって広がり、外而には、口緑端郁からやや下がった位四に突常が 1条巡っている。口紺

部上端と突帯の間には、斜め方向の刺突文が巡る。口緑端部を肥）ワさせており、やや内洲気味である。

突帯の下には、直線文や波状文が見られるが、はっきりしない。931は、台付無剰遥の0緑部である。

口縁端部を肥はさ辻ており、内洲する。口緑部外而には、 3本一組0)樺状浮文が施されている。胎土の

特徴から、 生駒四麓産とガえられる。粘上を2種類使用しており、明褐色のものが休部、賠褐色のもの

が口縁部と棒状浮文である。932は、受け口状に1縁四の口緑部である。受け口部はほぼ町立するが、ロ

縁は肥厚しており、やや内洲する。口綽部には I::端と下端に凹線が巡っており、その間の上半には簾状

文、下半には斜め方向の刺突文が施されている。さらにその上に、棒状浮又のまとまりが付けられている。

933は、高杯杯部である。底部から脚部を欠拍している。口縁端部を内側にやや肥厄させており、外而

には突帯状の莉まりが巡る。外而0)上半には梱方向、下半には絞方向のヘラミガキ澗戦が施されている。

内面には、横方向のヘラ ミガキ訓應名が見られる。外面が黒く、黒色物質を塗布した可俺性も考えられる。

934は、 高杯杯部である。1底部から脚msを欠拍している。門縁端部をやや肥）立さ亡ており、外反気味で
ある。口縁部の上端に 1条、下端に 2条凹線が巡っており、そのIIりに横方向のハケ閥乳名が施されている。

内面には、横方向0)ハケ濶盟が見られる。

935 ~ 939は、糾0) 1-1緑部付近である。いずれも口縁が、くの字状にほぼ直角に外反しており、「l

縁端部を肥厚させて面を形成している。 935は、口緑端部を両側に広げている。936は、やや大型品

で、口縁端部をやや上方向につまみあげている。 937は、やや大型吊で｀「l紐端部を両側に広げている。

938は、やや大型品で、 「l緑端部を両側に広げて而を形成しており、凹線が巡る。体部外而には、梱方

向のタタキ目が残っている。内面には、指頒圧痕が見られる。939は、やや大型品で、 II緑端部を両側

に広げて面を形成しており、凹線が巡る。

図134-940は、同杯脚部であるが、）JW台部は欠狙している。内而には絞り目痕が残る。熱を受けて

赤く変色している。941は、甜杯脚台部である。端rmを上に広げて而を形成している。外面の中央部に
凹線が巡る。内面には、指顕圧痕が見られる。 942は、訂［杯脚部である。脚台部は欠狙している。内而

には絞り 目痕が残る。杯部は、円板充肌法でつくられている。943は、呉蛸珈形土器の底部である。 944t.;,、

飯蛸壺の底部である。上饂の破JW'1闘を一部円加工しており、 二次利川された可能性がある。945は、

蛸壺形土器の底部である。外而には縦ガ向のヘラケズリ間盟が見られる。内而には、ヘラ状工具による

調整痕が残る。946は、以蛸壺形土器の底部である。外而には、指碩圧痕が見られる。947は、以蛸血

形土器の下半部である。全体にナデ馴翡かで仕上げられている。 948は、駁部であるが、殿か附か以蛸i,','

形土器かは、 判別できない。全体にナデ澗撒で仕上げられている。

949~961 は底部であり、甕か四の判別が難しいものである。 952• 961を除いて、すぺて底は平坦

である。950の外而には、縦方向の粗いハケ郡，1戦が施されており、底部付近ではさ らにナデ肌撒が加わっ

ている。951の外而には、指頭圧痕が見られる。 952は、底がへこんでいる。953の内而には、縦方向

のヘラケズリ調賂が兄られる。 954の外面には、縦方向のナデ闊賂が施されている。956は、把手が付

く可能性がある。9570)内面には、縦方向のヘラケズリ判牲名が見られる。外面に熱を受けており、赤く

変色している。959は1互手のもので、外面には縦方向のナデ調撒が施されている。960は、外而に熱を

受けており、 赤く変色していふさらに煤も付府する。 961は、甕の可能性がある。底がへこんでいる。
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胎土の特徴から、紀伊匝と考えられる。

大溝4からは、弥生土器のほかにも多くの石器が出土している。そのうち、打製石器を図135に、歴

製石器を図 1 36 • 137に示す。

図135-962は、 皿類の石錐である。完形品で、両饂の錐部に使用痕が聡められる。 963は、 訂類と

考えられる石錐である。ほぽ完形品で、両端0)錐部に使用振が『忍められる。964は` 布坐式の石鍬である。

茎部を欠損しているが、先端部はほとんど庶滅がない。 965は、凹基式の石徽である。先端部を欠狽し

ている。小型のもので、重mは1gにも満たない。縄文時代の加入品と考えられる。966は、 m類の仁

錐である。 完形品で、使用振はあまり詑められない。967は、スクレイパーである。1ヤ部片側に自然面

が残っている。片而に自然而が大きく残っており、出面には剥離而が大きく見られる。968は、皿類0

石錐である。 錐部の先船を欠祖している。
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図 136-969は、ホルンフ ェルス製の太型蛤刃石斧である。ほぼ完形品であり｀断而は桁円形をー ~,― 

る。刃部に使用振が罷められる。区1137-970會 971は、緑色）蛇岩製の石l醤丁である。 970は、半分以

上欠損している。刃部は、内湾気味である。片刃のもので、片而が剥離している。紐孔は1ケ所確飽で

き、紐擦れの痕跡がn忍められる。971は、半分以上欠担しており、皿刃である。 片刃のもので、紐孔は1ヶ
所確認できる。火を受けて、赤く変色している。972は、黒色片岩製の柱状片刃石斧である。小型品で

あり、片側面の残存部に光沢がある。破拍後に上下両端部がつぶれており、表而が悧らかになっている。

973は、緑色片岩製0)柱状片刃石斧である。ほぼ完形品であり、刃部にわずかな使用痕が9忍められる。

(4) 大溝 1 • 3出土弥生土器の文様

大溝 1・3では、多くの弥生土器が出土しており、そのうち函化できる個体に阪lしては、前述したよ

うにできるだけ多く掲載するように努めた。しかし、図化できない小破片のうちには、特徴的な文様を

もつものもみられるため、その個体をピックアップし、出土土邪の文様を紹介することとする。破片の

みであり、全容のわかるものはないが、出里弥生集蕗では、様々な文様をもつ上器が多くつくられ、使

われていたこ とがわかる。代表的な文様を図版60に示ソ 0

1419は、 舷の口緑部である。口緑端部を下方向に広げており、外面に凹線が巡る。口緑端部の巫下

部分のみであるが、凹線の上しこ縦方向の枠状浮文が付けられている。これは、棒状浮文が単独のもので

あるが、このほかに複数の棒状浮文が1組となって配屈されているも0)もある。

1420は、壺の,-,緑部である。口縁端部を下方向に広げて而を形成しており、口緑部内側に文様を巡

らすものである。ここでは、外側に羽状列点文、内側に扇形文が配されている。口絃端部0)垂下部分は

ほとんど欠損しているが、外面に凹線が一部残作している。 U緑部内側の文様には、斜め方向の刺突文や、

刺突文を2列に配凶して綾杉状を且するもの、波状文などがみられる。ほかには、円形浮文が付けられ

たものや、紐孔があけられているものもある。

1421は、 甕の口絲部付近である。口緑端部に凹線が巡っている。体部上半に｀粗い列点文が斜めに

施されている。施文というよりは、表面拙l戦の一部である可泄性がある。このような文様は、ここでに

あまり見られないものである。

1422は、 壺の剥部付近である。 刺突文が辿続して付けられている。破）ヤのため全容は不明であるが、

このような施文は、ここではあまり兄られない。古仙'I地方で兄られるような、イ本部に刺突文が辿続する

ものに類似している。胎土しこ微角1刈石を含んでおり、生駒西麓旅と考えられる。

1423は、 やや大製の四の類部である。巫鉗俯に太めの突常を巡らしており、その上に刻目が辿続して

付けられている。刻目は、縦方向のヘラ描送沈線で施文されている。幅がやや広く、 I祈面が角張ってし

る突帯は、こ こではあまり見られないものである。

1424は、 壺の頻部である。剥部に巽種の粘土tこよる押捺炎術を巡らしており、指囮押圧は2段である。

壺の頸部に押捺突糾を巡らすものは、ここでは珍しくなく、 他にも見られる。共種の粘土による押捺突

帯も見ることができ、装飾性を研している。

1425は、 壺の口緑部から体部にかけての部分である。体部に櫛描文の『［線文と波状文が交互に巡る。

体部に櫛描文の直線文や波状文が巡るものは、ここでは一般的である。

1426は、 壺の）甜1r5である。上から順に、斜め方向の列点文、簾状文、斜め方向の列点文が巡っており、

簾状文と列点文の袋界部分に、竹行文を付した円形呼文が辿続して記されている。簾状文の間隔は非常

に細かい。櫛描文が複合している文様は見られるが、このパターンの文様は、ここではあまり兄られな
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いものである。

1427は、 四の体部である。 上から順に、波状文、円形浮文、直線文が巡っている。円形瑶文は、

に口縁部付近に付けられているものが多く、体部に付けられているものは少なし。

1428は、 狐の体部である。上から順に、簾状文、町線文、斜格子文が巡っている。簾状文は弱い印

象を受け、直線文0)ように見える。斜格子文は、 3本の櫛状の施文厭体を使用しており、左下がりの忙l

線が描かれた後に、右下がりの直線が描かれている。

1429は、 壷0)体部である。上から順に、複数0)簾状文、周形文、 直線文、逆向き扇形文が巡っている。

簾状文はあま りはっきりしておらず、弱い印象を受けるため、「丘線文のように見える。簾状文に関しては、

強弱がはっきりしており、弱いものは直線文のように見えるが、 ここではこのような文様はよく見られ

る。扇形文を逆向きに配しているが、ここではあ京り旦られない文様形態である。

1430は、 壺の灼部からイ本部にかけての部分である。 1本の肛線が横方向に描かれており、その下に

斜め方向の直線が配されており、斜格子を形成している。斜格子文はヘラ描きで施又されており、櫛状

の施文原体を使用しているものとはり'4なっている。ただし、破片0)ため令容をつかむことができないた

め、斜格子文であるかどうかは叙妙なところである。不規則な部分もあるため、題材は1姐月であるが

絵画文と考えることもできる。施文原体の太さなどに辿いが見られるため、 他の斜格チ文とは様相が汎

なっている。こ こではあまり見られない文様）杉慇である。

1431は、 血の休部である。直線文の閻しこ斜格チ文が配されている。斜格子文は、 5本の櫛状0)施又

原体を使用しており、 1そ下がりの直線が描かれた後に、右下がりの直線が描かれている。胎上に微角閃

石を含んでおり、生駒西麓産と芳えられる。

1432は、 血の体部である。上から順に、『I線文、波状文、直線文、斜格チ文、波状文が巡っている。

斜格子文は、 3本の櫛状の施文）以体を使用しており、今衷でとは逆に、右ドがりの直線が描かれた後に、

左下がりの直線が描かれている。 ドの波状文は、斜格了文の前に施文されており、 fr(複している。

1433は、 j1'i1の体部である。上から順に、絵圃文と抒えられる文様、簾状文、斜格了文が巡っている。

絵画文と考えられる文様は、 上部を欠祖しているため、全容がはっきりしないが、右下がりの鋸紺文0)

可能性がある。ただし、左側の文様は右下がりではないため、別の認匠の絵圃文と-JJえることもできる。

連続する鋸歯文は、 他にも見られるが、播／心地方を中心(;:分布する文様であり、なんらかの彩孵を受け

ているものと，，gえられる。ここでの簾状又は、しつかりと施文されている。斜格子文はヘラ描きで施文

されており、櫛状の施文）瓜体を使用しているものとは異なっている。右下がりの直線が招iかれた後に

左下がりの直線が描かれている。

1434は、 匝の体部である。簾状文O) I、削しこ、斜格子文が配されている。 蹄状文の間隔は、比較[I'~細かい。

斜格子文は、ヘラ描きで施文されている。左下がりの直線が描かれた後に、右下がりの直線が描かれて

いる。
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(5) 大溝 1• 3出土絵両土器

大溝 1・3では、多くの弥生土器が出土しており、前述のように様々な文様をもつ七器片が多く出土

している。これらの土器が所試する第1V様式は、弥生時代では土器に最も多く文様が付けられる時期で

あり、大溝 1、30)出土土器もこの飢向を示している。この中で、一般的な施文の他に絵画が猫かれて

いる土器片も、全体試からするとわずかであるが、出土している。

大溝 lでは、全体i,れでは出土土器の大部分を占めているが、線刻による絵両土器が 1点のみ、みつかっ

ている（図138-974、カラー閻版3、図版61)。Iく区南半部の大溝 1怜j半の中屈から、多くの土盤と

共に出土したものである。口緑部のみであり、ほかに接合する七湘片がみつかっていないため、 全体形

状ははっきり しない。破片の接合により、 2つのまとまりとなり、さらにL1緑部で接合するため、 1個

体分である。ただし、点での接合であり、両者の間に欠祖部分があるため、絵1rl1j全体の複元はできない。

現在のところ、水追形t器あるいは台付礎0)口緑部を想定しているが、ほかの淵稲の可能性も1Jえられ
る。従来の絵画 K甘8に比べると、このような形状の器形ではあまり類例がなく、しかも顆i't!S外而に描か

れている例も非常に少ないといえる。男里辿跡III土土弱O)中では、焼成や汲而の保布状限が1込く 、晟も

良好なもののひとつである。表面に朱などを塗った形跡はみられないが、やや赤味がかっており、いわ

ゆる化粧土を表面に塗布しているものと考えられる。一見、やや白っぼい在地の 1こ器とは異なった印象

を与える。ただし、破断而を見ると、 胎土は在地のものに類似することから、任地の I::器である可能性

もある 。 外見だけでは商地は確定できないが、化粧土に l~I し て も非僻に粕選されたものであり 、砂粒が

ほとんど認められないほど、 きめ細かいものである。全体につくりが丁寧であり、表面の保仔状態が艮

好であるため、細かい線刻まで確認することができる。

線刻は、 非常に鋭利な工呉によって描かれており、紛刻の111闊は約0.2mm祝はである。「I緑端部外面に

鋸歯文がめぐっており、その下に闘床倉皿と考えられる掘立柱建物が少なくとも 3棟確認できる。現在

のとこ ろ、建物以外の意匠は確認されていない。鋸紺文は、口緑端部から1,0~ 1,6cmの1I屈の間に辿紛
して描かれており、Ji厄界には圏線が 1本巡っている。下向きであり、内部には格子状に線が描かれている。

格子の間隔はあま り堅然としておらず、守間隔ではない。さらに、先端部はあまり揃っておらず、圏船

を突き抜けているものもある。鋸歯又はやや雑な描き方といえるほど、贈線のつなぎ目がずれていたり

曲がったりしている。施文巳↓はIiaーと考えられるが、明らかに同一の人による線亥I」とはいえないほど
技術的な差がit忍められる。

鋸歯文が施文されるよ悩は、特に西播庖地域を「卜心として分布しているものであることから、この地

域の影響を受けているものと培えられる。鋸歯文の方向は、上向きのものがほとんどであり、下向きの

ものは少数である。大r.翡からは、他の器種で鋸歯又が施文されている」：：然が若下みつかっているが、 す

べて上向きのものである。また、内部の平行線の方向は、左下がりのものが右ドがりのものに比べて}-•­

倒的に多く、 両者を混ぜるものは、さらに少ない。このことから、鋸歯文に1閾しては、類例の少ないも

のであり、 一般的なものではないと考えられる。

一方、鋸歯文のやや雑な描き方とは対象的に、建物はかなり丁寧に描かれている。描画）前に器面が一

寧に整形されており、粗い砂粒などはみられない。線刻の111屈には、ほとんど泣がないことから、施文

具は同様のものを使用していると考えられる。 『I線で表現されている部分は、 曲がっておらず、つなぎ

目もしっかり しており、 突き抜けているものはほとんど兄られない。定却のような工具を使用したか、

非常に鋭利なヘラ状工具の総で線亥l」したものと考えられる。ただし、線刻の1p乱が非期に細いこ とから、
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図138 大溝1出土絵圃土器
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0 (S■l : 2) 5Cl!l 

図139 大溝1、3出土絵回土器

通常使用されているじ具とは只なる、特殊な施文工具が使われた可fl註性がある。イ史用例は確認できない

が、サヌカイト剥片などの鋭利な工具の可能性も考えられる。

左側の破片の左半惰rsc建物 a) に 1~県、右側の破片の中火部（建物b)と右鉗，lf11S(建物C)に各 l柚

計3棟の掘立柱建物が配凶されている。辿物の/.:'d根はすべて寄棟である。いずれも、 3本の柱と）ヽ討根、

屋根に取り付く装飾が付いていることなど、特徴は似ており、同じような俎物が複数存住していたこと

を表している。ただし、建物bと建物 Cでは、建物の大きさが汎なっており、大小の表親か迫近の表恥

を示している可能性がある。

屋根の表現に1甚Iしては、 一般的に見られる斜格子ではないことが特徴的である。また、足根の中心線

に沿って左右に斜線が描き分けられているほか、柑根の装飾は共通している。ただし、母根の表恥tこし

微妙に異なる点がみられる。建物aの足根には、縦方向0)性か諜の表現以外に三角形を表現した線刻が

認められるのに対し、辿物 bには、 中央部をまっすぐに樅切る表親がみられる。この表現に1謁してtが

外見を示しているものか、建物内部の様子を描いている可fl胚性がある。外兄であれば、屋根を虹いてい

る縦方向の萱か邸を、 ヒからロープ状のもので1叩さえている状況を表硯しているものといえる。 一方、

建物内部の様子とずれば、 1祖根を支える内部を表硯したものと考えられ、）吋根の中心線が内部の柱とも

いえる。なお、建物aの二角形の船刻は、凩根の右下端でそろっているのに対し、左端は兄根の端まで

及んでおらず、途中で完結している。ただ、上の1頁点も含めて三角形の角は、）吋根0)外郭線を突き抜け

ておらず、建物 a の屋根に l¾lわるものである こ とは確かである 。

柱は、すべて2本線で表恥されており、中央の柱はやや太めに描かれている。柱は、 ）M根と別に描か

れており、建物aや、建物cでは、屋根0)縦方向の線刻と柱の線刻が突き抜けることなく、ずれている。

建物bでは、 屋根の縦方向の線刻と柱の線刻がつながっているが、屋根と柱の焼界部分で、｛叫斜が変わ

ており、明らかに区別して柏'iいていることがわかる。はしこ‘などの表現はみられなし ・o

また、建物aと建物bの削の生白部分にも、建物のI箪が艮を表現したと考えられる船刻が確懃できるが、
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形状ははっきりしない。建物の屋根の表親とすると、 3棟の掘立柱建物より規校が大きいものであり、

まったく構造が呉なるものといえる。この部分に関しては、線刻がはっきりしないことから、未完成の

ものか、描いた後に擦り消したものということができる。建物aと一部重複している。多くの建物を出

現しようと した司俺性があり、建物が重複して見える状況を示そうとした怠盟がうかがわれる。

建物 aは、 ほぼ全容がわかるもので、右側の屋根の装飾が一1'115欠担するのみである。各地で建物を描

いた絵画土器の例は多いが、ほとんどが大半を欠拍したものであり、推定似元されたものである。今回

の例は、数少ない辿物よ取の全容がわかるもので、以正なものといえる。

残念ながら、この絵而土器の意IL'i.:部分は完形ではないため、絵画全体の表説を知ることはできない。

ただ、検出部分から0)想定で、この間隔で述物が陀凪されているとすれば、全体で約6棟の辿物が描か

れているこ とになるものと老えられる。検出されている建物は、いずれも念）収と考えられ、いわゆる酋

長の居館とはいえない。未検出部分に別の建物が描かれており、集蕗0)巾心｝祁分を及している可能性も

あるが、従来の建物が描かれた絵画」こ器の中にもそのような例はみつかっていないため、現在のところ

不明である。

これが、 男里の集落を表現していたのかどうかは、はっきりしない。また、男里集蕗0)11-1でこのよっ

な建物群が存任していたのかどうかも確定できないが、ピッ トが多く検出されており、 I¥竪穴住居と立地

が異なっている部分も見られることから、可熊性はあるものといえる。鋸紺文などの文様の特徴から、

他地域から来た土器ということもできる。泉瑚地域でも、弥生巾期末の絵幽 I:料が1—I I土したことは、ヤ1;

目に値することといえよう。

このほかしこ、大溝3では、絵両土甘村として、 3個体分4点の I囁伸片がみつかっている。いずれも鋸紺

文の一部と考えられ、厳密にJうと、絵画文とは沢なるものということができる。線刻しよ鋭利な:r旦

によって描かれているが、大溝 l 出±のものと汎なり、線亥ljの 11 11~しまl1nm程｝迂である。

図138-975は、直按按合しないが、同個体と抒えられるものである。府の口縁部で、 ii7部に L向

きの鋸歯文状の文様が付けられている。辿続するものかどうかは不明である。ただ、小型の破）知の文様

は、内部の平行線の方向が右下がりなのに対し、大型の破片の文も羽は、 □似しているように見えること
から、単純な鋸仙文が巡る文様ではない可能性がある。 976は、直口面の口緑部で、「l緑部内面に上向

きの鋸歯文状の文様が付けられている。辿続するものかどうかは不明である。内部の平行船0)方向は`

左下がりである。外而には凹線が巡っている。 977は` 『［「Ifillの口紘部と抒えられるが、鉢0)可能性も

ある。つく りを見ると、間杯脚台部の端部に似るが、端部を肥肛させて而を形成しており、この而しこ凹

線が巡るこ とから、口縁部と陀識している。 外而に下向きの鋸歯文状の文様が辿続して付けられている。

内部の平行線の方向は、右ドがりである。
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3. 墓域

男里弥生集落の居住域は、 前述のように中央南区に広がっているが、 L区と T区のfl:¥]と、やや離れた

南区のX区からY区にかけての間益区西側に邸域をもつ。ここでは、 L区と T区の間の部分を北溢域、

南区の部分を南猛城と呼ぶこととする。今回の間杏で明らかとなった部分は、弥生集落のうち西端部分

と考えられる。南北方向にトレンチをいれたかたちとなったため、居住域の規枇は、南北約200mと推

定することができた。これに南溢域を含めると、集落全体の規板は、TM:lt約350mとなる。説在のところ、

調査区の東側や西側では調五がほとんどおこなわれていないため、集落の政両方向の分布状況は不明で

ある。

(1)北墓域

弥生集落の居住域と誼複する部分であるが、 L区と＇［区の間にあたる市近部分で、土坑磁がまとまっ

て検出されている。今同の製杏I)什始以前の昭和58(1983)年に、大阪府教吉委旦会が追路ド水管敷設よ

事に伴う調査をおこない、検Illされたものである g それによると、弥生中期の木棺町拌の土坑溢が、約

150団の調査区の中から

今回の調査では、この間査IX:に隣接する L区やM区、 T区で、上坑砧と断定できるものは検出されて

おらず、墓域のひるがりを明確しこすることはできなかった。土坑260005や上坑260030などのように｀

土坑墓に似た形状をしたものも見られるが、土坑磁とは断定できなかった。ただし、上坑920439の

うな土器棺が検出されており、溢がつくられていたことがり］らかとなった。このため、あまり規板は広

くないものの、この部分が蛤域として使われていた時期があったということができる。

全容がはっきりしないため、蛤域の性格は不明であるが、土坑茄や土器柏話を主体としていることか

ら、規模は小さいものといえる。狭い範囲で営まれている盗域であり、数も少ないことから、存続時期

もあまり長く はなかったものと考えられる。狭い範曲といえども、居住域の中であり、 1翌穴住居やピッ

ト群が密集する部分にあたるため、両者が並作することは考えにくい。また、重複1剥係がはつきりしな

いため、墓と 0)新l日を判断することはできないが、集落の最盛期しこは溢域としては利用されていなかっ

たものと推定される。 Ill土辿物0)詳細な検討をおこなっていないため、詳しい分析はできていない力、

土坑墓の時期は、集落よりやや先行するとされている。このため、弥生集落の初期段階しこ常まれた諮

と考えることがで送る。居住域に近い場所に砧城を股定していたものが、その後の集落の発展に伴し、

規模も大きく なったことから、硲域を新たな場所（南硲域）に移したことも考えられる。

＼ 

□ 大阪府艘官蟄日会 (83年虞）関査1也
。

(S=1 :3000) 200m 

図140 弥生時代函域分布図
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(2)南墓域

弥生集落の居住域から、南東へ約300m離れた地点のY区とX区西端部で、 方形屈料昆；12基が検出さ

れている。男旦辿跡では、はじめてみつかったものである。また、複数の方形周洲拓tが検出されている

遺跡は、泉南地域では、泉佐野rl-j三Iii花屋Jt跡しかなく、以重な成呆という ことができる。

全体に、 近世以降の大規校な削平を受けており、 上部は失われていることから、 周溝を確胞したのみ

で、主体部などは検出されていない。 Y区で検Illされた方形周溝給を）5形周溝磁 l、X区西端部のもの

を方形周溝猛2と呼称する こととする。これ以外は、閻査区内で）打形周溝硲はみつかっていない。閻杏

の途中段階において、居住域の北側で方形周杓'J磁の周溝に類似する溝が検出されたが、出上追物の検討

などにより、弥生u;り代の追構とは考えにくくなった。南始域は、方形問溝磁群を主体とするぶ域と抒え

られるが、大部分は間査区西側に広がることから、全容はつかむことができず、溢城の規棋も不明である。

居住域と墓域の間には、追梢の検出されない部分があり、直挽は接していないといえる。

方形周溝塁1(固142、143、図服19、62)

南区の中央部にあたり、地下横断近の辿人nとして本線からのびるY区のほぼ中央で検111された。 Y
区は狭い調杏区であり、長さ約50m、輻約15mの規校である。単独で検出されており、1加］査区内で明

確に隣接する方形周溝磁はみつかっていない。大規校なl'JIJ平をうけているほか、 叶1世前期にこの部分で

集落が営まれていたことから、この11;'f期に幣地がおこなわれており、 日．部は失われている。 周溝付近が

かろうじて残存しているのみである。

東側の約半分が検出されており、さらに調杏区の両側に広がる。規板は、硯状で一辺約12rn、周溝0

幅 1~2m、深さ30~ 60cr11で、盛 1てはほとんどi'JIJ平されている。周tiりの浬土は3屈に分けられ、 ヒ忙i

は、黒褐色シルトが主体で、粗砂や粘上、礫を含む。中屈は、にぶい凶褐色シルト｀ ド屈は褐色シル ト

が主体であ り、いずれも礫を含む。 南東l~J,\に近い周溝内か ら、ほぼ完形の把手付四と別が、 斜面部分で
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口縁部を下しこした状態で検出された。惑土の上に皿かれていた供献士器が、屈溝に転げ落ちたような様

相を呈している。さらに北西隅でも備が検出されているが、前の2点の土器とはやや様相が具なってお

り、周溝の際付近に位岡している。 周溝内からは他に追物は出土しておらず、弥生時代中期の追物包—己

層も認められなかった。周溝は、ちょうど閻査l区内で巡っているが、方形の角の部分が閻杏区の東横部

分に接してお り、この部分で土器が検出されている。 )~•'i序の観察から、さらに新たな方形周洲ぷIが、隣

接して調査区の末側に存在する可ti胚性もある。

図化できた上盤は、上で述べた 3点である。図143-978は、周溝の北西隈でみつかったもので、辿

である。やや頻部が広い。口縁部は大きく外反ずる。口緑端部をやや肥厄させて面を形成している。即

部には、 2 ~3 条0)簾状文が巡っている。体部の外而は、歴耗が著しく、調整や文様はあまり見えないが、

最大径付近には、波状文が巡っているのがわかる。さらに下准部には、斜め方向のヘラミガキ闊悩が施

されている。外而に橙色の化粧七を縛く 喰布しており、全体に赤っぽい印象を与えている。 979は、南

東隅に近い周溝内から出土したもので、把手付茄1である。訂部に把手が抑入法で付けられている。「IK:

部は大きく外反する。 i.J縁端部をやや肥厄さ辻て而を形成している。休部の外而は、 ）丹耗が昇しく、郡l

整や文様はあまり見えないが、顕部に簾状文に似たハケ濶盟が施されている。｛本部外而には、縦/j回の

ハケ調整が見られる。 休部下半の底陥に近いとこるに、焼成後の穿孔が兄られる。外而に橙已の化粧土

を薄く塗布しており、全体に赤っぽいffJ致を与えている。 980は、 979と共に出土したもので、殿である。

口縁は、く の字状にほぼ胴角に外反する。口緑端部をやや肥印させて而を形成している。休部0)外而は、

磨耗が著しく、調幣や文様はあまり見えないが、休部 k半に斜め方向のタタキ目が見られる。下半の版

部付近には縦方向0)へラケズリ晶l戦が施されている。ほぼ完形に位元でさたものであるが、火如した部

分も多いことから、底部付近0)穿孔は確認でさなかった。

方形周溝塁2 (図142、144、図版19、62)

南区の中央部にあたり、本線からのびる Y区の分岐点から、やや北側のX区西端部で検IIIされた。叫

査区の端部で周渦0)一部を検11一1したもので、当初は猜！とゼえられていたものである。その後、方形周溝

墓 lが確認されたため、再検討した結果、ガ形周溝姑の）刈溝と抒えるに平った。ここでも、大規板な削

平をうけており、 J.:邪は失われている。地111まで及ぶ削平のため、迫物包含｝凶もほとんど失われている

状況で、周溝付近がかろうじて残#しているのみである。

北東側の周溝部分を検出したのみで、大部分は澗査区外の四側に広がる。規横は、祝状で一辺約7m

周溝の幅約 lm、深さ約20cmで、盛上は削平されている。 ）,'11rWは底部付近のみ残存しており、埋上は

黒褐色粘土が主体で、粗砂や礫を含む。 検出された溝の規板は小さいものの、方形}~/]溝溢 1 の周溝とほ

ぼ同じ方向である。 ）i!1Jr1府内か ら、ほぽ完形の台付水追形土器や焼成後0)穿孔をもつ把手付戒などが1—I I土

している。これらのことから、全容ははっき りしないものの、方形周溝硲のI凋泄と判断した。

図化できた土湘は 3 点である。区1 1 44 -98 1 は台付水辺）杉上器で、ほぽ定形晶である。 W/ 1J~からIll

したものであるが、他の図化できた土器と共に検出されており、特徴的な出土状況ではなかった。Ill

地点に供献されたものかどうかははつき りしないが、破）ヤ0)扱合によりほぼ完形品に復元できたほ力、

磨耗も少ないことから、あまり原位区からは動いていないものと考えられる。n緑部の袂りは、施文後

にヘラ状のエ具で弧状に切り取っている。「l緑端部には、凹線が巡っており、そのすぐ下の外而には 1

条の斜め方向の刺突文が辿続して巡る。その下の口緑部下半から体部上半までは、簾状文が平行して巡っ

ている。その下の体部城大径部分には、 1条の斜め方向の刺突文が辿続して巡る。簾状文や刺突文は
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非常に細かく 、丁常に施文されており、 弥生集落で出土した多くの土柑の施文0)なかでも秀逸の出

来である。体部下半には、縦方向の細かいヘラミガキ調整が施されており、その後、体部M大径部分に

横方向のヘラミガキ『屑堅が見られる。製作時において、上下のパーツのつなぎ部分の表而制整を丁寧に

おこなったものと考えられる。体部下半の内而には、斜め）げ向のハケ閻整が見られる。 JiMISには、施文

後に把手が付けられている。脚柱部から脚台部にかけては、外面に文様は兄られない。脚台部の端部は

肥厚させており、面をなしている。而の上には、凹線が2条巡る。体部と脚柱部のつなぎ部分と脚柱部

と脚台部のつなぎ部分には、円板充坦がなされている。また、外面の施文後に橙色の化粧tを聞く塗布
しており、 全体に赤っぼい印象を与えている。胎土分析などはおこなっていないため、現状でははっ

りしないが、 在地の土器とはまった＜印象が巡っており、他地域からの搬入品の可熊性がある。ただし、

あえて化粧士を施すことによって、任地ヒ器の白っぽい部分を［隠していることも考えられるため、在地

土器でありながら、非営に丁睾なつくりをしたものということもできる。

『
図143 方形周溝茄1出土土器
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982は、把手付迎である。口緑部は大きく 外反する。口縁端部をやや肥印させて而を形成している。

頸部から体部上半にかけての外面には、縦方向のハケ1胤整が見られる。口部には、間盛後に把手が付け

られた痕跡が残る。 体部下半の外而には、 ヒ半からのハケ間賂の 日から斜め方向のヘラケズリ馴班が施

されている。さらに底部付近には、縦方向の細かいヘラ ミガキ訓整が見られる。体部下半に、 焼成後に

あけられたものと考えられる穿孔が見られる。 体部の内而は、）科耗が著しく、 刷盛は見えない。 外而しこ

橙色の化粧士を煎＜涼布しており、全体に赤っぽい印娘を与えている。 983は、細釦血の口緑部である。

体部以下は、 検出されていない。「l縁部外而の上半とド端には1川線が、 その間には簾状文が2条巡る。

口縁端部は、 やや内洞している。
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4. 周辺部および包含庖出土辿物

男里弥生集落の居住域 ・大滞 ・i,¥域に1褐しては、前述のように、中央南区から南区にかけて広がって

おり、遺構や辿物もほとんどこの区域で検出されている。この区域以外では、弥生時代の追物包含）tりは

検出されていない。刷牡区の北方向に向かうにつれて、）且物坦含）団がやや艮好に残存している蹄分が

いが、この部分でも弥生時代の辿物包含屈はみつかっていない。辿物の出七団も極端に減っている。

調査の過程で、弥生集落の範1俎外において、 掘削「ドに突然、 1個体分の弥生 I:器が出七することがあっ

た。当初は、検出もれの弥生時代の追構を掘り当てたものと考えていたが、周囲の状況や埋±の観察を

おこなった紐果、弥生時代の追椛とはいえないことが判明した。平面形は確定しにくいものが多く、埋

士も弥生時代の包含府のものとは異なっている。また、分布状況には規則性がなく、弥生時代の追構の

検出もれとはいえない状況であった。出 1=-.七器は完形に近いものが多く、爪独で検出されている。あま

り多種の土器が加任しているものは少ない。

これらについては、辺棉にはならず、検出場所が上而のものが多いことから、後世に弥生土悶を訂廿

納したものと¥;,'えた 。 特に、新しい時期の辿物が共伴することはないため、確定はできないが、検出~­

や埋土の状況などを兄ると、叶1世か近世頃に両び埋められた様相を基している。1糾象0)域を出ないが

耕作地の整地などの際に、 イ/Jj然掘り出した弥lj:;_I.:: 料を、耕作でイ史わない場所などに皿め仄したものと考

えることができる。従って、ここでは、 このようなかたちで出 1-:した土狼を、後柑の辿物包含li""iから出

土する混入品と11iJ様のものとして扱うこととする。

また、これ以外でも、弥生集落O)範囲内で、辿物包含）f'1から山 1丑．した辿物も多く見られる。辿構Ill... 

のものは、ほぼ前述したが、辿構に所）／」訊まず、包含）¥'りから出 I::した辿物に関しては、ここで扱うことと

する。さらに、大怜'Ilの調査では、 すftiH'IIJ当初に、上）凶の辿物包含）団と大溝埋上の区別がつかなかったこ

ともあり、包含府扱いで収り上げた辿物も多い＂図化できるものを屯休として、取り上げた。

(1)北区・中央北区出上土器

ここでは、 J-ji.純に出ヒ地Jはごとにまとめて報告することとする。北区では、辿物はほとんど出土して

いないのに対し、中火北区では、出J::地点はほぽ全区に点在している。弥宅時代の）且朴りも、店住城の北

側にあたる、 C区南西端部で大溝 lの一部が検出されているのみで、ほとんどみつかっていない。

図145-984は、 F区南端部から出上したもので、後祖に地め戻されている。大型0)屈であるが、体

部下半に欠損部分があり、図日比元したものである。 推定で閻さ56.85cmを測り、今回の潤査では、磁

も背の高い遺物である。破片は大きいが、外而はあまり府耗を受けておらず、残存状況は比較的良好で

ある 。 ただし、内而は剥離が~x- しい こ とから、馴堅などは不明である 。 口緑端部を下ガ向に広げており、

外面に波状文が巡る。口緑部内側には、 2条の文様術が見られ、外側に）弱形文、内側に斜め）］向の刺突

文が施されている。口絃部外面の中央には、町線文と波状文が交互しこ巡っている。団＇．惰「IO)付け根付近に

は、突帯が 4 条巡っ ている 。 さらに体部外面の ,~.半には、 II縁部外而の文様岱と同様の直線文と波状文

が交互に巡っている。底部付近の外而は、縦方向のヘラケズリ閻盟が施されている。985は、 北区0

区南半部の遺物包含屈から出土しており、後世に迎め戻されたものではないが、混入品である。人型の

壺であるが、 休部ド平を欠担している。罰邪が細く、体部がかなり張った形状である。「l緑端部を下）J

向に広げており、外而に凹線が巡る。表而の残存状況はあまりよくなく、調整などははっきりしない力、

内外面共に、 縦ガ両のハケ調整が見られる。 986は、 F区南半部から出上したもので、後世の辿栂か

検出された混入品である。細附紐位で、 1-1緑部と体部下半を欠如している。頸部が細く、休部がかなり張
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た形状である。顆部は、町立気味で外面に凹線が巡っている。口部から｛本部上半の外面には、簾状文が

4条巡っており、その下の最大径付近に波状文が 1条配されている。その下には、簾状文と波状文が交

互に巡る。内而には、 オ竹顕庄痕が見られる。 987は、 E区北半郊の辿物包含府から出土しており、後世

に埋め戻されたものではないが、加入品である。哀蛸描形土器で、閑上1如元できたものである。表而の

残存状況はあまりよくなく、閤整などははっきりしない。口縁端部は肥原させており、やや内湾してい

｀
 

苓
ミ

¥ ヽヽ‘ ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ

‘,
 

ー
i／ー9
ノーー
I/，
I
 
,
I
 
‘’/ 
,
I
 

/、
I,
1
 

,

I

 

9

I

 

9

I

 
，
 
，
 

＼
 

凰
｀ヽ

馴

゜
20cm 

図145

-24.2-



る。口縁部外面には、ヘラ描き沈線が 1条巡る。底部付近の外面には、縦方向0)ナデ調整が施されている。

988・989は、 E区北半部の追物邑含屈から出土したものであるが、加入品である。 988は、高杯脚部

である。脚柱部の上端と下端に擬凹線が巡っている。 脚台部には、ヘラ描き四線を放射状に配しており

2間隔毎に円孔があけられている。端部は肥原させており、而をなしている。内而には、絞り目が見ら

れる。989は、 高杯脚部である。杯部のつなぎ部分には、円板充坦がなされている。外而には、縦方向

のヘラミガキ即整が施されている。脚柱部内面には、絞り目が見られる。II却白部内而は、横方向のヘラ

ケズリ調整が施されている。 饂郎は肥厚させており、面をなしている。

図146-990は、 G区而端部から出土したもので、後世に再埋納された混入品である。細顆出

であるが、 底部を欠担している。口緑端綿は、やや内柄している。口緑部外而の上半には凹線

＾ ＼゚ 

疇
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図146 中央北区出土弥生土器 (2)
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が、下半から頸部にかけては直線文が巡る。体部表而の残存状況はあまりよくなく、閻整などははっ

りしない。体部下半には、縦方向のヘラミガキ閻整が見られる。991は、 G区南端部から出土したもので、

後世に再埋納された混入品である。罰であるが、体部のみ残存している。イ本部外而の上半には、 直線

が3条、波状文が1条巡っている。下半には、縦方向のヘラミガキ閻戦が見られ、その後、最大径付近で横

方向のヘラミガキ胴整が施されている。底部付近に穿孔があけられている。内而には、縦方向のハケ閻整カ

見られる。992は、 E区南半部から出土したもので、後世の辿柚から検出された混入品である。四のロ

縁部から頸部である。口紐端部を肥犀させており、面をなしている。日縁端部外面に凹線が巡るほか、

頸部にも凹線が巡っている。口絃部内面には、 2点一組の紐孔があけられている。993.....,995は、E

区南端部から出上したもので、後世の追構から検出された沿入品である。993は、やや大型の甕の ，一

部である。口緑が、くの字状にほぼ町角に外反する。口緑饂部がやや上方につまみあげられている。体部

外面の上半には、ハケ製整が見られる。桁色0)化粧土が表而に塗布されている。994は、以蛸嵌形土器の

底部である。内而にヘラ状工具の間撒瞑が残る。 995は、以蛸血）［多土器0)底部と抒えられる。内而には

指頭圧痕が見られる。

図147-996は、 Elざ．南半部の迫物包含l位から出土したものであるが、 l1心入吊である。壺であるが、底

部を欠損している。やや即部が広く、口緑部は大送く外反する。口縁端部をやや肥!.bi£させて而を形成し

ている。口緑l'Hi外而には、『I線文が2条巡っており｀頻部には波状文が見られる。lfi部外面には、直線

文が3条巡っており、その下に波状又が見られる。 波状文0)下には、柚方向のハケ間盟が施されている。

内面は、 全而にわたって札!~方向 0)ハケ閥幣が見られる。 997 · 998 は、 C 区 1点J'I""部の追物包含i1'•' i か ら検

出されたものであるが、大樅I1のIll土晶の可能性がある。997は、五':!で、元形品ではないが、図上1如元

できたものである。口絃部は外反しており、 r・1縁端部をやや肥匝させて而を形成している。口絃饂部の

面と、口縁部内側で波状文がわずかしこ認められる。休部外而O)座』部から訂部にかけては、直線文が巡

ており、その下に波状文が兄られる。 施文の前に縦）引 l~i] のハケ乱翡咎が施されている。さらに、｛本部 1:::半

は縦方向のヘラミガキ瀾軋名が見られ、その後に、地）＜径付近で横方向の密なヘラミガキ調撒が施されて

いる。横方向のヘラミガキ副堕で、波状文が部消されている。内而の残存状況はあまりよくなく、間

整などははっき りしない。998は、受け口状「l縁りりで、ほぼ完形品である。受け口部の励川は強く、

縁はやや内浣する。口緑部外而には、波状文が巡っており、その卜には斜め方向O)刺炎文が迎続してし

る。頸部には、縦方向のハケ調盟が見られる。体部外而の頚部から口部にかけては、 直線文が巡ってお

り、その下に波状文が見られる。さらに、体部下半は縦方向のヘラミガキ閻撒が兄られ、その後に、批

大径付近で横方向の密なヘラ ミガキ闊戦が施されている。 997とは異なり、波状文の後に、横方向のヘ

ラミガキ調撒がおこなわれている。999は、 E区怜J:i.11:部から出-1::したもので、後出の辿構から検出され

た混入品である。細顆血であるが、底部を火胆している。 □緑端部は内洲しておらず、ほぼ直立する。
口縁部と、 戸部外而には町線文が巡る。即部には、靡状文が 1条巡っている。血線文の下の最大径付近

には、波状文が見られる。イ本部下半の表而の残存状況はあまりよくなく、胴堅などははっきりしなし。

体部下半の内面は、底付近が縦方向のハケ間幣、そのヒが横方向のハケ刷塑が施されている。外而から

頸部内面まで、橙色の化粧土が煎く塗布されている。底部に穿孔が見られるが、）設図的な煉成後穿了しな

のか、単なる割れなのかは不明である。1000は、 G区南半部の追物包含屈から検出されたものであるが、

大溝 lの出上品の可漉性がある。水迫形」：：甘屈であるが、口縁部を欠拍している。体部上半の外而には、

2条の直線文と 1条の波状文が交互に巡っており、その下の最大径付近に 1条の直線文が見られる。 :j:fTI
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手は、施文の後、抑入法により取り付けられている。体部下半の表而の残存状況はあまりよくなく、郡l

整などははっきりしない。 1001は、じ区南半部の追物包含屈から出土したものであるが、混入品である。

細頸壺であるが、底部を欠祖しているほか、口緑部と体部の接合は図上後元である。口緑端部は内約し

ておらず、 やや広がる。口縁部外面の上端には、列点文状の縦方向の刻目が辿続している。口緑部と、

体部上半の外而にはU'.I線文が巡る。その下の位大径付近には、 1条の波状文が見られる。体部下半の外

面には、縦方向のヘラミガキ瀾堅が施されている。内而の残存状況はあまりよくなく、間聾名などははっ

きりしない。

図148-1002.....,1004は、 G区南半部の辿物包含府から出土したものであるが、 71心入品である。

1002は、長到岡0)口緑である。口緑部は大きく外反する。外面は、縦方向のハケ闊戦の後、 『［線文が

施されている。表而0)残存状況はあまりよくなく、調盟などははっきりしない。 1003は壺であり、

縁部を欠損している。即部から休部 I::半にかけての外面には、直線文が巡る。その下の最大径付近には、

1条の波状文が見られる。さらに、体部下半は縦方向のヘラミガキ澗斃が見られ、その後に応大径付近

で横方向の密なヘラミガキ間幣が施されている。 内面には、指頭圧痕が見られるほか、 •（本部 1ヽ・半では縦

方向のハケ調戦が施されている。 1004は、鉢である。口緑はやや内砲気味である。口縁部を人為的に

打ち欠いており、再加工している。口緑部外面のヒ端には、 凹線が巡っている。1005は、 G区南半邪

の遺物包含応から検出されたものであるが、大料いの出土品の可能性がある。兵蛸壺形 1喝月で、令形が

わかるものである。口縁端部は）」凹］さ辻ており、やや内洲している。外面には、ナデ濶幣が施されている。

内面の底部付近では、縦ガ伯JO)ハケ泄l盟が見られる。1006--1011は、 C区南半部の辿物包含｝凶から

出土したものであるが、混人品である。 1006は、殿0)口緑部である。「l緑が、くの字状に外反しており、

口縁端部で而を形成しているが、あまり肥原させていない。外面に煤が付沿している。胎上の特徴から、

紀伊産と考えられる。 1007は、隈のI―l緑部である。1-1縁が、くの字状にやや外反しており、 1-1緑饂部

を肥厚させて而を形成している。1008は、ほぼ完形品の血である。口縁が外反しており、別'1部が（本部

に比べてかなり細い。 体部上半の外面に、『』線文が巡る。表面の残存状況はあまりよくなく、~阻幣など

ははっきり しない。内面の頸部付近には、指配圧痕が見られるほか、底部にはヘラ状工呉による調整艇

が残っている。底部は四い。外而には橙色の化粧土が塗布されている。1009は、ほぼ完形品の邸杯である。

口縁は、内糊している。杯部外面の下半には、縦方向のヘラミガキ閥賂が、その後、上'11で横方向の往！

なヘラミガキ澗幣が見られる。縦方向0)ヘラミガキ間堕が、 一部、横方向のヘラミガキ閥盟で消されて

いる。杯部内面には、横方向のヘラミガキ期」堅が施されており、橙色の化粧上が冷布されている。杯部

のつなぎ部分には、円板允瓜がなされている。脚柱部内面には、絞り目が見られる。 1010は、ほぼ元

形品の高杯である。口紐端部をほぽ水平に外側に広げており、 端部をflじ叩させて而を形成している。表

面の残存状況はあまりよくなく、 ;l/牒j照などははっきりしない。脚柱部内面には、絞り 1~1が見られる。脚

台部の端部を肥j:g'.させて面を形成している。 1011は、低杯脚部である。杯部のつなぎ部分には、円板

充填がなされている。脚柱部内面には、絞り目が見られる。脚台部の端部を肥厄させて面を形成している。

(2)中央南区出土上器

中央南区は、ほとんどが弥生集落の範囲内であることから、辿物包含｝凶から出七した迫物もある杜度

多く見られる。包含／罰からIII土した迫物に殷lしては、ここで扱うこととするが、複充できるものは少ない。

前述したよ うに、大溝lや3の閻査では、上）位の辿物包含屈と大溝迎土の区別がつかなかったこともあ

り、包含層扱いで取り上げた辿物も多い。図化で送るものを主体として、取り上げた。ここでは、中央
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北区と同様に、出土地点ごとにまとめて報告することとする。後世の追物包含屈に含まれる混入品がほ

とんどであり、中央北区で見られるような、後はに再埋納されたと考えられる遺物は検出されていない。

図149-1012は、 K区北半部の辿物包含陪から検出されたものであるが、大糀いの出土品の可能性

がある。複合鉢であり、脚部以下を欠担している。口緑はやや内洲しており、口絃端部は外側に折り返

して肥厚させて而を形成している。団本部の端部分には、外面に水平方向の凹線が巡っている 1サこ、円形

浮文が連続して付けられている。胎上の特徴から、紀伊而と考えられる。径6mmの結品片岩を含んでし

る。1013は、 K区南半部の辿物邑含屈からIll土したものであるが、混人品である。台形 1こ器であるが、

大部分を欠損している。台部上而はJ寧に調堅されている。1014は、 K区南半部から出 I::したもので、

近世の遺構から検出された混人品である。把手付台付鉢0)脚部である。ほぽ直立する。端部付近および

中央部には、 凹線がめぐる。脚部の上饂には、円孔が辿続して付けられている。熱を受けて赤く変色し

ている。1015は、 K区北浪部の追物包含屈から出土したものであるが、 rlJ入品である。隈の口縁部で、

口縁が大き く外半する。1016は、 K区尚'14部から出土したもので、近世の迫拙から検出された混人品

である。大型の煎の口縁部で、口緑が、くの字状に外反する。胎上の特徴から、紀伊廂と若えられる。

1017は、 K区北半部の追物包含）t!'iから出十したものであるが、浪入品である。殿のn紐滞で、口緑が、

くの字状に外反する。胎上の特徴から、紀伊旅と老えられる。1018は、 K区南半部の辿物包含）音ヵ.--

出土したものであるが、混入品である。鉢で、口緑饂部が面をなしており、凹線気味にへこんでいる。

外面には、斜め方向の細かいハケ閥型が施されている。内面には、指面圧版が兄られる。胎土の特徴から、

紀伊産と考えられる。1019は、 K区北半部OJ辿物包含I日から検IIIされたものであるが、大構 1のIll土

品の可能性がある。真蛸鼎形土甘甘で、直接悦合はしないものの、 1叉l上で復冗されたものである。ほぼ111了

立する形状であるが、仁l緑端部は内fflりにやや広がっており、内洲気味である。外而tらは、斜め方向の細

かいハケ調整が施されている。内而には、指頭圧瓜やナデ爛戦が見られる。
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図150-1020~ 1022は、 J区の辿物包含屈から検出されたものであるが、大溝 1の出士品の可能性
がある。1020は、 壺の口絃部である。口縁船部をほぽ直角に下方向に広げており、外面に凹線が巡る。

凹線の上には、縦方向のヘラ描き沈線のまとまりが付けられている。この沈線は、半裁竹竹を使用した

可能性がある。1021は、血の門緑部である。口緑端部を「直角に下方向に広げており、外而に凹線が巡る。

凹線の上には、縦）り向のヘラ描き沈線のまとまりが付けられている。この沈線は、半故竹哲を使用した

可能性がある。口緑部内側には、斜め方向の刺突文が綾杉状に 3条施されている。表而には、角閃石を

含む暗褐色土の化粧土を涼布している可湘性がある。 1022は、無顆四の上平部である。口緑端部は内

側にやや広がっており、内洲気味である。外面は、縦方向のハケ胴整の後、町線文が辿続して描かれて

いる。内面には、縦方向のハケ濶戦が見られる。一部、熱を受けており、赤く変色している。外而が、黒く、

煤が付着したものと抒えられる。1023は、 I区南叫部から出上したもので、近世の辿椙から検出された

混入品である。珈の類部付近で、口緑部や休部下半は欠mしている。頸部には、ヘラ状工只による刺突
文が巡る。体部外而には、斜め方向のタタキ目が残っている。内面には、指頭圧痕が見られる。 1024

~ 1026は、］ 区の追物包含屈から検I l l されたものであるが、大汁'ti 0)出：上品の可能性がある。 1024は、

暉
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高杯脚台部である。端部を肥/!ftさせており、面をなしている。端部に沿って、竹笞又が巡っているほ力、

円孔が付けられている。一部、熱を受けており、赤く変色している。 1025は、麻杯脚台部である。外面に、

ヘラミガキ調整が施されている。 一部、熱を受けており、赤く変色している。1026は、以蛸並形土器で

直接接合はしないものの、図上で似元されたものである。 n緑端部は内側にやや広がっており、内慾す
る。外面には、斜め方向のタタキ目が残っている。外而に煤が付沿している。 1 027• 1028は、 1区南

端部から出土したもので、近世の追栂から検出された混入品である。1027は、大型視の上半部である。

口縁はやや外反する。口緑端部が而をなしており、刻目が辿続して付けられている。体部外面には、横

方向と斜め方向のタタキ目が残っている。 1028は、利杯脚部である。 端部を肥厄させており、而をな

している。胎；Kの特徴から、紀伊産と考えられる。
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図151-1029は、 P区の辿物包含屈から検出されたものであるが、大溝3の出土品の可能性がある。

壺の上半部である。口緑端部を両側に広げており、而をなしている。面には凹線が巡っており、 3点

1組の円形浮文が辿続して付けられている。即部は細くなっており、凹線が4条巡る。1030は、 0区

の遺物包含層から出土したものである。肛口狐の口緑部である。口緑は、斜め上方しこ向かって広がり、

口縁端部を肥厚させている。外面には、口緑端部からやや下がった位屈に突帯が巡っている。 1031・

1032は、 P区の辿物包含）l'.!'.iから検出されたものであるが、大溝3の出±品の可熊性がある。 103H.,.,

高杯杯部で、 底部以下を欠如している g 口縁姻部を肥厄させており、やや内慾気味である。口緑部の外

面の上端と下~liiHこ 凹線が巡っている 。 1 032は、罰0)口緑部である 。 1コ緑端部を町fll に下方向に広げて

おり、外面に凹線が巡る。口緑部内側には、斜め方向の刺突文が綾杉状に施されている。 1033は、 0

区の遺物包含府から出土したものである。複合鉢であり、鉢部の歴下部分のみ残存している。垂下部分

には、外面に水平方向の凹線が巡っている上に円形浮文が辿続して付けられている。1034・1035は

P区の遺物包含屈から検出されたものであるが、大洲3のHI土吊の可tl胚性がある。 1034は、台付鉢の
脚部である。台部の I::下に円板充姐が雁されている。台部の内側には、絞り目が見られる。 1035は、

台付鉢の脚部である。 1036 • 1037は、 01区の辿物包含屈から出土したものである。 1036は、 ミニチュ

ア土器で、壺形である。手づくねでつくられており、底部が届い。 1037は、台付鉢0)脚邪である。鉢

と台部のつなぎ綿分の粘上が1厄い。台部の内而しこは、指贔圧販が凡られる。胎土の特徴から、生駒西麓

産と考えられる。 1038は、 P区の追物堡含府から検出されたものであるが、大溝3の出土品の可能性

がある。甕の爬部である。胎上の特徴から、紀伊崩と考えられる。 1039は、 01区の辿物包令屈からIii

土したものである。殿0)上半部である。盤偲がやや厄い。門縁端部は而をなしている。一部、熱をうv"・

て変色している。 1040は、 P区の辿物包含）1· • ·/ から検出されたものであるが、大構 3 の出±品の n」' fl尼性

がある 。 大型甕の口緑部付近である。口緑端部は肥肛させてお り、面をなしている。 イ本部外,~11には、横

方向のタタキ閻堅が施されている。1041は、 0区0)辿物包含}f'iから出上したものである。以蛸珈形

器の体部下半である。外而には、指顕江痕が兄られる。 1042は、 P区の）此物包含If'/から検出されたも

のであるが、 大洲3の出土乱の可能性がある。飯蛸府である。口緑は内洲しており、 1ゴ緑からやや下がっ

たところに円孔があけられている。1043は、 L区の追物但含）凶から出土したものである。やや大型の

甕の口縁部付近である。口縁が、くの字状に外反する。

図152は、 TIZ: 北端部から出土したもので、近1廿の辿構から検出された趾入品である。 1044は、限で、

＼ ＼ ＼ 

こ 48
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底部を欠損している。口緑部は強く外反する。イ本部外而tこは、縦方向の幅の広いハケ閥撒が施されている。

下半には、縦方向のヘラケズリ罰敷が見られる。胎土に微角閃石が見られることから、生駒四麓胚とーl

えられる。 1045は、飯蛸附である。口緑は内湾しており、口縁からやや下がったと ころに円孔があけ

られている。1046は、真蛸壺形土甜の上半部である。口緑端部は肥厚させており、やや内泡気味である。

1047は、 甕の底部である。一部、熱を受けて変色している。1048は、底部で、甕か砲の判断ができな

いものである。胎土に微角閑石が見られることから、生駒西麓産と考えられる。

(3)石器

遺物包含屈や後世の辿構の混入品として、上梱以外に石器も多く検出されている。土器のように、後

世に改めて埋納されたような出土状況のものはなく、石器に関しては再埋納という認識はなかったよう

である。出土口に追はあるものの、ほぼ潤杏区全而で検出されている。 中でも、弥生集落の笥囲内から

の出土が多い。弥生集落の範囲外では、後世の辿物包含屈や退朴り辿土から出土したものが多く、混人品

として扱っている。打製石然に閾しては、この地では四しないサヌカイ ト辿のものがほとんどである こ

とから、出土品として目につきやすい。これに対して、 1阿製石器では、緑色片岩製の石庖Tなどは、こ

の地で産しない-Li材であることから、判別が可能であるが、 叩き石や台石などは砂岩製のものが多く、

地山に多く含まれる自然石との判別が困難なものが多い。 イ史用痕が頴苦なものを主体に取り Kげている

が、痕跡がほとんど認められないようなものは、除外している。 叩き石などは、特に加工しなくてもそ

のまま使用できる自然石が採集可湘な立地条件であるため、仮に叩送石の未使用品というも0)が存在す

るならば、 判別できない。弥生集落内からは、 このよ うな叩き石の未使）廿品などをまとめて保四したか

たちで、土坑から出土した例はなし。

打製石器は、詳細な分析をおこなっていないためはっさり しないが、 ..:.ヒ1!1商のサヌカイ トが主体で

あるといえる。ただし、呑川県金山地城屈と考えられるものも見られる。包含府出上の打製石根のつ _,'

図化できるも0)を1叉1153しこ示す。

1049は、 巾央北区のE区北‘閂部の）は物包含Nilから111土したものである。凹姑式の石徽で、縄文時

代の混入品と考えられる。 側緑が鋸歯状に剥離している。小型のもので、頂いは 1gにもr1Mlたない。

1050は、中央北区の E区南端部から出土したもので、中世の追椙から検出された混入晶である。凸

基II式の石鏃で、先端部と茎部が火狽している。1051は、中央南区O)L区0)辿物包含府から出 1こし

たものである。スクレイパーで、網文時代のものと好えられる。縦長の剥片であり、上辺に自然面カ

残る。両面に大きな剥離面があり、両側絃にエッジが見られる。1052は、中央南区の0区西端部か

ら出土したもので、後世の追構から検出された混入品である。右茎式の石徹である。先端部を欠拍し

ている。1053は、中火南区の0区の辿物包含屈から出土したものである。細兵の布茎式の石鏃を111云

用した石錐である。両端部に使用痕がある。1054は、中央南区0)0区の辿物包含屈から出土したも

のである。皿類と考えられる石錐である。両端錐部に使用痕がある。 1055は、中央南区O)N区の辿

物包含層から出」ごしたも0)であるが、混人品である。石柏である。先端部と砧部が欠拍している。圃

側縁を一部擦り蕗としている。1056は、 中央南区のT区北束部の辿物包含府から出土したものであ

るが、混入品である。有茎式の石鏃を転用した石錐である。茎部を欠狙している。1057は、中央南

区のT区北東部の追物包含団から出：I:したも0)である。有蕗式の石鰍である。先端部を欠担してい

るほか、側緑が部分的に破祖している。 1058は、中央面区のT区北東部の辿物包含屈から出-1::した

ものであるが、混入品である。 m類と考えられる石錐である。錐部が欠拍している。1059,......1061 
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は、中央南区のT区北東部の辿物包含屈から出土したものである。 1059は、細身の有茎式の石鏃であ

る。ほぼ完形であり、目立った欠担は見られない。 1060は、凹払式の石鍬で、縄文時代の混入品とa

えられる。先糾，｝部と片方のかえり部が欠批している。小型のもので、爪区は lgにも満たない。 l06lは、

凸基II式の石鏃である。先端が欠拍している。両側緑から基部にかけてエッジが1紙滅している。 1062to-ヽ

南区のX区の迫物包含)¥'りから出上したものである。チャー ト製の凹基式の石鏃で、縄文時代の混入品と

考えられる。先餡が欠狽している。今回の胴査で出土した打製石器および未成品は、すべてサヌカイト

製であり、チャー ト製のものはこの 1点のみである。 1063は、 1¥1区のW区の退物包含屈から出土した

ものである。横型の石匙である。ほぽ完形であり、刃部の一部が欠担している。

図化できたもの以外で、完形に近いものを写其図版に来した。圏版69-1437;1438は、中央北区

のE区南半部の辿物包含屈からHI土したものである。 1437は、 凸基II式の石鏃と杉えられる。先端部
と茎部が欠損している。両側緑が鋸歯状に剥雌している。 1438は、凹基無茎式の石鏃である。先端が

欠損しており、表面が風化している。小型のもので、可且は 1g にも横たない。 ,~,版70-1439は、 111

央北区のE区南半部の退物包含屈からIII土したものである。 1類と考えられる石錐である。錐部の使用

010
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痕は顕著である。金山商の可能性がある。区l版71-1440は、巾央南区のM区の迫物坦含J付から出土し

たものである。横型の石池である。ほぼ完形であり、片而の中央部に自然面が残っている。函版72-

1441は、中央南区のL区0)辿物包含屈から出 1吋． したものである。金山産と考えられるスクレイパーで

ある。直線的な側辺に自然而が残っている。秤部のエッジを擦り落としている。図版73-1442は、南

区のW区の遺物包含屈からIII土したものである。金11嘩と考えられる打製石厄丁である。全体にやや風

化している。

磨製石器の石材は、緑色片店と砂店が主体である。緑色片岩は、紀伊政であると考えられ、石庖丁製

作のため、かなり多くもたらされているものと考えられる。砂岩に閾しては、刃呈川の氾濫／ふ（であるこ

とから、特にローリングをうけた石材を容易に手にいれることができる。

包含層出土の府製石盤で、図化できるものを1叉1154-156に示す。図154-1064は、中火北区のE

区南半部の後世の辿構から検出された混入品である。緑色片岩製0)叩き石である。 棒状に研IIり、成形

れている。一方の端部は折担しており、他方の饂部の叩打痕は少ないため、石棒の転用品の可能性があ

る。1065は、中央南区の1-1区北端部の後世の追栂から検出された71心入品である。砂岩製の叩き石である。

太型蛤刃石斧をtil云用したも0)である。刃部を欠姐しており、 上下両端部に叩打痕が見られる。1066は、

中央南区の0区の辿物包含府から出 Kしたものである。 砂む製の石錘である。卵形の礫を使用している。

長軸方向に叩打によるi情が一巡している。他にも一部叩打痕が見られる。 1067は、 中央南区の 1区の

遺物包含層からIll土したも0)である。緑色片岩吸の柱状片刃石斧である。人部分が欠如しており、刃部

の片側面が残存している。 刈部にイ史用痕が見られる。1068は、中央怜JIヌのU区の後世の辿柚から検出

された混入品である。砂岩製0)叩き石であるが、府石の可能性もある。卵形の礫を使用している。巾央

部と上下両端に叩打痕が見られるほか、 一部擦った痕跡も闊められる。火をうけた可fl腔性もある。

図155-1069は、中丸剥ズのT区の辿物包含}¥'りから出」：したものである。緑色片岩製の石庖丁である。

ほぼ完形品であるが、片刃であり、刃部が外洲気味である。紐孔は、片面を叩打後に穿孔しており、紐

擦れ痕が認められる。 1070は、中央南区のQ区の辿物包含）\' •'i か ら 出上 したものである。緑色片む製の

石庖丁である。片f)であり｀刃部が内洒気味である。 「l「I打後に紐孔を穿孔しており、紐擦れ振が膝め

れる。1071は、中火南区の L区の辿物包含／凶から出土したものである。硬質砂岩製の太型蛤刃石斧で

ある。基部を欠拍している。刃部には使用痕が見られる。

図 156-1072は、中火南区のQ区の辿物包含）而か ら II—1土したも 0)である 。 砂岩製の叩き石である 。 ＜

ぼみ石の可能性がある。中央部と上下両端に1111打痕が見られる。 巾央部には、 さらに、 線条の打撃痕が

ある。1073は、「h央南区O)T区北端部の後世の辿構から検111された糾入品である。 砂岩製のIi駅」である。

角柱状の礫を使用している。研ぎ面は4面である。艮刺l方向に線条）約があり、わずかにくぼんでいる。
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5. 小結

ここで簡単に弥生時代の成果を整理しておく。

男里川に対して、やや高台にあたる段丘上で、中央南区を中心とした弥生集落が検出された。おおま

かな範囲と しては、棗荊方向の広がりははっきり しないが、南北約380mの規板を有しているものと好

えられる。時期は、中期宋（第IV様式）を中心としたもので、退物の時期位はほとんどみられない。第

皿様式の土器が芳干みられる以外は、第v様式の土器はほとんど出土しておらず、ほぼ時期が第IV様式

に限定される集落ということがで送る。

この集落しこは、屈住域と話域があり、両者は約100m離れている。このIt.』では、弥生時代0)辿構や‘

物はほとんど検出されておらず、空閑地となっている。店住域と硲域を隔絶している磁識がうかがわれ

る。ただ、 猛域では方形周澗磁が主体であるのに対し、屈住域の中から土坑謡や上器柏が若干みつかっ

ていることから、坦葬者によって溢域に違いがあることが考えられる。

居住域は、 南北約200mの規捩であり、確認されたのみで唸穴住居が32棟存在している。今回の間杏

では、居住域の令体を明らかにしたわけではないので、さ らに多くの堅穴住居が存任していることが"'~

えられる。また、掘立柱建物は 3棟似原しているが、おびただしい数のピッ トが密集して検出されてい

ることから、 1は原は不可能であるが、相当数の紐物が存在していたことが推測される。盛穴住店と掘

柱建物の分布位皿が異なることから、居住域の中で辿物の配位になんらかのルールが存在することが推

測される。これは、賤穴住府の分布状況でもいえることで、密集する部分と点在する部分がみられる。

礫が密集する地山やシルト図の地山という地而の状況による立地条件に彩惣されていない。礫が密集す

る地山で掘削しにくい場所に叩複して賤穴住屈がつくられていたり、シルト質の地山で掘削しやすい褐

所に竪穴住居がつくられていない例が多く存在する。あまり時期泣のない集落であるため、もとの遇穴

住居とほぼ1消 じ蒻~}) リ↑に建て佐えている状況がうかがわれるが、あえてやや離れたシルト四O)JJ』削 しや

い場所ではなく、掘削しにくい礫が密染する地山邪分につくつていることが特徴的である。

竪穴住居にm,しては、統一的なものがなく、かなり多種にわたる。規校や形状は様々であり、内部朴'l

造にも違いがみられる。その中で、上部棉造の複）以に関わる発見があった。すべての翌穴住居で1確認

れたわけではないが、 II免洲訥から杭の痕跡が並んで検出された。また、 内部の堆租状況から墜の存在を

うかがわせる」―:）1・・・/が確惚された。これらのことから、 確定することはむずかしいが、！翌穴住居のI中に偲

構造を有しているものが存在していることを推測することができる。今回の調杏0)みでは、しまっきりせ

ず、今後の調杏例を待たねばならない部分も多いが、竪穴住居OJ上屋椛迫の似原に l:¼Iする研究に一つ0

方向性を示すも0)と;}Jえることができる。

墓域に関しては、ごく一部を閻杏したのみであるが、方形問｝蒋溢が少なくとも 2基存在することが明

らかとなった。坑丘は削平されているため、本米の規板を知るこ とはできないが、周溝内からは供献

器と考えられる土梱が出七しており、しっかりとしたものであったことが推測される。

集落に張り付くかたちで大溝 1がみつかっている。 111間約IOmの自然流路を利用したものであり、本来

の目的ははっきりしないものの、 人為的に改変している部分があり、集蕗にとって瓜嬰な役割をもって

いたことが労えられる。集蕗を四むかたちではないことから、環磁とは考えられない。また、廃絶時に

おびただしい位の弥生土器が埋められており、災落の時期を宗すだけではなく、呆南地域における弥生

時代中期末の土り片一括資料として、重要なぶ味をもつものということができる。
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第3節 古i即時代の辿構 ・辿物

従来、男里迫跡は弥生時代中期の辿跡として聡腺されており、今回の関査でもこの時期に関する多く

の遺構や遺物が検出されている。弥生時代中期を中心とする追跡というr忍識は『只ってはおらず、閻西成
果によって追H忍できたほどである。ただ、弥生時代巾期末を主体とする一大集蕗が営まれていたことは

確認できたが、古屈時代になると怠激に追構や辿物の検出は少なくなり、集落を形成するほどのものは

みつかっていない。今回の間l査範囲にとどまらず、男里辿跡全体を見ても、古坦時代の辿棉や辿物は極

端に少ない。説在の間杏成采のみでは、この動きを脱明できるほどの製素はないため、明らかにするこ

とはできない状況である。

現状では、 リJ里辿跡にとどまらず、泉南市域においても古瑣時代の辿跡は少ない。泉面市域の中では、

東側で古墳群がみつかっているものの、男塁辿跡周辺にあたる市城の雌側では、ほとんど見られなし 。

隣接する阪南市域においても、散発的に占坦や集落が検出されているのみで、周辺であまり大親校な辿

跡は現状では見つかっていない。ただし、さらに南に目を向けると、 岬町には1浚溢参考地である宇邸認

古墳をはじめ、大盟の前方後円瑣である西陵占且'1など多くの占収群が見られることから、泉州面部地城

が必ずしも古以時代に空白地であったとはいえない状況である。また、 海I出社部には製塩辿跡が点在して

いることから、他地域に向けての塩の供給元としての集蕗や流通路が発達していたことが推測される。

現在のところ、男呈追跡の中で古瑣時代の辿構や辿物がまとまって検出されている音13分は、今回の間

査区の北西側にあたる、双千辿上池から西側にかけての部分である。この部分では、まとまったかた

での調査はおこなわれていないが、散発的に庄内期を中心とする自然流路や追物がみつかっている。旦

体的な集落や建物跡は検出されておらず、実慇ははっ送りしないが、この周辺に存在する可能性は利い

兌、＼
~ 

圃 古墳時代迫構検出地域

'
 

＼
 16. 如

0 (S=l: 4000) iOOm 

I. lOYH 5/2 I火凶褐色糾l沙糾じりシルト 小礫 .I必化物含む
2, lOYR 3/2黒褐色 シルト 炭化物 ・小礫含む
~. !OYR 0/4にぶい此閉色シルト 礫含む

o <s•1 :sol 1m 

図157 古坦時代退構分布図 図158 土坑630032平・断面図
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といえる。また、男里退跡の北側に位四する天神の森辿跡では、昭和9(1934)年

の室戸台風で松の木が倒れた際に、頒瓜器大甕が出土したという。

士坑630032(図158、159、図版20、78)

今回の調査において、古炭時代に）瓜する明確な辿朴＇りは、南区のX区北西端部で

検出された、土坑630032のみである。周辺で同時期の辿構は検出されておらず、

単独の検出であるため、存在双毅がはっきりしない。人為的に掘削されており、

製塩土梱が検出されたものである。周辺は、後世の敷地による削平が芥しいこと

から、辿物包含府はほとんど残存しておらず、地山面まで及んでいる状況である。

坑の上部も削平をうけているものと考えられ、残存状況は艮好ではない。

平而形は、ほぼ方形を呈しており、規枇は、硯状で一辺約2.4m、深さ約20cm

を測る。坦上は、大きく 2@に分けられる。上屈は、にぶい黄褐色粗砂趾じりシ

o 10cm ル トがポ体で、小礫を含む。 ド屈は、黒褐色シル トが主体で、）火化物と小礫を含し。

斤------,-,」 南端部の底部において、径約60cmの円形の範囲に炭化物が集中ずる部分が検出さ
図159 土坑630032 れたが、焼土は見られず、火を受けた状況ではない。 この炭化物の集1阿部にかか

出土土器
る位脳で、製塩土器が横たわった状況で検出された。他に、辿物はほとんど出-1::

していない。いl廿tiでは、類似した土坑や建物跡などは検出されていない。さらにこの時期の製塩土器に

関しては、遺物包含）何からもIii土しておらず、 1こ坑/:LI上のものが唯一である。 炭化物は検出されているが｀

この部分で製坦作染がおこなわれていた可熊性は低いも0)と抒えられる。

製塩土器 （凶159-1074)は、ほぼ完形であり、 未使川品と名えられる。外面にやや右上がりのタタ

キ調整が明瞭に残っており、器堡が非常に耕いものである。タタキ目は、上半部は密に見られるが、下

半部はナデ調戦により、やや泊されている。II却台湘は、なでつけられており、外而に縦方向のナデ，II聘）戦

が見られる。底部は、ほとんど平坦であり、へこんでいないため、脚台部はかなり）駐くなっている。内

面は、表面剥11.1mなどで晶l幣ははっきりしない。熱を受けた状況ではなく、外而に煤も付約していない。

庄内期のものと埓えられる。

今回の調杏では、庄内期の追物は、ほとんど検出されておらず、追物己含府からもみつかっていない。

また、この時期の製塩十樅も出上しておらず、製塩がこの地でおこなわれていたのかどうかは、はっ-

りしない状況である。立地条件としては、他の製塩辿跡に比べてやや内陸部に位『'Iしており、洵芹部と

はいいがたい。泉州南部地域には、同時期の製塩追跡は多くみつかっているが、条件面でやや可熊性は

低いものということができる。

他の調査区でも、同時期あるいは占坑時代の辿物の出土川は非営しこ少ない。？凋杏区内で同時期の辿物

が顕著に出土している部分はみられない。ただ、巾央南区の弥生集落の間査の際に、多くのピットが検

出されているが、その中で須瓜器片が出十．するものが数晶みられる。ピッ トは地山而での一括検出であ

るため、弥生時代のものに限らず、 中には古攻時代に属するピットも存在することが抒えられる。多く

のピットの中から、古瑣時代のものを抽出することは困難であるため、具体的な建物を復売することは

不可能であるが、生活の痕跡がまったくないわけではなく、小規扱ながらも建物が存在していたことが

推測される。限られた部分の澗査であるため、はっ送りしない点は多いが、弥生集落に比べるとはるか

に規模は小さいものの、古瑣時代の集格が磁＇まれていたことは確かであるといえる。
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第4節古代の辿梢・追物

古墳時代の追棉 ・造物があまり検出されていないことは、前節で述べたが、古代になると、再び集蕗

が営まれるよ うになる。弥生集蕗が営まれていた部分とは立地が異なっており、ほとんど重複していな

い。遺構の検出部分は、やや広がっているが、掘立柱辿物が多く 検出された中央北区を中心として、か

落がつくられていたことが確喀できる。また、況菜土坑も同時に検出されていることから、同時期の一

括資料を得ることができた。このi祁分は、この地を東西方向に横切る追路に面しているものと考えられ、

中心的な場所ということがで送る。一方、 i¥j区では、関杏区を枇切る流路が検出され、辿物が出」：：して

いることから、訓査区内では建物跡はみつかっていないが、近扱して集落がつく られていた可悔性が研

い。ここでは、古代の成果を、 ）M序と掘立柱建物｀地区別の状況、辿物包含）凶の状況に分けて述べるこ

ととする。

1. 層序

古代の中心的な集落は、主に中央北区に広がっており、やや離れた北区と中央南区の一部で、迫梢が

検出されているほか、南区の流路から辿物が出七している。ここでは、集落部分である中央北区におけ

る古代の堆積状況を見るために、 トレンチの槌断而をあげておく。中央北区のうち、辿梱の密集してし

る部分 (F区西撲 .C 区北咽）の断面図を採用した (~11 6 1 ) 。

土層の大まかな傾向としては、すでに述べたように、北から南へ向かって緩やかに上がっている。中

央北区においてもこの傾向は見られるが、特徴としては、調査区の北側を横切る追路付近がやや下がっ

た地形であり、F区の中央洲にかけて徐々に上がっている。 F区の中火部から而側にかけては、比較的

平坦な地形が続く。東側のE区北半陥も F区に比べてやや上がっており、平坦な地形である。掘立柱紐

物や土坑群は、この平坦部を中心に）駿開している。北側0)やや下がった部分では、）凪栂はほとんど検出

されていない。古代の集落部分の南北方向の雄秋状況を示すため、 F区西巡断面図をあげておく。

F区は、調査前に耕作地であったことから、 地表に約40cmo)叩さで盛土が施されており、その下に1日

耕作土層や床士屈がみられる。堅地による大糾樅な削平は見られないことから、辿物包含｝凶の残存状況

は良好である。巫本的には、その下に 2屈に分かれる辿物包含）凶が製められる。 いずれの追物包含）阿も

北側が厚く、 南側はやや縛くなる。

上層の遺物包含府は、にぶい黄橙色砂混じりシルトを主体としており、鉄分0)沈沿が見られる。厚さは、

10~20cmを測り、北側が厄い。 中世から近世tこかけての耕作土）凶と労えられ、部分的にはさらに土）位

S
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□ 古代這構検出地域
。

(5■ 1 :4000) 200m 

図160 古代迫構分布図
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が細分できる。追物のfitは少ない。

下層の遺物包含）凶は、灰黄褐色粘質シル トを主体としており、砂が混じっている。 7世紀末から 8世

紀を中心とする辿物が多く含まれている。このJi::'.iの除去而が辿構検出面であり、地山而と判断した。地

山面の下には、すでに述ぺたように、地山と判断するのがむずかしい、暗褐色土屈が広がっていること

から、部分的に試掘 トレンチを入れて、土）日の確籾をおこなった。その紡呆、辿物は出土せず、この/1Y'

の除去面において、追棉は確屁されなかったことから、地1.11と判断した。また、部分的に灰政褐色礫趾

じり粘質土を主体とする地山も見られ、地山は一定ではない。この礫屈は締まっており、粘質土を主体

とする地山とは対照的である。

古代の集落部分の東西方向0)堆秘状況を示すため、 G区北遵断而図をあげておく。集蕗部分からやや

離れているが、 立地している平坦地のつづきであり、堆禎状況にあまり辿いが見られないことから、採

用した。

ここでも、 ）ばさ約50cmの盛土および1日耕作 1こ）1・ りが、地表而付近しこ雄祖していることから、 辿物包含屈

の残存状況は比較的良好である。追物包含府は、明確な屈には分けられないが、にぶい黄褐色粘質シル

トが主体の部分と褐色粘質シルトが中．体の部分が認められる。いずれも、径約20cmの礫を多く含んでい

る。この層の除去而が辿構検出而であり、地山而と判断した。地山は、 灰波褐色粘’ロシル ト府であり

礫を多く含む。ただし、ここでいう）且物包含Ii'りは、「1―l 廿1:~比のものと考えられ、撒地による削平が地I11山l

まで及んでいるものである。集浮部分では、辿物包含屈が残仔しているが、南側では大規板な削平が：

こなわれており、巾央北区の南半部では、占代の辿物1c1含府はほとんど残存していない。

2. 掘立柱辿物

中央北区の北半部で、まとまってピッ ト府が検出されている。このピッ ト群から掘寸内柱建物を似原す

ることがでさた。 中火南区でもピッ トn祝が密集して検出されており、弥生時代を中心としたり11!立柱建物

の柱穴と判断している。 「I吸北区では、弥生時代の辿物は出上しておらず、中火南区の状況とは具な

ている。また、辿物盆含lfiや他の辿構（土坑・溝）から検出された辿物のほとんどが、 7世紀末から 8

世紀にかけてのものであることから、この時期の掘吃柱辿物と抒えることができる。

掘立柱建物の柱グくは、やや規校が大送く 、掘方が方形のものも見られる。また、 軸万向によるグルー

プ分けもある程度可能なことから、 時期による掘寸未じ建物騨の変遥を見ることができる。方位を意識し

た建物が、 まとまってつくられていることがわかる。 1/11!立柱建物の分布状況は、 中央北区の北'14部のう

ちやや南寄りに偏る煩1C,」が兄られる。地形的に見ると、北側に比べてやや布い位皿にあたる。検出され

たピットの検討により、 16棟の制立柱建物を復原することがでとた。以下に詳細を述べる。

掘立柱建物33(図163、図版23)

中央北区の北東側にあたる、 E区の北半部で検出された。古代集落の建物が密集した部分から北へ約

20m離れており、単独の建物である。周囲にはピットもほとんど検出されておらず、隣接した掘立柱建

物は見られない。低い位凶で辺構のあまり検11―Iされていない部分であり、土坑やhりとの重複関係はない。

現状で、 4間 (5.2m) X 4間 (6,0m)を確聡しているが、北端部や東端部、北西辺などで柱穴が―'

検出の部分があることから、形状がはっき りしない部分もある。平而形は、ほぼ艮方形を呈する。主di1l1

方向は、 N-44°-Eである。柱ll'J寸法は、前哀側の桁行で、南から1.5m、1.5m、1.3m、(1,7m)の

平均1.5m、南四側の梁行で、西から 1.7m、(1.7rn+1.8m)の平均1.7mを測る。柱穴枷方は、ほぼ円

形を呈しており、径45~50cm、深さ 10~ 30cmである。埋土は、賠褐色粘質シル トである。往穴の規
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模は、ほぼ同じである。追物は、 .:l::師器片が出土している。

掘立柱建物34(図163、図版23)

中央北区の北西側にあたる、 F区の北半部で検出された。古代集落の建物が密集した部分から北へ約

10m離れており、訊独の建物である。 最も近接した束側の掘立柱建物35とは約7m離れている。周囲

にはピッ トもほとんど検出されていない。

士坑や溝との重複偲係はなし '<>

現状で、 1間 (3.6m)X 4閥 (6.4m)を確惚しているが、梁行には1札］に、 1砧柱穴が存在するもの

と考えられる。平而形は、ほぽ良方形を呈する。主軸方向は、 N-70°-Eである。柱閻寸法は、南側

低い位皿で辿構のあまり検出されていない部分であり、

の桁行で、西から1.6m、1.5m、1.8m、1.5mの平均l.6rn、西側の梁行で、211り分 (1.8m+l.8m)の

平均1.8mを測る。柱穴掘方は、南辺は方形で、北辺は円形のものが多く、径（一辺） 50....., 60cm、深

さ10~ 40cmである。 埋上は、灰黄褐色粘質シルトである。柱穴の糾校は、ほぼ同じである。追物は少

ないが、 上師器片が出十．している。

掘立柱建物35(図164)

中央北区の北西側にあたる、 F区の北半部で検出された。古代集落の北饂に位皿する、 掘立柱述物36

から北へ約6111離れている。西辺の柱列のみが検出されており、大部分は哀側のE区と F区のllliの未閥

査部分に広がっていることから、全容は不明である。周囲tこはピッ トもほとんど検出されていない。低

い位置で遺構のあまり検出されていない部分であり、上坑や洲との重複閲係はない。

現状で、 3基の柱穴で柚成される2閻分 (4.2m)を確防しているが、辿物の主lliill方向は不明である。

検出された柱列の方向は、 N-5° -Wである。柱閻寸法は、南から2.0m、2.2mの平均2.lmを測,,.,。

柱穴掘方は、方形と円形のものが見られ、径（一辺） 60....., 70cm、深さ約10cmである。埋上は、灰黄褐

色粘質シル トである。柱穴の規校は、ほぽ同じである。 辿物は、上師梱片が出上している。

掘立柱建物36(図164、図版23)

中央北区の北雌側にあたる、 F区の北半部で検出された。占代集端の北饂に位凶しており、掘立柱

建物37から北へ約3m離れている。北側の掘立柱建物35の柱列の方向と、 主）Mi方向がほぼ同じである。

周囲では、ピットはあまり検出されておらず、掘立柱剋物の正複はないものと考えられる。土坑や溝と

の重複関係もなし。

現状で、 2間 (3,6m) X 2間 (5.4m)を確！忍している。平而形は、ほぽ艮方形を呈する。主111111方向

／と、

I ,; 二三
0
ー
＇

(S=1 :2000) 

囮162 古代掘立柱建物分布図
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は、 N-4°-Wである。柱閻寸法は、西側の桁行で、北から2.7m、2.7mの平均2.7m、北側の梁行で

西から1.7m、1.9mの平均1.8mを測る。桁行の柱闇間1隔が広い。柱穴掘方は、ほぼ円形のも0)が多く、

径50 ~60cm、深さ 10 ,..._, 30cmである。埋土は、灰黄褐色粘質シルトである。柱穴の規板は、ほぽ同じ

である。遺物は、七師器片が出土している。

掘立柱建物37(図165、因版23)

中央北区の北西側にあたる、 F区の北半部で検出された。占代集落の北端部に位凶している。隣接

る北東側の掘立柱辿物3.6とは、主ilifll方向が異なるほか、柱穴掘方の状況も異なっている。 周間ではピッ

トはあまり検出されておらず、掘立柱辿物のif(複はないものと考えられる。土坑や洲との重複謁係もな

いが、北西方向に土坑910068が隣接する。

未調査部分があるが、祝状で、 2間 (4.lm)X31-Lfl (6.4m)を確認している。平而形は、ほぼ長万

形を呈する。主胤血方向は、 N-68°-Eである。柱圃寸法は、南側の桁行で、束から2.3m、2.3m、1.8

mの平均2.1rn、東側の梁行で、北から2.0rn、2.1mの平均2.0mを測る。桁行の柱間間隔はほぼ同じで

ある。柱穴掘方は、方形のものが多いが、東辺では円形のものも見られる。糾校は、 ・辺（径） 811~ 

90cm、深さ20~ 40cmである。埋土は、灰凶褐色粘質シルトである。柱穴の規校はほぼ同じである。辿
物は、土師器片や糾恵器片が出上しているが、 1図化できるものはなし ・o

掘立柱建物38(図165、図版23)

中央北区の北よ側にあたる の北半部で検出された。総柱の建物である。古代集蕗の北船部にイ'

置しており、これより北側では近按した掘止柱姓物は見つかっていない。掘寸村建物42から北へ約3m

離れており、主軸方向がほぼ同じである。周囲ではビットはあまり検出されておらず、 J1叫止柱建物の狙

複はないものと考えられる。土坑やri料との印役関係もない。

現状で、 2閻 (3.7m)X 2閲 (4.lm)を/i'(IT認している。平而9「クは、ほぼ長）］形を呈する。主lirl1方向

は、 N-11 • -Eである。柱ltJJ寸法は、 1邸Jlilの桁行で、北から2.2m、1.9mの平均2.0m、北側の梁行で、

西から1.8m、1.9mの平抱1.8mを測る。桁行の柱IU-JI,'リ限がやや広い。柱穴枷1方は、ほぽ円形のものと

方形のものが趾在している。規板は、径(-・辺） 50 --60cm、深さ 10 ~ 40cn1である。 地 ,~.は、昭褐色

粘質シルトである。柱穴の糾校はほぼ同じである。辿物は出 1礼．していなし 。

掘立柱建物39(図164、図版23)

中央北区の北束側にあたる、 E区の北半部で検出された。古代集蕗の北端部に位岡しており、西側が

E区と F区の1叫の未調丘部分に広がるため、全容は不明である。掘立柱建物38から西へ約6m離れてお

り、主軸方向がほぽ同じである。同囲では、 M糾校のピットはあまり検出されておらず、掘立柱建物の

重複はないものと考えられる。土坑や溝との重複関係もない。

現状で、 北辺 1間 (3.3m)以上x束辺2側 (3.6m)以上を確認している。平面形は、ほぽ艮方形を

呈するものと考えられる。 北方向に向かう紐物とすると、主軸方向は、N-15°-Eである。柱間寸法は、

東側の桁行で、北から1.8m、l.9mの平均1.8m、北側の梁行で2.Jmを測る。梁行の柱閲闘隊がやや）ム:v・o

柱穴掘方は、ほぼ円形で、径50.... 60crn、深さ10-40cmである。埋ートは、陪褐色シルトである。 柱穴

の規模は、 ほぽ同じである。辿物は、 土師器片が出土している。

掘立柱建物40(図166、図版23)

中央北区の北西側にあたる、 F区の中央部で検出された。占代県蕗0)中央部に位四しており、掘立柱

建物37から南束へ約 5rn離れている。 ~Jrr!立柱建物41と重似しているが、柱穴で切り合い阪l係がないこ
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とから、新1日剥係ははっきりしない。土坑910059と狙似しており、掘立柱建物40の力が新しい。

現状で、 21甜 (4.2rn)X 3間 (6.0m)を確＇忍している。平而形は、ほぼ艮方形を呈する。主軸方向は

N-84°-Wである。柱圃寸法は、北側の桁行で、酉から2.2111、2.0m、1.8mの平均2.0111、東側の梁行で

北から2.3m、1.9mの平均2.lmを測る。柱間閻隔はほとんど1消じである。柱穴掘方は、ほぼ円形のも

のが多く、 径so-60cm、深さ 10~ 30cmである。埋土は、灰製褐色粘質シルトである。柱穴の規松は、

ほぼ同じである。追物は、土師謡片や頒店（器）ヤが111土している。

掘立柱建物41(因166)

中央北区の北西側にあたる、 F区の中央部で検出された。古代集蕗の中央部に位門しており、掘立柱

建物37から南東へ約4m離れている。北側O)IJ11l立柱建物36と主軸方向がほぼ同じである。」祉立柱建物

40と重複しているが、主軸方向は大きくwなる。 周囲でピットが検出されていることから、他の掘立わ

建物の存在も労えられるが、復原できない。

現状で、 2廿廿(4.lm)x 2間 (5,3111)を確紹している。平面形は、ほぼ艮方形を呈する。主軸方向は、

N-8°-Wである。柱間寸法は、東側の桁行で、北から2.5m、2.8mの平均2.6m、北側の梁行で、東

から2.2m、1.9mの平均2.0mを測る。桁行の柱間「H間がやや広い。柱穴掘方は、ほぼ方形のものが多いが、

円形のものも見られ、・辺（径） 70--80cm、深さ20~ 30cmである。埋七は、灰此褐色粘質シルドである。

柱穴の規模は、ほぼ同じである。辿物は、 K師悶片や須J謁榊片が山七している。

掘立柱建物42(図167、175、図牒23、79)

中央北区の北東側にあたる、 E区の北半都で検出された。古代集落の1い央部に位四しており、掘立柱

建物38から南へ約3m離れている。 掘立柱俎物38と主軸方向が近く、西側0)柱通りがほぼ同じライン

上に並ぶ。周囲でピッ トが検出されていることから、 他の掘立柱俎物との重紺も考えられるが、紺I以で

きないためはっきりしない。土坑や溝との『滋爛係はなし ・o

現状で、 2間 (3.8m)x 2 ll:ll (4.3m)を確昭している。平面形は、ほぽ及方形を旦する。主軸方向伝

N-4°-Eである。柱訓寸法は、西側の桁行で、北から2.2m、2.1111の平均2.0m、南側0)梨行で、 rl

から1.8m、2.0mO)平均J.9mを測る。柱間It'dI料はほとんど同じである。ただ、桁行の柱通りで、部分

的に柱間でピッ トが検1廿されていることから、 4士の数がりりえて柱閥間隔が短く なる可能性もある。柱ク＼

掘方は、ほぼ円形であり、径30.....,40cm、深さ10~ 30cmである。地土は、 u秤褐色シルトである。柱穴

の規模は、ほぽ同じである。追物は、 北西端の柱穴であるピッ ト240342から1こ師器殿が出土しており

図化している (I区1175-1117)。詳細は、後述する。

掘立柱建物43(図167)

中央北区の北束側にあたる、 E区の北半部で検出された。山代集落の中火部に位凶しており、比較的

規模の大きな建物である。掘立柱建物42の南棗に隣接しており、約2m離れている。北側の掘立柱辿物

38 と主軸方向がほぼ同じである 。 周間でピットが検出されていることから、他の掘立柱姓物との『tfii l~l

係も考えられるが、似原できないためはっきりしない。南両端部の柱穴が、土坑240468と切り合い1.11:I

係になっており、辿物の方が新しい。

現状で、 2間 (4,5m)X 3間 (6.8m)を確惚している。平面形は、ほぼ長方形を旦する。主ll!庸方向は、

N-13°-Eである。柱閻寸法は、幽側の桁行で、北から2.lm、2.3m、2.4mの平均2.3m、南側の梁行で`

西から2.3m、2.2mの平均2.2mを机I)る。柱閥間隔はほとんど同じである。柱穴掘方は、ほぽ「り形であり、

径60~ 70cm、深さ10~ 40cmである。埋土は、賠褐色シルトである。柱穴の規棋は、ほぽ闘じである。
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遺物は出土していなV。
掘立柱建物44(図168、図版23)

中央北区の北両側にあたる、 F区の中央部で検出された。古代集落の中央部やや南寄りに位位してし

る。掘立柱建物41から南東に隣接しており、約 lm離れている。北側0)掘立柱建物40と主軸方向がほ

ぼ直交するこ とから、閾辿のあるものと考えられる。 PDI謂ではピッ トはあまり検出されておらず、掘立

柱建物の重複はないものとi':;えられる。土坑や溝との瓜複閾係もない。

現状で、 北四端部の柱穴は検出されていないが、 2梢l(4.5m) x 2 H.fl (5.4m)を確翻している。平

面形は、ほぼ長力形を呈する。主軸方向は、 N-5°-Eである。柱I廿］寸法は、東側の桁行で、北から2,6

m、2.8mの平均2.7111、南側の梁行で、西から2.3m、2.2mの平均2.2mを測る。桁行の柱叫圃隔が広い。

柱穴掘方は、 ほぽ方形のものが多いが、円形のものも見られ、 一辺（径） 60 ~ 70cm 、 深さ 20 ,..._, 40cm 

である。埋土は、灰黄褐色粘質シルトである。柱穴の規松は、ほぽIii]じである。 追物は、組恵盛片が出

土している。

掘立柱建物45(図168)

中央北区の北西側にあたる、 F区の南半部で検出された。古代県落の南端部に位皿している。掘立柱

建物44からI土1束へ約 5m離れている。掘立柱辿物41と主軸方向がほぼ同じである。周伽でピッ トが検

出されていることから、他の掘立柱建物との寛扱閲係もゼえられるが、 1は原できないためはっきりしな

い。 西側の柱列が、部分的に上坑91015 1 と切り合い l~l係があり、 l:.t/Lの方が新しい。また、 北西饂の

柱穴が、土坑910151に切られた溝とill複閲係があり、溝の方が古い 。

現状で、 2間 (3.3m)X 21/'d (3.5 m ) を確認している。平面II~は、ほぼ投方形を旦する。主胤1!1方向は、

N-8° -Wである。柱1/',J寸法は、棗側の桁行で、 北から1.8m、l.7mの平均1.7m、北側0)染行で、 1JL1

から1.7m、1.6mの平均1.6mを測る。桁行の柱IIIJI川11州がやや広い。柱穴掘方は、ほぼ円形であり、租

50~60cm、深さ 10 ....., 40cmである 。 地上は、灰凶褐色粘質シルトである。柱穴の規松は、ほぼIii] じで

ある。遺物は、上師器片が11¥-1-:している。

掘立柱建物46(図169)

中央北区の北東側にあたる、 E区の北半部で検出された。古代集落の洲端部に位凶している。北側の

柱通りから約60cm離れた北側で、 平行する同様の柱列が見られるため、 この部分に庇がつくものと考え

られる。掘セ柱建物43から南京へ約lOm離れている。周囲でピットが検出されていることから、他0

掘立柱建物との用複も特えられるが、 1は原できないためはっき りしない。上坑や溝との重複閑係はない。

現状で、 2 ILり(3.6m) X 2 I"/りと北而庇 (5.2m)を確認している。'11・面形は、ほぽ艮方形を呈する。

主軸方向はN-1心 -wで、ほぼ方位に合っている。柱間寸法は、棗側の桁行で、北から0.6m(庇部分）、

2.3m、2.3mの平均2.3m、北側の梁行で、四から1.8m、1.8mの平均1.8mを測る。庇部分の梁行の柱

間間隔も同 じである。桁行の柱間削％がやや広い。柱穴伽方は、ほぼ円形であり、径30-40cm、深キ

10 ~30cmである。埋上は、褐色シルトである。柱穴の蒻林及は、ほぼ同じである。庇部分の柱穴の糾校

もほぼ同じである。追物は出土していない。

掘立柱建物47(図168、図版23)

中央北区の北東側にあたる、 E区の北半部で検出された。古代集落のI渦端部に位皿している。掘立柱

建物46から東へ約13m離れている。西辺0)柱列のみが検出されており、大部分は訓杏区外の東側に広

がっている ことから、全容は不明である。周間にはピッ トもほとんど検出されていない。上坑やWtとの
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重複関係はなし・o

現状で、 3基の柱穴で枯／成される 21倒分 (4.4m)を確聡しているが、俎物の主軸方向は不明である。

検出された柱列の方向は、 N-6°-Wである。柱間寸法は、北から2,2m、2,2mの平均2.2mを測る。

柱穴掘方は、ほぼ円形であり、径60--70cm、深さ20,..,_, 40cmである。埋上は、陪褐色粘質シル トが主体で、

径10cm以下の礫を多く含む。柱穴の規扱は、ほぼ同じである。追物は出土していない。

掘立柱建物48(図169)

中央北区の南束側にあたる、E区の南端部で検出された。総柱の建物である。古代集蕗の南側に位如

しているが、 かなり雌れており｀単独で存在している。辿物包含府が削平されている部分であり、周辺

で古代の遺物などは出土していない。周囲にはピットもほとんど検出されていない。士坑や溝との重内

関係はない。周囲で中世の辿栂や辿物が検出されているため、 巾1廿の建物の可能性もあるが、主軸方向

が方位に合っているこ とから、古代の建物と判断した。

現状で、 2111d(3.9m) x 2間 (4.4m)を確防している。平而形は、ほぼ長方形を呈する。主軸方向

はN-2° -Wで、ほぼ方位に合っている。柱圃寸法は、西側の桁行で、北から2.1rn、2.3mの平均2,2

m、南側の梁行で、四から2.lm、l.8111の平均1.9mを測る。桁行の柱間間1腐がやや広い。柱穴掘方は、

ほぼ円形であり、径30~ 40cm、深さ20--30cmである。埋土は、黄褐色粘質シル トである。柱グくの規

模は、ほぼ同じである。追物は出土していなし。

中央北区の北平部に展開する占代の集落では、以上の16棟の掘立柱辿物を1糾原することができた。他

にもピットが多く検出されていることから、さらに多くの掘立柱俎物が存在したことが推制される。俊

原された掘立柱俎物は、 一邪で重複関係が見られるものの、 大部分はm、~iiなく配凶されており、時期l111l

もあまり長くないことから、この中で見られる配凶により、集樅内の建物の傾向を知ることができるも

のと考えられる。

重複関係のある掘立柱建物40と41であるが、 明らかに時期泣があるものといえる。明確な新旧関係

ははっきり しないが、主軸方向の迎いで両者が別のグループであることがわかる。掘立柱述物40は、 [i'i

ーの主軸方向を持つ建物は他にないが、直交する方向でみると、 J1,11立柱建物38• 39 · 42 · 43 • 44がほ

ぼ同じ方向 ということができる。掘立柱建物4 1 では、掘立柱述物35 • 36 • 45 • 46・4 7がほぽ同じガ

向というこ とができる。両名の辿いは、 10--20゚ であるため、明確な追といえるかどうかははっきり

しないが、 掘立柱建物40のグループは兵北に向かって束省りに似くのに対し、掘立柱建物41のグルー

プは西寄り に伯くという巡いがある。この他しこも、掘1/.柱建物34• 37のようにどちらにも）屈さないタ

イプも見られる。いずれのグループも時期決定ができないことから、新 1 ~1 1謁係ははっ送りしないが、こ

の集落内では、少なくとも 3時期の建物府の変迎があったことがわか，～゜
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北区

古代の集落の北側にあたる北区では、中央部やや南柑りのC区南端部からD

の遺構や遺物が検出されている。北区と中央北区を分ける祝在の辺路部分には

落が迅路の南側に展開しているも0)といえる。

3. 

北端部にかけて、 代

代においても追路が

存在していたものと考えられ、中央北 で検出された

これに対して、近路の北側では

構や遺物がみつかっている。

落は検出 れておらず、やや離れた部分で洲やピッ トを主体とした｀

北区の中央部やや南守りの南北約40mの範囲内で、洲やピッ トが

は多数検出されたが、建物を復原することはで なかった。

とまって検出されている。

これらのピッ トからの辿物

ピット

は少ないため、

時期決定は困難であるが、古代の迎物を含むものが見 れることか 、古代の追構と判断した。ただし、
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最終的には、 中世後半から近世にかけて大規板な戦地作業がおこなわれていることから、中世以降のビッ

トも含まれているものと推測される。追稲検出面が地山而であることから、両者を明確に分けることは

困難であった。全体に古代の追物伍は少なく、集落が営まれていたかどうかは疑わしい部分もある。北

区において、 占代の辿構や辿物がまとまって検出されたのは、この部分のみであり、 他の部分からはほ

とんどみつかっていない。

遺構群の中で明確な追構は、溝である。閻査区を横切るかたちで2条の溝が検出されたほか、両者を

つなぐかたちで、さらに 1条の溝がみられる。以下に詳細を述ぺる。

溝230690(図170)

北区の中央部やや南省りにあたる、 C区面端部からD区北端部にかけての部分で検出された。ピット

がまとまって検出されている部分の南奇りに位四する。令休に上部は削平されているため、底部付近の

みの検出である。閻杏区を横切っており、南南西方向に向かってのびている。地形 1こから澗査区の棗側

のやや高い部分から、西側の双子池方而に流れる流路といえる。自然流路とは考えにくく、 人為的に排

水施設として掘削された可能性があ 'o,Jo

ほぼ一直線に走っており、確認された部分で、長さ約1.8m、,,府1.4.......,2.4m、深さ60~ 70cmを測る。

埋土は、黒褐色粘四土が主体であり、 下府に地山プロックや礫を含む。部分的に灰褐色粘質土を含む。

下層に粘土が多く堆積していることから、最終的には強い流れよりも滞水状態であったことが推測され

る。このため、排水路としてつくられた汁かが、廃絶時には、その機泄を失っていたといえる。追物は

土師器や須忠器が I i i土しているが、破片0)みであり、 l~l化できるものはなかった。 時期的には、飛、1ふ lV

~vの時期 と JJえられる。

溝230691 (図170、174、図版24)

北区の中央部やや南脊りにあたる、 C区南饂部で検出された。ビットがまとまって検出されている部

分の北寄りしこ位岡する。全体に上部は削平されているため、底部付近のみの検出である。西側のi『1J平が

顕著である。調査区を横切っており、南四方向に向かってのびている。洲230690と同様に、西側の双

子池方面に流れる流路といえる。ただし、硯在残っている水路とほぽMじ位四であることから、さらに

削平をうけている部分もあり、本来の形状が改変されている可熊性がある。

ほぼ一直線に走っており、確認された部分で、長さ約17m、111M0.7..... 1.2rn、深さ10,.,_, 30r,mをlJlllる。

埋土は、溝230690と似ており、以し褐色粘質--J::が主体で、地山プロックや礫を含む。追物は、 土師器や

須恵器が出上しているが、破片のみであり、図化できるものは 1点のみである。図174-1086は、組恵

器杯蓋である。 m平なつまみの中央がわずかに突/:LIしている。焼成はやや不良である。平城宮II~皿の
時期と考えられる。

溝230692(図170、174、図版24)

北区の中央f';「Sやや南寄りにあたる、 C区南端部で検出された。ピットがまと衷って検出されている

部分の中央に位凶する。全体に上部は削平されているため、底部付近のみの検出である。

230692と230690をつなぐかたちで検出された。ただ、同11寺につくられたものではなく

ょうど、 r1W

・（松~ I渕係を

見ると、溝230692の方が新しい。 汁11/230690のつなぎ部分は、晶l杏区の屈界部分であるため、は・..,..: 

りしないこ とから、 m複閾係は不明である。人為的に掘削されたもので、底のレベルは北側が祢く、南
側は低いが、水路とは考えにくく、性格は不明である。ほぼ南に向かってまっすぐにのびており、途中

からやや東得りに曲がっているII
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確認された部分で、長さ約12m、幅約1.0m、深さ約10cmを測る。埋土は、賠褐色粘阿土が主体で、

黒褐色粘質土が混じるほか、地山プロックを含む。追物は、 ：ヒ師器や須忍器が出土しているが、破片の

みであり、図化できるものは 1点のみである。図174-1087は、土師器鍋の口緑部付近である。口緑が

広がっている。外而には、指頒庄痕が残るほか、煤が付沿している。胎」：：は、橙色粘七に白色粘土が混

入したものである。平城宮ill~Nの時期と4和えられる。

明確な古代の辿構は以ヒであるが、この部分で検出された中世以降の土坑230001の埋土からも、混

入品ながら古代追物が出上しており、図化できるものが1点みられる。図174-1090は、土師器甜台付

杯の高台部分である。回転ナデ濶盤によ り、 i泊'(,部分の表而間晋名をおこなっている。平安京ITO)時期と

考えられる。 後世の辿構埋土からの出上品であるため、断定はできないが、この部分で古代の集蕗が裳

まれていたこ とを示すものという ことができる。

4. 中央北区

中央北区の北半部で古代集蕗が検I出＼され、掘立柱辿物群が復原されたことは、すでに述べたが、ここ

では建物以外の遺構について述べることとする。古代集蕗内の迫椛が主体となるが、時期を示す土器類

の一括資料が出十．しており、以重な成米をあげることができたといえる。

なお、中央北区のうち束半部と西半部ではやや様相が異なっていることから、ここでは分けて記述-・ー

る。東側に向かって地山而がやや翡くなっていることから、東半部では、辿物包含屈や辿椙而について

削平の影響が大きく、辿構の残存状況が艮好ではない＂また、比較 的追物只も少ない。棗半部では、人

為的に掘削された辿構が少なく、 自然流路などを利用したhWなどが多い。

溝240278(図171、174、図版24、78)

中央北区の北東側にあたる、 E区の北平部で検出された。占代集

落の北端部に位凶しており、西側がE区と F区の間の未聞杏部分に

広がるため、 全容は不明である。全体にヒ部は削'11.されているため、

底部付近のみの検111である。 掘ti.柱辿物39の北に隣接しているが、

調査区外で重複する可俺性がある。上坑やi料との重複1関係はなし 。

ほぼ東西方向にのびており、検出面で、長さ約3.5m、111訊0.9~ 1.4 
m、深さ約20cmを測る。埋土は、褐色シル トである。洲状を旦し

ているが、検出部分の両半部が一段下がっており、ここから頒忍器

を主体とする多くの辿物が111土した。性格は不明であるが、最終的

には、廃棄土坑になったものといえる。

図174-1075~ 1085が、 出土辿物のう ち、図化できたもので
ある。1075,.__. 1078は、須忠根杯具である。1075は、 I釦部ヘラ切

り後に回転ナデ調整をおこなっている。 1076は、底部ヘラ切り後

に回転ナデ調戦をおこなっている。焼成は不艮であり、薄茶色を二

する 。 1 077 は、 j\-~台の付くものである。底部のほとんどを欠担し

ている。焼成は不良であり、薄茶色を呈する。 1078は、窃台の付

くものである。外而下半に筋状になった調整の境界が見られる。い

ずれも飛鳥皿の時期 と考えられる。 1079 ~ 1082は、組恵堺杯益

である。1079は、内而にかえりがあるものである。焼成は不良で
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あり、薄茶色を呈する。 1080は、内而にかえりがあるものである。つまみを欠拍している。天井部は

回転ヘラケズリ罰班が施されている。 1081は、内面にかえりがあるものである。つまみを欠tEIしてい

る。焼成は不良であり、閻茶色を□する。 1082は、端部のみであるが、内而にかえりがあるものである。
いずれも飛~III の時期と考えられる。 1083は、ほぽ完形の管状土錘である。時期は不明であるが、 他

の須恵器と ともに出土したものである。 1084は、紺忠樅短頓府の口縁部付近である。口緑はやや外反

する。体部外而は、タタキ関整の後に回転ナデ閻幣が施されている。内而には同心円タタキが見られ'<>'゚

1085は、須恵器短即四の上半部である。口縁はほぼ『I立する。体部外而は、タタキ闊整の後に回転力

キ目が施されている。内面には同心円タタキが見られる。いずれも飛屈mの時期と考えられる。

ピット240458(図172、174、図版78)

中央北区の北采側にあたる、 E区の北半部で検出された。古代集落の棗端部に位凶しているが、辿物

の復原ができなかったものである。掘立柱辿物43の南東端の柱穴から、米へ4m雌れている。周囲では

ピッ トはあまり検出されていない。特に規松が大きなピットではないが、図化できる辿物が出七してい

る。図174-1089は、 小型の紺恵梱短顕血で、下半を火拍している。「l緑部はほぽ1且立する。焼成は良

好である。飛島ill0)時期と斗1，えられる。

ピット240342(図167、172、175、犀版23、79)

中央北区の北東側にあたる、 E区の北半部で検HIされた。前述した掘立柱建物42の北幽端0)柱穴であ

る。図化できる辿物がI!¥土している。区1175-1117は、 ヒ師怨梨である。丸版であり、「l緑端部はペ

内湾している。体滞外而の上平部は縦方向、下半部は横方向のハケ潤戦が見られる。 内面は、縦方向の

ヘラケズリ製戦の後、ナデ胴漿が施されている。外而に煤が付沿している。平城官lV-VO)時期と斗わぇ

られる。

ピット240402(図172、175)

中央北区の北束側にあたる、 E区の北半部で検出された。占代集落の中央部に位附しているが、辿物

の復原ができなかったものである。 JJn!立柱建物42の南四端0)柱穴から、南へ約 lrn離れており、近接し

ている。周問では、ピットは多く検Iiiされており、掘立柱建物の柱穴といえる。特微のあるピッドでは

ないが、因化できる追物が出土している。 1~11 75 - 111 5は、土師梱商杯の杯部で、底から脚部を欠狽し

ている 。 口縁がやや広がる。外而には 、 翡 'i -1~.の継ぎ目にひびがはいっている。飛鳥rr~mの時期と考え

られる。

土坑240529(固172、174)

中央北区の北束側にあたる、 E区の北半部で検出された。古代集落の南東部に位皿している。周囲に

は不定形の溝状を呈する土坑がまとまって検出されており、そのうち束蛸にあたるものである。平而形

は、隅丸方形を呈しており、検出面で、長辺約4.0m、短辺約2.0m、深さ約70cmを測る。埋」；は、 n紆褐

色粘質土が主体である。辿物口は少ないが、図化できる辺物が出上している。似1174-1088は、ク且忍梱

杯身である。外而に自然釉がかかっている。熱をうけており、口緑部に数ヶ所のひずみ割れが見られる。

平城宮rn~rvの時期と者えられる。

土坑240468(図172、174)

中央北区の北東側にあたる、 E 区の北半部で検出された。占代集落の中火部に位位している。不定）r~

の溝状を呈する土坑がまとまって検出されており、そのうち西鉛にあたるものである。掘立柱建物43と

重複関係があり、辿物の方が新しい。全体に 1こ部は削平されているため、底部付近のみの検出である。
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人為的に掘削されたものではなく、自然地形を利用したものと考えられる。平而形は、不定形の溝状を

呈しており、 検出而で、全長約13.5111、11雁1.0-2.4m、深さ10,..,_, 30cmを測る。 埋上は、贔褐色シル

トが主体である。迫物凪は少ないが、隊化できる追物が出土している。区1174-1091は、 土師器邸杯の

脚部である。内而には、絞った筋が入っている。飛品n--mの時期と考えられる。

溝240467(図172、175、図版79)

中央北区の北東側にあたる、 E区の北半部で検出された。古代集落の「渦棗部に位凶している。不定形

の溝状を呈するヒ坑がまとまって検出されており 、 そのうち巾央にあたるものである。全体に 1~部は削

平されているため、版部付近のみの検出である。 人為的に掘削されたものではなく｀本来は自然流路で

あったものを利用したと名えられる。平而形は、南半部で二ll位に分かれている。検出而で、全長約12.5

m、幅2.0~ 2.Sm、深さ30,.._, 50cn海測る。 埋七は、品褐色シルトが七体である。性格は不明であるが、

最終的には府棄土坑になったものと労えられ、溢物fitは比較的多く、函化できる辿物もまとまって出→4

している。

図175-1094--1114が、出上辿物のうち凶化できたものである。 1094~ l 096は、須出器杯材で

ある。1094は、底部ヘラ切りの後にナデ調撒をおこなっているが、回I!云ナデ濶幣ではない。1095は、

底部に回転ヘラ切り潤抱がおこなわれている。底部外而tこ灰がかぶっている。 1096は、底部ヘラ切り

の後にナデ訓賂をおこなっている。いずれも飛島N~Vの時期と労えられる。 1097は、組）却根杯身で

あるが、杯蓋の可能性もある。底;'11$ヘラり）りの後にナデ伽l盟をおこなっているが、回転ナデ肌整ではなし。

飛剛V~Vの時期と考えられる。1098,..,_,1101は、ク且辿琳財和','fである。 1098は、内而にかえりがある

ものである。焼成は不良であり、蒋茶色を呈する。 1099は、つまみを欠拍している。焼成9如ド良であ

り、薄茶色を□する。 1100は、日縁部のみであるが、焼成は良好である。 1101は、口紐{11$のみであるが
焼成は不良であり、靱爺色を皿する。 いずれも飛島N,..,_,Vの時期と名えられる。1102は、 ク且址（器1111¥0

口縁部付近である。口緑はやや開く。イ本部外而は、 タタキ調戦の後に回転カキ目が施されている。内!III

には同心円タタキが見られる。飛閲時代0)ものと考えられる。 l103は、参印ぶ恭短類壺の口緑部付近で

ある。口縁はややIJ+Iく。休部外面は、タタキ闊型の後に同転ナデi闊繋が施されている。 内面には同心円

タタキが見られる。焼成はイミ良であり、靱茶色を旦する。飛局時代のものと考えられる。 1104-1106は、

須恵器杯身である。 1104は、 底部に同転ヘラ切り濶戦がおこなわれている。 1105は、底部ヘラ切りの

後にナデ調戦をおこなっている。 焼成は不良であ り、煎茶色を旦する。 1106は、焼成は不艮であり、

薄茶色を呈する。いずれも飛~rv-- v の時期と考えられる。 11 07 · 1108は、 須恵器莉台付杯の杯身で

ある。1107は、底部のみ残存しており、飛）設ill-NO)時期と考えられる。 I108は、底部のみ残存して

おり、高台内はl司転ヘラケズリ濶整が施されている。 焼成は不良であり、甘甘堡の内面は茶色を基する。

飛剛V~Vの時期と考えられる。l109は、上師器杯身である。飛1.~lY~Vの時期と考えられる。 1110は、

土師器高杯の脚柱部である。脚部上を絞っている。飛屈時代のものと抒えられる。 111 1は、+師閑皿

である。飛烏時代より新しいもので、平城也:ITの時期と考えられる。 1112は、いわゆる鉄鉢形の須J.l'

器鉢である。n縁下の外而は、ケズリ調戦の後に回転ナデ閻撒が施されている。底部には、回転ヘラケ

ズ リ 調整が見られる。飛烏～奈良時代のもの と考えられる 。 1113• 1114は、土師甜猥の口緑部付近で

ある。1113は、口紐部が強く開く。体部外而は、斜め方向のハケ日調撒が施されている。 1114は

縁端部が内面に少し立ち上がる。 体部外而は斜め方向、内而は横方向のハケ目拙l悲をが施されている。し

ずれも、平城宮I--Ilの時期と考えられる。
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土坑240001(図173、

174、図版24、78)

中央北区の北攻側にあた

る、 E区の北半部で検出さ

れた。古代集落よりかなり

離れた北側しこ位巴してし

る。掘立柱建物33の北西

端の柱穴から、北四へ約6

m離れている。巾狐で検出

されており、 周囲ではビッ

トや土坑は検出されていな

い。土師器甕を横向きに 2

個組み合わせて、土器柏と

した上坑墓である。この周

辺では、墓となるような土

坑や土器棺などは検Illされ

ていないため、集落の猿城

とは考えられない。規校が

小さいことから、 小児柏の

可能性がある。 1::9, 伸柏の日

からは副葬品となるような

べ
）

I11

ー
百
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JOYR 3/3 II杵褐色粘，IH 

0 (S■l: 10) 50cm 
~ 

ものは検出ざれていない。 図173 土坑240001平・断面図

全体に上部は削平されているため、底部付近のみの検Iiiで、土器柏の上半部は失われている。

平面形は、 長桁円形を旦しており、検出而で、艮径約90cm、短径約50cm、深さ約20cmを測る。皿土は、

暗褐色粘質士が主休である 。 |区1 174 - 1092• 1093は、土料棺に使われていた土師器隈である。 1092は、

やや長胴で、 口緑部はやや広がる。イ本部外面には、縦方向のハケ澗整が密に施されている。内而には、

縦方向のヘラケズリ閻整が見られる。 1093は、 1092に比ぺて丸みを帯びている。イ本部外而には、縦方

向のハケ調整が往｝に施されている。内面には、上半部はナデ間型、下准部は縦方向のハケ訓盤が見られる。

いずれも、飛島m前後の時期と考えられる。
土坑240355(図172、175、図版79)

中央北区の北束側にあたる、E区の北半部で検出された。古代集浮の中央部に位四しており、西側の

大部分がE区とF区の間の未翡'J杏部分に広がるため、 全容は不明である。全体に上部は削平されている

ため、底部付近のみの検1:11である凸掘立柱建物42から西へ約3.Srn離れている。ピットや；ヒ坑、洲との

重複関係はない。平而形ははっ送 りしないが、検11-1された却枇は、南北方向が約3.0m、

m、深さ約20cmを測る。埋土は、黒褐色粘質土が主体である。辿物只は少ないが、因化できる辿物が出

土している。 図175-1116は、 ±Mi器紐の焚送口裾部の破片である。ナデ闊應名で成形されている。小破

片であるため、細かい時期決定はできなかった。
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中央北区のうち西半部は、東側に比べて地山面がやや低いことから、迫物包含屈や迫棉而について削

平の影響が少なく、迫構の残存状況が良好である。前述した建物の柱穴のほか、土坑や溝が検出され、

多くの一括辺物が出土した。衷半部と異なり、人為的に}/iil削された辿椙が多く、自然流路などを利用し

た遺構は少ない。ただし、西半部のうち南半部に剥しては、辿構の広がりは兄られなし。

古代集落の内部で、廃菜±坑が検出されている。建物と印複するものもあるが、同時に存在したも0)

と考えられ、 建物との位皿関係を怠猫した配凶となっている。以下、主要な辿構について述べる。

土坑910151(図176、図版80)

中央北区の北両側にあたる、 F区O)悼1半部で検出された。全体に上部は削平されているため、 1応部付

近のみの検出である。古代集洛0)南饂部に位閃している。掘立柱建物45と重複倣l係があり、土坑の方が

新しい。また、 土坑910151が切っている溝より掘立柱辿物45が新しいことから、 T湛渫l係の中では｀

土坑910151が最も新しい辿構ということになる。周囲では、ピットが検出されているため、他の掘立

柱建物が存在した可沸性があり、それと栂追する追構ということもできる。ただし、建物の複原ができ

ていないこ とから、現状では、単独につくられた土坑と胡えられる。

平面形は、 やや不腺形の桁円形をユしている。検1廿而で、艮径約2.5m、短径約1.3111、深さ20,....,30 

cmを測る。埋上は、灰紺褐色粘質土が屯体であるn 辿物が多く出七しており、 一気に埋められた状況で

ある。性格は不明であるが、扇終的には府柔上坑になったものと考えられる。

出土遺物のうち、I叉l化でさたものを図176に示す。1118は、完形品の須出恭杯蓋である。今回の潤杏で

完形品が出土する例はあまりない。平城凶 I~TI の時期と考えられる。 111 9 • l 120は、須）ぶ器杯封

こ 1118 

~ 三
＼。

一

゜
20cm 

~~ —j 

図176 土坑910151出土土器
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で、高台が付くものである。平城En~Il の時期と考えられる。 111 9 と 11 20は、法口がほぼ同じであ

り、同じ規格でつくられたものといえる。 1121は、須忠器都で、利台が付くものである。頸部より

を欠損している。阿部と証台部の一部に、灰がかぶっている。溶粒痕が見られる。平城臼 I~IIの時期

と考えられる。1122は、紺恵柑鉢である。やや焼成が不艮であり、生焼けの状限である。平城臼 1-

Ilの時期と考えられる。 1123は、比較的大型の紺恵器甕の口緑部である。口緑は大きく開く。体部外

面は、タタキ胴整の後に回転カキ目が施されている。細かい時期決定はで送ないが、奈良時代のものと

いえる。 1124は、士師盤鍋の上半部である。底部付近を欠担している。 外而しこは、上半は縦方向、下

半は横方向のハケ閥暁がみられる。内面には、横方向のヘラケズリ罰整が施されている。平城宮頂~V

の時期と考えられ、他の辿物より若干新しい。1125は、 土師器別の上半部である。口緑部は、強く外

反する。体部外而には、斜め方向0)ハケ胴整がみられる。平城盆 ［～皿の時期と考えられる。この他に

図化できなかったが、図版80-1416の土師器皿が見られる。内而の口緑部から休部にかけては放射暗文、

見込みには螺旋状陪文が1忍められる。内面と断面は黒色を1特びている。平城凶lll-lVの時期と考えられ

る。

1124の上師器鍋や1446の土師器皿の時期がやや新しいが、おおむね平城臼 I~illの時期の辿物が土

体であるということができる。

土坑910001(図177~ 179、図版24、81)

中央北区の北問側にあたる、 F区の北半部で検Iiiされた。

建物36から南へ約1.5m離れている。また、 掘立柱建物37から束へ約1.5m離れている。掘立柱建物

と37は、 主軸方向が具なるため、同時に存在した建物かどうかははっ送りしないが、いずれの建物にも

近接しており、m扱関係がない。このため、 ±坑910001とこれらの建物は、同時に存在した可俺性が
あり、関連のある施設ということができる。さらに±坑の南側には1祉立柱建物40、束側には掘立柱建物

39が、やや離れてつくられており、 ヒ坑910001を取り囲むかたちで建物が配凶されている。この杞凶

にどのような怠味があるのかは不明であるが、集落の中心部分に近い位四で、辿物が多く出土した土坑

が建物と重複せずに存在していることは、特徴的といえる。他の l:: ~·rや溝とのill複閾係もなし。

全体に上部は削平されているため、底部付近のみの検出である。古代の辿物包含屈はみつかっておら

ず、中世の遺物包含）t'H除去而で検出されている。このため、中世の整地により、古代の追物包含屈が削

平されている ことがわかる。

平面形は、 南北方向がやや長い柑円形を呈している。検出面で、長径約4.8m、短径約3.2m、深さ約

40cmを測る。底部は平坦である。埋土は、灰絨褐色粘只土が主体で、焼土や炭化物を多く含む。追物が

多く出士しており、 一気に埋められた状況である。埋土O)!l-1に、非常に沢詞手で、細かい土師器0)砕片が

多量に含まれており、部分的しこは屈を形成している状況であった。砕片のため、形を似元することはで

きなかったが、やや大きめの破片の設元により、かろうじてこれらが、製塩土器の破片であることが

かった。このため、製塩七器も多く廃菜されていることがわかる。さらしこ窯饂が溶沿したものや、変形

した須恵器などがみられることから、付近に組志栂窯が存在することが推測される。ただし、地形的に妬、

調査地付近で組）は岱烈などの吃地に合う場所は特定できない。特に特徴がみられないことから、土坑の

性格は不明であるが、批終的には廃菜上坑になったものと考えられる。

出士遺物のうち図化できたものを図178・179に示ず。 頒忠器を図178,」：師器を図179に分けてい

る。全体の傾向として、須忍器の方が比較的出土fieが多い。図178-1126~1128は、須叫媒杯材であ
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る。1126は完形品で、たちあがりを持つものである。 1127は、ほぼ完形品で、たちあがりを持たない

ものである。体部外而の半分に灰をかぶっている。 1128は、ほぽ完形品で、たちあがりを持たないも

のである。いずれも飛Jぶm.-...vo)時期と考えられる。 1129は、裂恵器杯白で、窃台が付くものである。
体部外面の一部に灰をかぶっている。飛、1品皿~Vの時期と考えられる。1130- 1132は、須辿（器杯材

である。1130は、たちあがりを持つものである。底部外而に、ヘラ記号と抒えられる「 1」が見られ

る。1131は、たちあがりを持たないものである。やや焼成が不良であり、生焼けの状態である。1132は、

ほぼ完形品で、たちあがりを持たないものである。いずれも飛烏III~Vの時期と考えられる。 1133は

須恵器高杯の脚部である。 小型品である。飛局m,.....,vの時期と考えられる。 1134は、須恵器高杯の茶
である。ほぽ完形品で、かえりを持つものである。外面の一部に灰をかぶっている。溶む痕が2ヶ所兄

られる。飛烏ill~VO)時期と考えられる。 1135は、ク印晟器社杯0)杯部であり、 )IJ:11部以下を欠担している。

焼成時の口縁部の歪みが大きい。脚部の欠担部では、破祖部分を打ち欠いており、両加工している。飛

鳥 rn~vの時期と呼えられる。 1 136は、須恵梱窃杯の杯部でめり、脚台部以下を欠狽している。 底部

の外面の一部に灰をかぶっている。飛為皿~Vの時期と舒えられる。1137は、須）↓（邪芥杯の脚部であり、

杯部を欠損している。飛、q,rn,.....vの時期と考えられる。
1138は、 須恵器横瓶である。「l縁部は、回転ナデ調堅でつくられている。頸部0) . 部に灰がかぶっ

ている。体部外而は、格了目タタキの後に回転カキ目が施されている。 イ本部内而には、同心円タタキ

が見られる 。 、（本部外而の一rfflに灰がかぶっている。飛烏皿 ,.._ y の時期と抒えられる 。 1 1 39~ 11 43は、

須恵器平瓶である。 11 39は、やや大型品であり、 1ゴ緑部が大~ く淵く。1釦・mを欠Jl!している。天井部
上面には、把手にかわる、粘土を丸めて同平にしたボタン状のものを貼付している。 顆部内面と体部 1~.

半に自然釉が付約している。体部に溶沿痕が認められる。1140は、口縁部がほぼIll立している。底部

を欠損している。犬井部はやや丸みを伯びているが、把手などはつけられていない。 l141は、口籍部

を欠損している。顆部内而と休滞上半に自然釉が付府している。天井部はやや丸みを堺びているが、把

手などはつけられていない。1142は、やや川平な形状をしている。順部からu縁部を欠担している。
頸部内面と体部 I::半に）火をかぶっている。1143は、やや小剖品で、 天井魯11は丸みを鞘びている。即部

から口縁部を欠拍している。休部にわずかに灰をかぶっている。いずれも、飛騒皿~Vの時期と-)Jえ

られる。1144は、やや大型の多且恵狼四の上半部である。口紋端部はやや1)、）洲する。「1縁端部外而にtら、

ヘラ状工具による刺突文が辿続して付けられている。口緑部外而0)中央部には、細い突常がつくられて

おり、その上にはヘラ状工具による刺突文が綾杉状に巡っている。さらに、細い突常の下には波状文が

巡る。体部外而は、タタキ潤搬の後に回転カキ日が施されている，体部内面には、同心円タタキが見ら

れる。時期ははっきりしないが、飛謁III~Vの時期と衿えられる。

図 1 79- 11 45 • 1 1 46は、土師器殿の 1こ半部である。 1 1 45は、口縁があまり広がっていないものである。

体部外面には、縦方向のハケ1閉戦が施されている。外而に煤が付約している。1146は、口緑が強く外

反しているものである。口絃饂部は、面をなしている。体部外而しこは、縦方向のハケ濶撒が雁されてい

る 。 いずれも、飛応m~Nの時期と呼えられる。 11 47 • 1148は、七師器把手付甕の上半部で、底部は

欠損している。いずれも口緑端部は、而をなしている。法凪がほぼ同じであり、 Mじ糾格でつくられた

ものといえる。1147は、 1148に比べて、口紘邪の外反はやや弱い。 イ本部外而には、縦方向のハケ瀾

がみられる。これに対し、体部内而では、横方向と斜め方向のハケ閻盟がみられる。把手が横に広がる。

1148は、体部外面に、縦方向の細かいハケ調整が施されている。把手は、ややヒ向きにつけられている。
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いずれも、飛応 ill ~IVの時期と ;!Jえられる。 1 149~115 1 は、上師臨杯材である。 1149は、やや小那

品で、内面に放射賠文がf忍められる。橙色を呈しており、化粧土を塗布している。1150は、内而に放

射暗文が見られる。橙色を旦しており、化粧土を塗布している。1151は、やや器高が高いもので、内

面にヘラミガキ胴勝が見られる。いずれも、飛烏四~IVの時期と考えられる。 1152は、土師梱鉢である。

外面の上半部は、樅方向のヘラミガキ胴整が施されており、下半部は指即圧痕が見られる。内面には、

螺旋状暗文と放射暗文が認められる。橙色を旦しており、化粧土を塗布している。飛）品m......,rvの時期と
考えられる。

時期不明のものや新しい時期のものも少し含まれているが、おおむね飛応m-...vの時期の辿物が主体
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図179 土坑910001出土土器 (2)

-291-

m
 
c
 

O

ー

2
 



ということができる。このため、七坑910151より古い時期の括遠物であり、古代集溜の存続時期を

この時期を中心とした時期と考えることができる。

土坑910002(図177、180、図版24、82)

中央北区の北西側にあたる、 F区の中央部で検出された。古代集落の中央部に位凶しており、掘立柱

建物41の北側に隣接している。北側の柱通りに平行してつくられていることから、なんらかの閾係があ

る可能性が考えられる。また、 掘立柱建物40と印複閲係があるが、柱穴で切り合い1剥係がないことから、

新旧関係ははっき りしない。

平面形は、 棗匝方向が長い最桁円形を□しており、検出而で、長径約3.2m、短径約0.9m、深さ約30
cmを測る。底部は、ほぼ平坦である。 埋土は、灰政褐色粘質土が主体で、 焼土や炭化物を多く含む。 辿

物が多く出土しており、 一気に埋められた状況である。土坑9 10001 と似た状況である。ここでも埋—1~

の中に、製塩 坪8と考えられる、非',li『に薄手で細かい土師器の砕片が、,~か1を成して堆租している状況が

見られた。ただし、 1位状に見えるのは、埋土0)単位であり、自然堆租ではない。特に特微がみられなし

ことから、 本来の上坑の性格はや明であるが、最終的には廃菜上坑になったものと考えられる。

出土遺物のうち、灰l化で送たものを図180に示す。全体の傾向として、土坑910001と同様に、須恵

器の方が比較的HI土址が多い。図180-1153は須恵器杯益で、つまみ部を欠狙している。内而にかえ

りのあるものである。外而に）火をかぶっている。飛島ill0)時期とゼえられる。 1154は、紺瓜器杯身で、

高台の付くも0)である。やや小型品である。飛島田の時期と労えられる。 1155は、ほぽ完形の組忍料

杯身で、高台の付く ものである。平城色；T --IT の ij~lj:期と考えられる。邑含｝面i出上品と按合したことから、

混入品の可能性もある。 1156は、 上師器甕の上半部である。 口縁部がやや外反するものである。 休部

外面には、 縦方向のヘラケズリ瀾脹名が施されている。外面に煤が付柑する。 細かい時期ははっき りしな

いが、飛鳥時代のものと考えられる。 1157は、上師器猥の上半部である。口緑部が強く外反するもの

である。口緑端部は、面をなしている。 イ本部外面には、縦方向の細かいハケ瀾撒が施されている。平城

宮 I ~ III の時期 と考えられる。 11 5 8は、 I・. 師梱闇の上半部である。 休部の巾央部で、 凹船が 2条巡っ

ている。細かい時期ははっきりしないが、 古代のものである。

やや時期差が『忍められるが、辿物邑含屈からOJ糾入品も見られることから、平城宮 I-ITの時期と考’

えることができる。土坑910001と類似するが、やや新しい時期のものといえる。

土坑910059(図180、図服82)

中央北区の北西側にあたる、 F区の中央部で検Illされた。古代集藩0)「11央部に位罰しており、 JJ11l立柱

建物40と重複閲係があり、掘立柱辿物40の方が新しい。rm状を呈しており、取側はE区と F区の削の

未調査部分に広がっている こと から、 令容は不明である。検出而で、~さ約5.0m、1j1謁約2,4171、深さ約

20cmを測る。埋土は、灰黄褐色粘質上が主体である。 K坑の性格は不明である。追物訊は少なく 、図

化できたものは 2点である。図180-1159は、須忠器杯設である。内而にかえりのあるものである。

1160は、 須瓜梱杯財である。やや小型品である。 いずれも、飛局ID~Nの時期と考えられる。

土坑910068(図177、180、固版24、82)

中央北区の北四側にあたる、 F区の中央部で検出された。古代集落の北端部に位凶している。溝状を

呈しており、采酉方向にのびる。東端部で溝とm似しているが、新旧関係ははっ送 りしない。同一O)溝

の可能性もある。検出面で、投さ約4.2m、幅約0.8m、深さ約70cmを測る。四方向に向かって下が

ている。 埋土は、褐灰色粘質土が主体で、焼土や炭化物を多く含む。一気に埋められた状況で、土坑
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910001や910002と似ている。ここでも埋土の中に、製塩土器と考えられる、非常に膊手で細かい土

師器の砕片が、屈を成して堆禎している状況が見られた。土坑の性格は不明であるが、似終的には廃恥

土坑として埋められている。追物氾は少なく、図化できたものは 1点である。図180-1161は土師器皿

で、内面には螺旋状陪文と放射陪文が胚められる。桁色を呈しており、 化粧上を砲布している。飛局m

~Nの時期と考えられる 。

このほかに、古代集落から離れた中火北区の南束側にあたるElヌ瑚半部でも、出土只はわずかであるが、

古代の遺物が見られる 。 図化できたものは 2 点である。 1~11 80- 11 62は、ピット 250323から出七 した

もので、須忠器面の口縁部である。11緑部の内面と討部外而に自然釉がかかっている。時期ははっきり

しないが、 古代のものである。追物応が少ないため、混入品の可湘性もある。I164は、 -1::坑250339か

ら出土したもので、 土師器甕の I::半部である。口縁が広がっている。イ本部外而には、縦方向のハケ闊，．ヽ・・

が見られる。平城宮皿--vの時期と考えられる。

これらの出土地点は近接しており、後述するが、 E区南半部はi11世の辿栂が展閣する部分にあたる。

いずれも出土辿物は少なく、削平をうけているため、詳細ははっきりしない。これらの追朴りからは、古

代の遺物が検出されているが、出土状況を見ると、古代の迫梢というよりは、混人晶と考える方が妥＇当

であると考えられる。古代の辿構が存在した可能性は否定できないが、この部分から出上した辿物とし

て紹介するのみとする。
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5. 中央南区・ ,::le,

弥生集落が展開する中央南区では、古代の迫構や追物はほとんど検出されていない。 中世以降の整地

により、遺物包含）tかも失われており、帥述したように、中世の追物包含屈除去面が地山面であり、弥ピ

時代の遺構面となっている。地山面において、古代の追構が検出されないことから、削平により失われ

たわけではなく、本来、古代の追構はこの部分では存在していなかったものといえる。

その中で、 中央尚区の中央西側にあたる Q区において、わずかに古代の辿構が検出されている。

土坑310001 (図180、181、図版24)

中央南区の0区の西端部で検出された。弥生時代の大溝 1の流路上に位皿しており、廃絶時に人為的

に埋められた部分の上屈で、奈良時代の頒恵器が多く出±した。平而形は不定形であり、廃菜土坑と労

えられる。新たに掘削されたものというよりは、大滞 1を埋めた後のくぼんだ部分を利用したものと抒

えられる。形を復元ずることはできなかったが、大型の組恵器甕の破片がまとまって廃菜された状態で

検出されている。この郷糾料とともに出；I: したのが、図180-1163の須恵器四の口緑部である。口縁端

部が、やや上方に向かってつまみあげられている。飛鳥Vの時期と考えられる。

土坑310062(図180、181、図版82)

中央南区の0区のT¥j東端部で検出された。竪穴住居17と爪炭している。平面形は桁円形を旦しており、

長径約80cm、短径約40cm、深さ約10cmを測る。小型の土坑で、＇性格は不明である。追物凪は少ないが、

図180-1165の須恵器邸台付杯此が1-1-1土している。平城宮N....... VO)時期と考えられる。

土坑310058(図180、182)

中央南区の0区の面取端部で検出された。土坑310062の北西に隣接する。平面形は、長桁円形を．．→

しており、 長径約3.0m、短径約1.2m、深さ約20cmを測る。埋土は、褐色粘四シルトが主体である。 追

物量は少ないが、図180-1166の組忍器商台付杯批が出土している。平城宮ll--Nの時期と労えられる。

一方、南区では闊査区を横切る大溝から、古代の辿物が出土している。 辿構而からは古代の辿構は検

出されておらず、辿物包含屈からも目立った辿物は出土していない。閻査l区内では、建物跡などの生治

の痕跡はみつかっていないが、大怜＇｝内から迫物が出 土していることから、近接した部分に存在した可能

性は考えられる。

大溝5 (図183、184、固版83)

南区の北端部にあたる、 V区の北西端部とX区の北西端部で検出された。鯛査区を横切るかたちであ

り、ほぼ南北方向にのびている。ただし、 V区の北西端部では、現在の水路の切り替えなどもあって、

はっきりとは検IHできなかった。取在でもこの付近に水路がつくられており、耕作地の焼界にもなって

いることから、本来は自然流路が流れていたものといえる。親在では、 T区とV区を分ける位四に水路

が流れており、やや屈曲しているが、人溝5は、これより西側にずれており、ほぼまっすぐにのびている。

水路は、南から北へ流れている。

確認された部分で、長さ約45m、幅3--6111、深さ約70c;mを測る。全体に上部は削平されているため、

底部付近のみの検出である。底部は平坦である。自然流路を利用しており、阿部付近を人為的に成形し

たものと考えられる。 X区の北西端部で二股に分かれているが、四側が本流であり、南北方向にのびて

いる上、規模も大きい。束側は、北北束へのびているが、確飽された部分で、長さ約lOrn、幅約2m、

深さ約60cmを測り、断面はV字状を呈する。ただし、北側にあたる V地区では、検出されていないこと
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から、 全容ぱはっきりしなし。

埋土は、 大きく 3/位に分かれる。上）日は、よし褐色シルトが主体で粗砂を多く含む。中 ・下／邑は、にぶ

い黄褐色シル トが主体である。中府に礫、下）けに細砂が含まれている。下Wiに細砂が混じっており、粘

土が含まれていないことから、当初は流水状慇であったことがわかる。北側では、暗褐色粘上Wiが見ら

れる部分もあるため、よどんだ状況の時期もあったことが推測される。埋土は自然堆租であり、人為的

に埋められた状況は見られない。

遺物量は少ないが、かたちを復元できるものが比較的多い。図化できたものを図184に示す。1167to-、

須恵器杯身である。底部を欠~11する。焼きが甘く、 全体に白 っ ぽい。 飛）ぶv-v の時期と堵えられる。

1168は、 須恵路莉台付杯!efO))底部高台部分である。平城宮V---VIの時期と考えられる。1169は、ほ,,

完形の土師器杯材である。 平城宮Vの時期と考えられる。1170,.._, 1172は、内黒の黒色土恭椀である。

1170は、内面の見込みに平行ヘラ ミガキ、 ,~. 半に横方向のナデ胴盟が見られる。口緑部は、強い横ナ

デ調整が施されている。外而は、 平梢ナデ郁lり作で成形されている。 1171は、内面の見込みに平行ヘラ

＼
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図183 大溝5平・断面図
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ミガキ、上半に横方向のヘラミガキ胴整が見られる。口緑部は、強い横ナデ閻整が施されている。外頂l

は、横ナデなどの平滑な調整がなされている。莉台内は、ナデ閻整で成形されている。 1172は、内而

の上半に横方向のヘラミガキ訓撒が見られる。外面には、指成圧痕が見られる。いずれも、平安時代の

ものと考えられる。1173は、 土師甜甜杯の）Jiill柱部である。杯部と脚台部は欠担する。面取りは12面で

ある。平城宮Vの時期と考えられる。 1174 ,..._, 1176は、 上師器甕の口縁祁である。1174は、やや小互リ

品である。1175は、 17緑がやや広がる。｛本部外面に縦方向の粗いハケ胴整が見られる。 1176は、 口倫

端部がややつまみあげられている。体部外而に斜め方向0)粗いハケ胴整が兄られる。いずれも平城t:v
~vrの時期と考えられる。 1 177は、土師器甕の上半部である。「l緑が強く開いている。体滞外而には

縦方向の粗いハケ訓敷が施されている。内而には、横方向の粗いハケ調整が見られる。熱を受けている

ため、赤く変色している。平安時代のものと考えられる。

遺物の時期差が1忍められるが、新しいもので平安時代の贔色土器などが見られることから、この時期
まで存続していたものと考えることができる。特に、黒色土器はあまり應滅をうけておらず、完形に近

いものも見られることから、あまり辿くからもたらされたものとはいえない。このため、幣地などによ

り動いてきたものではなく、ほぼ原位四を保ったものということができる。

＼—- ←ー~1158

ロ亨
~ え160 ~ 272 

雷1173 ~ ニ
1176 

三 ーて1174

1111, ¥ .. ,, 

o 20cm 

L..............1.1.,J; 一 J 177 

図 184 大溝5出土土器
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6. 包含層出土追物

古代の集落および周辺の追構については、前項までで述べた。ここでは、集蕗部分の迫物包含屈出mO~•

遺物を中心に、問辺の追物包含屈出土辿物や後世の追梢から出土した混人品について扱うこととする。

遺物包含暦出土辿物は、 完形品やそれに近いものはほとんどなく、破片の状態のものが多い。茄本的

には、集落部分である、 中央北区の F 区や E 区北半部からの出 —且］が多い。 E 区では北半部に限らず、

南半部でも比較的多く 出土している。この地区のみで、出土口の大部分を占めており、集端が営まれて

いたことを裏付けているものといえる。逆に考えると、この部分以外では、集落や辿物などはつくられ

ていなかったということができる。以下、出上地点毎に図化できた辿物について述べる。

図185は中火北区の北西部の F区から出土したものである。いずれも迫物包含屈から検出されてお

り、古代集落に伴うものと労えられる。 1178~1 l80は、組）↓(器杯身である。 1178は、辿物包含屈J.:.

層から出土したものであるが、ほぼ完形品で、あまり）梨滅していない。 1179は、辿物包含屈下屈から

出土したものであるが、 ダ団形品である。 1180は、辿物包含）Lり下）日から出±したものである。これらの

須恵器杯身は、 平城宮lJ~皿の時期と考えられる。 1181は、緑釉陶器杯である。やや小型品で、底部

外面に糸切り痕を残し、 円盤状高台になるものである。外面に煎く施釉が認められる。平安 Iの時期と

考えられる。1182は、 土師器台付皿である。平城笛 IO)時期と・抒えられる。1183は、小型の須恵怨平

瓶であり、 口紬＇｛闘を一部欠狙するのみである。 外面に灰をかぶっている。平城‘凶Vの時期と岩えられる。

1184は、須恵器こね鉢の底部である。生焼けであり、令体に白っぼい。底部外面には、文様はみられない。

平城宮Wの時批l と考えられる。 1 18 5 は、 ~r~油（器殿の口縁部である。牛燒けであり、全休に白っぽし ・o

口縁部内面に、ヘラ氾号と考えられる、左 ドがりの船刻がつけられている。平城宮Wの時期と考えられる。

1186は、 須忠梱甕の I::半部である。口緑部がややゆがんでいる。 n縁部内而に、ヘラ記りと考え られる、
右下がりの線刻がつけられている。平城富lVO)時期と労えられる。同様0)ヘラ旧号がつけられているこ

とから 、 両者は同じ齋で焼かれた nf熊性がある 。 1187 • 1188は、土師器窟である。 1187は、焚送1

の庇部分である。 1188は、前而焚き1-1の右側裾罹｛である。外面はハケ闊堅が施されており、内而には

指頭圧痕が多く見られる。 いずれも古代のものであるが、同一個体かどうかは、はっきりしない。また、

図版84-1447は、組）[(器平瓶の下半部である。I氏部外面全体に、窯体片が溶約しているほか、側面に

も他の個体の溶沿が見られる。 上からの自然釉が流れた状況で残っている。飛励ill~Vの時期と考えら

れる。製品として使われたものとは考えにくいことから、近い部分に頒忠器窯があり、そこからもたら

された可能性が麻い。1448は、上師猫兵蛸壺の把手部である。釣錨形を呈するも0)である。 円筒状の

一端をつまんで把手部を作っている。詳細な時期ははっきりしないが、古代のものである。

これらの追物は、時期差が若干あるものの、おおむね平城宮旧--lVの時期におさまるものということ

ができる。集落内の土坑910001や土坑910002が、飛島皿~Vの時期と考えられることから、追物包

含層の時期がやや新しくなり、占代集落の中で2時期0)まとまりがイ矛在することがわかる。

中央北区の北棗部の E区北半部で検出されたもののうち、下府の追物包含屈からの出土品を図

186・187しこ示す。図186-1189は、須恵甜杯封である。飛），JID~IVの時期と考えられる。l190 

は、須恵器窃台付杯封である。飛）設皿,..._,lVの時期と考えられる。1191は、吸恵湘商台付杯此であ

る。外面に膊＜灰がかぶっている。平城宜 r-nの時期と考えられる。 1193は、 須J↓~(甜証台付杯..

である。飛屈皿~IVの時期と考えられる。 1194は、須辿（器高台付杯封である。飛，「ふrv-vの時期と

考えられる。 11 9 5 • 1196は、須忠器杯器である。 1195は、外而に灰がかぶっている。 口緑端部に溶
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